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　Ｅｐｉｓｏｄｅ．１　世界の終わり









　呼吸は浅く、鼓こ動どうが弱まっていく。

　体温も消えていく。抗あらがいようもなく、奪うばわれていく。その男の「熱」は、深度二〇〇〇メートルに遍あまねく日本海の冷水と、少しずつ同化を始めていた。

　男の口から漏もれた息がしゃぼん玉のように、大小さまざまな泡ほう沫まつとなって、遠く高い海面へと放たれる。──おかしなことだ。本来、彼のように水中に身を置く《水使い》の吐と息いきが気泡となることはない。もしも泡になるとすれば、その水使いが持つテリトリー能力が縮小し、生命維持活動が途と切ぎれようとしている時。

　つまりは、終しゆう焉えんの前兆。

　ある者の人生がまた一つ、ここに終わろうとしていた。

　彼は浅黒い肌を持つ中東系の軍人だった。実年齢は四〇を超えているが、長い軍役生活で精錬された肉体は健康的で、普段は年齢よりもずっと若く見られることが多いらしい。しかし、今は暗黒の海底に横たわり、その顔付きからも生気が抜けつつあった。

　腹部は深く裂かれており、そこから夥おびただしい血液が今も海中へと流れ出している。まるで大きな鉤かぎ爪づめで乱暴に抉えぐり取られたかのような、明らかな致命傷。

「…………」

　隣には女がいる。

　死にゆく男に寄り添って、座り込んでいる彼女は彼を静かに見下ろしている。肩上で切きり揃そろえたブロンドのショートヘアーが、その身に纏まとう紅ぐ蓮れん色の《テリトリー》に彩いろどられ、鮮やかな輝きを発していた。

「申し訳ありません、スレイマン少佐」

　唐突に、彼女は謝罪の言葉を零こぼす。

　その言葉に対し、表情には悔かい恨こんや憐れん憫びんと言った感情は一切映っていない。仲間の死を前に、どこまでも冷静な顔だった。見る者によっては薄情な印象すら与えることだろう。

　しかし、彼女が自主的に述じゆつ懐かいすること自体がとても珍しく、少佐と呼ばれた瀕ひん死しの男性は虚をつかれたように眉まゆを動かす。

「……シャロン少尉。いま君は……謝った、のか？」

「はい。私は、貴方あなたを助けることができませんでした。少佐のように優秀な軍人を失うことは、オリエント連邦にとっても重大な損失です。また、私は一人の部下として、貴方のことを心から尊敬していました。私は、私の不明と力不足を恥じて、貴方に謝罪します」

「馬鹿くさい……本音を話せ」

　少佐は弱々しく、だが確かに笑った。

　その言葉に、今度はシャロンが眉を動かした。

「本音、ですか？」













「この期に及んで、おべんちゃらもなかろうよ……。君がそんな、国の命運や、軍人としての矜きよう持じに、微み塵じんの興味も持っていないこと、オレは、よくわかっている……つもりさ。上官命令だ──シャロン少尉。……君が感じている思いの丈を、率直に、伝えたまえ。その告白はきっと……君の今後にとって、大切なことだ」

　テリトリーが枯こ渇かつし、生命の光が失われていく中で、穏やかな笑みを湛たたえるスレイマン少佐の瞳ひとみは全すべてを見透かしているようだった。

　オリエント連邦海軍所属、軍管轄の水使いによって構成された特殊作戦部隊《ＣＨＡＦ》の一個小隊、フォックスチーム隊長であったスレイマンは、軍人として非常に有能であったことだけなく、その厳しくも情に厚い性格で多くの部下たちから慕われていた。

　そのフォックスチームも、今では二名を残すだけ。しかも、隊長が間もなく生涯を閉ざそうとしている状況だった。

　シャロンが少しだけ、下唇を噛かんだ。

「私は、」

　観念したらしく、彼女は前言を撤回する。

「私は、貴方あなたの死について、動揺していません。耳みみ障ざわりの良い言葉を並べただけです」

「……構わんよ、わかっていたさ」

「ただ」と彼女は続ける。「私自身に、〝生きたい〟という願望がありません。今日この日、奴やつらとの戦いの中で死んでも良かった。なのに、こうして私一人が無事に五体を持て余し、家族ある少佐の明日が絶たれてしまう今の状況に、途と轍てつもない理不尽を感じています。私が、貴方の代わりに死ぬべきだったと思うと、自然と謝罪の言葉が漏もれました」

　──生に対する執着の皆無。

　それがシャロンという女性の、今現在における本質であった。

　死を恐れない。それは異い形ぎようとの死闘を宿命付けられた水使いの兵士にとっては『強さ』であると同時に、人間としては度どし難がたい欠落でもある。

　普段は、聞かれたことには応こたえるし、相手が求めれば会話にも乗る。傍はたからすれば「やや内向的」という程度の言葉で片付く女性であったが──真実はもう少し違う。

　生物としての至極当然の本能が、今では上う手まく機能してない。

　きっとスレイマン少佐は、彼女の心に眠る『虚無』に以前から気づいていたのだろう。

　シャロンの薄情な物言いを受けても、怒りや悲しみは見せず、依い然ぜんとして微笑ほほえみを湛えたままに言葉を返した。

「…………それは、本当の君ではない……だろ？」

「どういう意味ですか」

「〝願い〟は、全ての生者に与えられる権利……〝諦あきらめ〟は、全ての死者に対する冒ぼう涜とくだ……、私の思想だがな。簡単に諦めるな…………ばか、もん……」

　その声も次第に掠かすれていく。

「まだ……君にも、願うことが、きっと──……生きるんだ、考えず、生き、ろ」

　やがて忽こつ然ぜんと。

　彼を包んでいたテリトリーの光が消失する。緩やかに、完全に。

「少佐……」

　言葉の続きは、一向に聞こえてこない。

　シャロンは彼の喉のど元もとに手を当てて脈拍を確認した後、ドックタグを回収する。

　最後に海底で立ち上がると、息を引き取った上官に敬礼を送った。

　そして、聞く者の無くなった海中に、静せい謐ひつな表情で語る。

「貴方あなたに背を預け、戦う日々は少しだけ気が晴れた。……尊敬していたことは真実です」

　やがて、鯨くじらの歌のように、されど、不気味な音色が遠くで響き始めて。

　──アンダーが、やって来る。

　忌むべき怪物が。





　　　◇◆◇◆






　過去百年間で『世界の終わり』という言葉は二度も流行している。

　最初の流行は一世紀前の《大海害》の時だ。原因不明の海面上昇により陸地の七割が海の底に沈み、当時は七〇億を越えていた人口が一瞬にして三分の一以下にまで減少した。この時、誰もが人類の幕切れを想起した。

　そして二度目の流行が今現在、まさに起きている。

　正確には一年前、西暦二一四六年、六月六日から始まった。

　奴やつらが上陸した日──『ランド・デイ』と呼ばれている未知の災害。

　その日、太平洋の沖から凶暴な未確認生物が次々と襲来し、アジア大陸にあるオリエント連邦の沿岸都市が次々に壊かい滅めつ的な被害を受けたのだ。

　奴らは、或あるいは都市伝説に登場するヒトガタのように醜しゆう悪あくで、或いは神話のリヴァイアサンのように巨大。姿形や大きさの異なる怪物の群むれ。それらの化け物に共通する特徴は『凶暴性の一点に尽きる。まるで人類に対する『殺意』に形を与えたような獰どう猛もうさを持ち、人を襲い飢うえを満たすのではなく、殺害しては次の標的に移ることを繰り返し、上陸後、瞬く間に街に死体の山を築き上げた。

　天変地異でもなく疫えき病びようでもない──純然たるモンスター。

　未み曾ぞ有うの災害に連邦軍がようやく態勢を整えた頃ころには、既にアジア大陸の沿岸部に人々の吐と息いきは殆ほとんど残っていなかった。

　やがて、奴らの猛もう威いが、連邦首都ウランバートルを始めとする内陸都市にも及ぼうかという段階になり、連邦政府はある重大な決断に踏み切る。

　空爆による沿岸全域の洗浄。

　未いまだ残っていたであろう生存者の救助を断念し、とにかく上陸した異い形ぎようの軍隊を殲せん滅めつするべく海に面した都市一帯を全すべて焼き払ったのだ。結果、大多数の怪物を駆除することに成功した。生き延びて内陸都市にまで侵攻した化け物もいたが、被害は比較的小さく、ひとまず事態は収束していった。

　それから一年が経たった西暦二一四七年──七月現在。

　日本人自治区の全域、朝鮮人自治区の全域、中国政府管理区域の一部、アセアン共有区域の一部など、オリエント連邦の沿岸部分は廃はい墟きよと化しており人間は近寄れない。

　生存者たちは内陸都市か近隣の避難指定区域に逃げ延びて、今も海から来る脅きよう威いに怯おびえながら生活している。

　大海害以降、十五億にまで落ち込んだ世界人口は、さらに一割近くが失われた。

　──『世界の終わり』というフレーズは、今もアジアを中心に流行を続けている。




　夏の日本海。早朝。水深二三〇〇メートル。

　誰にも知られることがない深海で、本日、二十四名のＣＨＡＦ隊員が戦死した。アルファチームと並び優秀だと謳うたわれたフォックスチームが事実上の消滅を迎えたのだ。

　原因は彼ら自身の落ち度と言うよりも、味方情報部の索敵ミスによるところが大きい。本来は周辺海域の敵体調査が目的であったのに係かかわらず、明らかに対応不可能な『群むれ』と彼らは遭遇してしまったのだ。壊かい滅めつは一瞬の出来事であった。

　一個部隊の消失。これはＣＨＡＦ発足以来、最大となる人的被害である。

　そして、これから犠牲はさらに一人、増えてしまうかもしれない。

「…………」

　残されたシャロンの目の前に、やがて黒い死の影が膨らみ始めていく。

　唯一の生存者すら見逃すまいと追ってきた禍まが々まがしい輪郭が深海の闇やみに浮かび上がった。

　鯨くじらと見み紛まがうばかりの巨大な影。

　その下半身は触手状に発達しており、大きさとも相あい俟まってダイオウイカを彷ほう彿ふつとさせる姿をしていた。ランド・デイの際に陸上を襲撃した『侵略種』とは異なる、水中にのみ適した形態──さしずめ、己の海を守る守護者というところか。

　襲来はダイオウイカに留とどまらず次々と現れた。まるでジンベエザメに寄り添うコバンザメのように、十、二十と数が膨れ上がっていく。異い形ぎようの集団。

　アンダー。

　いったい誰が名づけたのか、そう呼ばれている。

　かの化け物の、見つけた獲物に対する嗅きゆう覚かくと執念は並の獣よりもずっと強いものだ。真まっ直すぐと、シャロンが佇たたずむ海底を目指して進行している。

　しかし、彼女はそれを無感動に見つめ返すだけだった。

　恐怖や憎悪はその表情から読み取ることができない。

　しかし、決して余裕を見せているわけではない。

　いくら先のフォックスチームの善戦で元の数の二割以下にまで減少したとは言え、たった一人で殲せん滅めつするには無理のある戦力差。

　決着は火を見るよりも明らか。確定的な死の状況。

　それでもシャロンは間もなく訪れるアンダーの群むれを冷静な瞳ひとみで見据え、ひたすら事務的な所作で水使いとしての力、《テリトリー》の輝きを発揮する。

　たとえ勝ち目がなくとも、彼女は迎え討とうと考えた。まさに、その時だ──




『ここで突然ですけどー』

　シャロンの脳裏に女の声が割り込んだ。

『まだ〝生きていたい〟と願ったりしませんかー？』

　聞き慣れない声だ。

　若い。少女的な声色。どことなく軽薄な、語尾を伸ばす喋しやべり方。

「…………だれ？」

　心当たりの無い呼びかけに、シャロンは眉まゆを顰ひそめる。

　今は海中。無線電波が届くわけもなく、もとより通信機器の類たぐいは装備していない。一方で、周囲に声の主と思おぼしき人物も見当たらない。声なんて聞こえるはずがなかった。

　まさか死を間際にして幻聴を聴くようになったのか。自分にもまだそんなロマンチックな機能が残っていたのか、と彼女は懐かい疑ぎ的に思し索さくしてしまう。

　しかし、例の女の声は、あまりにも鮮明に饒じよう舌ぜつに語り続ける。

『どーも、こんにちわー。かのオリエント連邦海軍の精鋭《Counter-Hostile- Animal-Force》に所属するシャロン少尉で間違いないですよねー？　同じ軍人として、貴官の勇気ある孤軍奮闘に惜しみない敬意を。さてさて、本題ですがー、当方には苦境に立つ貴官を支援しうる確かな準備がございますー。そこで再度の質問ですー。貴官、まだ〝生きていたい〟と思いませんかー？』

「…………」

　シャロンは生き真面目まじめな表情の口元を折り曲げて押し黙る。

　何が起きようとしているのか理解できない。

　時間は止まっていない。敵は目前にまで迫りつつある。

　しかし謎なぞの声は一方的に言葉を撒まき散ちらす。

『ふむふむ、沈黙を貫きますかー。思っていた通り奥ゆかしいかたなのですねー。しかーし、悩む必要は一切合切ありません。生きたいか、否いなか、その答えを思い切って口に出すのですよー。簡単でしょー？　ほうら、元気な声で──せーのっ！』

　たとえ幻聴だとしても、煩うるさいことに変わりない。

　シャロンは少しだけ、不快そうに双そう眸ぼうを歪ゆがめると、ようやく相手の質問に答えた。

「──別に、ここで死んだって構わないわ」

『おっとぉ……』

　相手の声はわかりやすく落胆していた。

　人間なら誰しもが「生きていたい」と答えるものだと期待していたのかもしれない。

　しかし、シャロンのように生に執着しない人間も確かにいるのだ。

「生きてたって、今さら私が願うことなんて無いもの……」

　スレイマン少佐の遺言を思い返しながら、まるで拗すねた子どものように呟つぶやいた。

　それがシャロンにとって、生前最後の言葉となるはずだった。

　ついに、彼女のもとへアンダーの軍団が到来する。

　視界の端、醜しゆう悪あくな口を開ける異い形ぎようが深海の水を押し分けて高速で迫った。先陣を切ったアンダーは小型であり、海軍では『ヒトガタ』と呼ばれているタイプ。サイズは人間大。前脚が発達し、後脚が退化した独特の姿をしている。

　アンダーの中ではかなり脆ぜい弱じやくな部類に入る反面、最も数が多く、水陸問わず活発に攻撃活動を行うため、ランド・デイの際に最も人間を殺害したアンダーだと言われている。

「…………」

　その猛たける牙きばをシャロンは怜れい悧りな瞳ひとみで一いち瞥べつすると、自らが纏まとうテリトリーの出力を引き上げた。ＣＨＡＦの隊員に支給される戦闘用のダイバースーツ。その腰部には弾薬ベルトのように、複数の筒が連なって装着されていた。非常にユーモラスな武装。

　──携行爆雷。

　爆破兵器だ。流体抵抗により銃器や刀剣が弱体化する海中戦において、水使いの白兵戦をサポートする数少ない火力装備である。

　シャロンが持つ残弾数は残り七つ。うち、一つの筒状兵器を腰から引き抜くと、同時に強襲するヒトガタ種の前脚を掻かい潜くぐり、〝返し〟を付けた銛もりのような先端部分を、比較的柔らかいとされるヒトガタの腹部へと突き刺した。そして、敵の体を蹴ける要領で離脱する。

　直後、起動した火薬兵器が爆散した。

　小型と言えどもその破壊力は申し分ないもので、殺人生命の一体を徹底的に打ち砕く。ことテリトリーの制御がモノを云いう水中戦において、シャロンの身のこなしはＣＨＡＦでも上位を争うもの。続く二体目も、まったく同じ手順で撃破していた。

　感嘆か、呆あきれたのか。どこからともなく他人の溜ため息いきが聞こえてくる。

　謎なぞの天の声は、まるで戦いを見ているかのように皮肉を吐いた。

『勇ましいですねー。死んでもいい、と言うわりには』

　当然だ。

　確かにシャロンは「生」に対して無関心だが、だからと言って「死」を切望しているわけではない。生きている限りは、戦い続けることが軍人としての職務。

　呼吸と同じ。

　機械のごとく正確に、テリトリーの波に身を委ゆだね、続々と迫ったアンダーを討伐する。

　残る携行爆雷は四つ。しかし、異形はまだ二〇体近く残っていて。

　着実に、敗北へと向かっていた。

「ッ」

　虚を突く軌道で、生白い触手が現れてシャロンの足首に迫る。危うい。間一髪、反射神経が先立って回避に成功する。

　今の攻撃はダイオウイカだ。伸縮性の高い触手を持ち、思わぬ距離から襲ってくる。

　しかも、巨体を誇る奴やつは生命力が高く、たとえ残りの爆雷を使い切ったところで殺しきれる公算は少ない。それどころか、有効な距離まで接近できるかも怪しいところだ。

　唯一、確実に倒す手段があるとすれば、シャロンが持つテリトリーの『拡張能力』を発動させることだが、……それも現状での成功率は極めて低いだろう。

　何せ、ダイオウイカを取り巻く雑ざ魚こが多すぎる。

　彼女が持つ能力は殺傷力こそ高いが、非常に隙すきが大きいため、一対一の状況を作らないと確実な成功は期待できない。フォックスチームが健在であった頃ころなら、仲間との連携でそれも可能であったが、今は《例外》を除き孤立無援。ダイオウイカを殺しきるより早く、他のヒトガタに食いつかれ、瞬く間に解体されるに違いない。

　それもいいか──

　自滅的なプランをシャロンが思い浮かべた頃、例の《例外》が何やらクチウルサイ。

『やれやれ、すっかり予定が狂ってしまいましたねー。本当でしたら……シャロン少尉、生き残ってくれるかなー？　いーともーッ！　……てゆーくらい、サクサク交渉を進めたかったのですけれどー。うん、こうなればこっちも意地ですよー。貴官には是が非でも、生き残りたいと、その口から言わせてさしあげます』

　そろそろ無視することにした。ふざけた口調で語られる意味不明な発言の数々にいちいち取り合うのは面倒臭い、そう考える程度には、シャロンにもまだ人間的感覚は残っていた。

　その感覚もついには閉じて、目の前で群むれる悪意に集中する。

　あとは何も考えず異い形ぎようを殺して殺して、最後には殺される──その予定だった。

　だが、謎なぞの少女は平然とした口調で残酷な条件を提示する。

　それはシャロンにとって「死」を放ほう棄きせざるえないほどに核心的な台詞せりふ。

　これまでの世界観すら、容易たやすく塗り替えるほどの。

『──クロエ＝ナイトレイの死の真相を知っています』




　その瞬間、シャロンの目の前の景色が停止した。

　錯覚する。息巻く殺人生物の群れや、海中に漂う砂すな埃ぼこりの一つ一つに至るまで。全すべて。あらゆるものが停止し、蒼そう白はくに塗り替えられていく。そんな錯覚にシャロンは侵されいた。

　鼓こ動どうが一度、ひときわ強く高鳴る。

「…………いま、なんて？」

『なぜ、あなたが〝最愛の妹〟を失うことになったのか、生き残れば教えてあげます』

　胸の内を動揺が駆け巡る。

　その時、三体のアンダーが同時に現れて、シャロンの視界に覆いかぶさったが、彼女は奴らの鋭い牙きばを、爪つめを、今までになく『懸命』な表情で回避し、反撃に転じる。

　今の瞬間、間違いなく彼女は強い意志で『死』を拒絶した。

　妹が死んだ理由を知っていると女は述べた。

　その言葉は決して鵜う呑のみにできるものではない。

　それでも耳にしてしまった以上、真偽を確かめるまで安らかに死にようがなかったのだ。

　同じ問いが繰り返される。

『これで最後なのですよー。シャロン少尉──まだ生きているつもり、ありませんか？』

「…………私は、」

　シャロンは、答えようとした。

　しかし、だ。

「ま、ど、ろっ、こ、し、い！　──のでありますッ！」

　突如として乱入する騒音。

　いや、人の声。近隣のあらゆる音を阻害するほど大きな声だった。

　直後、目の前の光景が変質する。

　今もシャロンに殺意を向けていた数体の異い形ぎようが一斉に崩壊し、血肉を海中にぶちまけたのだ。そして、見たことも無いダイバースーツが目前を横切っていく。

「コマキ殿、いささか遊びが過ぎるのではッ!?　優先すべきは連邦軍シャロン少尉の安全確保でしょうに！　この一刻を争う中、生か死かの他た愛あい無ない問答はどうぞお一人で。掲示板にスレでも立てればよろしい、のであります！」

『やれやれ。はいはい』

　おそらく、謎なぞの声の主と異なる第三者。

　えらく気難しい表情を浮かべた少女がそこで浮遊している。

　水深二〇〇〇メートルという現在地で、呼吸器も付けず平然としているのは、少女がシャロンと同じ水使いである何よりの証しよう拠こだ。

　その容姿は幼い。間違いなく二〇歳はたちのシャロンよりも年少だろう。つまりは十代。目の醒さめる色をした赤髪を、子どもっぽくツーサイドアップで纏まとめており、エメラルドグリーンの瞳ひとみを深海に燦さん然ぜんと輝かせていた。

　何よりも印象的なのは、少女の全身を彩いろどる装備の数々。

　まず目につくのは両手に抱えられた、化け物的なサイズの対物ライフルだ。

　加えてハンドガンが一挺ちよう、サブマシンガンが一挺。大振りのナイフまである。そもそもダイバースーツのデザインからして迷彩柄という徹底ぶりだ。完全な陸戦スタイルである。

　いずれも水中では無力と化す、水使いにとっては無用の長物ばかり。

　しかし、そのミリタリー娘が乱入時にアンダーを破壊したのは確かな事実だった。

「シャロン少尉ィッ！」

　やはり声量が凄すさまじい。

「お会いできて光栄でありますッ。我々が何者なのか、色々疑問もございましょうが今はひとまず共同戦線を張らせて頂きたい。よろしいですか！」

　よろしいですかも何も、答えを聞く気が毛頭無いらしい迷彩柄の娘。手近のアンダーに狙ねらいを定めると既に発砲している。

　弾丸が走った。

　いったいどういう原理なのか。強烈な水の抵抗が働いているにも係かかわらず、放たれたライフル弾は陸上のように亜音速で飛ひ翔しようすると、一撃、二撃、三撃と続けざまに命中し、迫り来るダイオウイカの触手を撃ち砕く。

　その光景を眺めたあと、無表情を取り戻したシャロンは小さく頷うなずいた。

「共同戦線、了解したわ」

　冷静な口調。

　しかし人知れず、奥歯を強く噛かみしめ──

　ようやく、シャロン＝ナイトレイが己の《テリトリー》を最大拡張した。

　それは紅ぐ蓮れん色。水が支配する深海の中、なおも燃え盛るような赤だった。

　個々の能力同様、水使いにとってテリトリーの色はパーソナリティとして扱われるが、そうだとしても、ここまで外界に干渉を及ぼす光量は珍しい。

　水使い同士だからこそ理解できる感覚というものがある。

　その余波に、銃撃使いの娘も引き金にかけた指を止めていた。

「これは、噂うわさに違たがわず……、凄すさまじいものでありますな」

　シャロンは決して、一騎当千の兵士ではない。













　対多数に弱く、一分間の討伐アベレージで言えば所属していたフォックスチームの中でも目立つ方ではなかった。

　それでも、ＣＨＡＦが発足した当時、同部隊内で彼女の能力は「至し宝ほう」と称された。

　情熱的な色に身を包みながら、冷徹な瞳ひとみで相手を見据える。

「一つ、あたしからも提案していいかしら。迷彩さん」

「ウルスラ、であります」

「私はあなたと違って器用じゃないの。だから、まずは一番目障りな奴やつを消したい」

「援護射撃の要請でありますな、心得ましたァ！」

　物分かりよく頷うなずくと、ウルスラと名乗った少女は銃口を変えて引き金を絞る。

　シャロンとダイオウイカを結ぶ道。それを邪魔する小型のヒトガタを真っ先に撃ちぬいてくれた。直後に例の大声だ。

「さあ、とくと進まれよ！　このウルスラが少尉殿の進路を必ずや確保、であります！　天国の祖父に誓って、衆しゆう愚ぐの獣を貴官に近寄せらはいたしませんっ」

　ウルスラが信用できるか否いなかは問題でない。

　ただ、シャロンは己の行動のみを信じ、イカを模した巨大なアンダーを中心に、多数のヒトガタどもが城壁のように回遊する一帯を睨にらみ付けると、水を強く蹴けった。

　鮮やかな紅ぐ蓮れんの光が、深海の闇やみを裂く。隕おちる小惑星のように、暗い水中を飛ひ翔しようした。

　そんな彼女の行き手を阻はばむべく、醜しゆう悪あくな獣たちが牙きばを剥むいて群むらがる。

　しかし、ことごとくが銃撃の洗礼を浴びて絶命していく。或あるいは胴体を、或いは頭部を撃ち抜いては砕く。大型ライフルを構えたウルスラは百発百中とまでは言わずとも、かなりの精度でシャロンに接近するヒトガタを葬っている。水中での銃器使用というアドバンテージがあるにしても、目を見張る殲せん滅めつ力であった。

　とは言え、動き出したシャロンはそれらを一いつ顧こだにしない。

　十八の触手を持つ異い形ぎようの首領を目指し、急激に縮まる両者の距離。

　やがて、ダイオウイカの虚うつろな瞳と視線が交錯する。

　獣的な特徴の強いヒトガタと比べ、より上位種とされる奴の外見は異質だ。白い触手が蠢うごめく下半身こそイカのそれだが、上半身は人間の女性を彷ほう彿ふつとさせるフォルム。それだけに、感情の欠落した奴の表情は不気味である。その距離、およそ三〇メートル。

　いよいよ間合いが近づくにつれ、奴の巨体が誇る脅きよう威いが浮き彫りになり始めた。

　ひとたび触手を動かせば巻き起こる海流。その一本一本が独立した生き物のように獲物を追い、桁外れの怪力を備えている。一度掴つかまれたら水使いと言えど、抵抗する間もなく命を絶たれるだろう。

　それでも、シャロンの動きには微み塵じんの怖おじ気けも感じられなかった。大蛇のように襲来する怪物の腕を或いは掻かい潜くぐり、或いはウルスラの援護に任せ、まるでプログラムされた一個機械のようにターゲットへと突き進む。距離が二〇メートルにまで縮む。

　恐怖心の麻ま痺ひ。それこそが、シャロンをＣＨＡＦの戦闘員として一流たらしめる最大の武器なのかもしれない。

　やがて、七本目の触手をすり抜けた瞬間、シャロンが放つ紅ぐ蓮れん色のテリトリーがひときわ濃度を増した。

　距離──ついに一〇メートル。

　射程圏内に到達した。

　シャロンを中心にして周囲へと爆発的に膨れ上がったテリトリーが、ある瞬間になって今度は逆流を始め、彼女の右手に収束していく。そのエネルギーは凄すさまじく、大きな振動となって海中を伝でん播ぱした。

　それこそ、全すべてのアンダーが異変を察知して一瞬は動きを止めるほどに。

　使い手であるシャロンすら、反動で表情を歪ゆがめるほどに。

「……ッ、ッ」

　その隙すきを、あの怪物が意図して狙ねらったのかは定かでない。異常なテリトリーの制御に集中し、動きが鈍くなったシャロンを射い抜ぬくべく、生白い軟体の触手が高速で伸びる。

　しかし、動揺には値しなかった。

　一対一の状況が許されるのであれば、シャロンは簡単に遅れを取るつもりはない。

　間合いに入った時点で勝利は半ば確信している。

　見切り、身を捻ひねると紙一重にかわし、そして、回転する勢いのまま右手に集約した力の源を、巨大な怪物に向けて投げつけたのだ。

　紅蓮の光が、直進する軌跡を描く。

　増幅練成されたテリトリーの投とう擲てき。

　それは《秩ちつ序じよ独どく裁さい型》に属する稀き代たいの水使い、シャロン＝ナイトレイが他者と一線を画す『一撃必殺』の具現化に等しい力。




　華か氏し崩壊──《ファーレンハイトの槍やり》と呼ばれている。




　近距離から放たれて、まさに槍のごとく、頭足鋼の巨体を貫いていた。

　一見すれば、その胴体を貫いただけ。強きよう靭じんな生命力と再生能力を持ち、たとえ四肢をがれようとも殺意に衰えを見せないアンダー相手には、あまりにも地味な傷に見えたが。

『──ィ』

　しかし、再び海中が震える。

　それは巨大な異い形ぎようが放つ、けたたましい断末魔の叫びだった。もがき、苦しむように。

　生白い全身に紅あかい染みのようなものが次々と現れる。まるでシャロンが纏まとう紅蓮のテリトリーが奴やつを侵食していくような光景であったが、実際の原理は少し異なった。

　変化の正体は──熱。

　原子振動が加速度的に増幅し、構成組織を破壊するほどの体温上昇が始まっているのだ。その熱破壊は個体密度の大部分が乖かい離りするまで永久的に続く……つまり、生物ならば死に絶えるまで終わらない。

　止めるすべはなく、崩壊していく。

　加減が一切利かない殺さつ戮りく必定の槍やり。

　紅あかく染め上げられたダイオウイカは、異常な高温と化した体全体から大量の気泡を吐き出しながらのたうち回り、やがて水中である外気温との差に耐えられず砕け散った。

　散らばった部品の一つ一つまで、紅ぐ蓮れんに包まれ燃え尽きてゆく。

　まるで赤い雪のように。

　最後には何一つ、残すことはなかった。

「…………」

　その一部始終を抑揚の無い瞳ひとみで眺めたあと、シャロンは最も近くにいたヒトガタを携行機雷で破壊し、ウルスラを一いち瞥べつしてまだ生きていることを確認し……その時になってようやく深い溜ため息いきを水中に流した。

　──疲れ、た。

　先日からの連戦と能力行使による身体的負担はもちろんだが、何よりも精神的な疲ひ弊へい感が一気に増す。

「クロエ……」

　最愛だった、妹の名。

　口にするだけで、二年が経たった今でも胸の奥に強い疼うずきを覚えた。

　その時再び、あの天の声。

　シャロンのわずかな呟つぶやきすら、その女は盗み聞きしていたらしい。

『そのお話はのちほど。状況終了後、海上でお待ちしますー』





　　　◇◆◇◆






　水使いの訓練教育をする《アカデミー》の卒業後、連邦から災害対策部隊を強く推薦され、軍部の士官コースに入った頃ころ。当時はまだ、シャロンも「麻ま痺ひ」していなかった。

　大人しい面は一緒だが、気の優しい性格で友人もいた。

　だから、同じ質問を幾いく度どと無く受けた経験がある。

「どんな妹さんなの？」と。

　ことあるごとに妹の話題を口にするシャロンだったから、その人柄に興味を抱く者も多かった。いや、もしかするとシャロン自らが『聞いてくれ』というオーラを周囲に発散していたのかもしれない。──ウチのクロエが今日誕生日で。──ウチのクロエからさっきメールが来て。──ウチのクロエが……と、執しつ拗ような独り言を無視できない善良で気配り上手な人間は世の中ごまんといるのだから。

　どんな妹かと訊きかれると、彼女は決まって嬉うれしそうに微笑ほほえみ、そしてこう答えるのだ。

「猫みたいな子よ。鉄パイプ持って殴りこんでくるの」

　友人たちは皆一様に難しい顔で首をかしげていた。

　それを眺めながらシャロンは、まるで会心の悪戯いたずらが決まったように、また笑うのだ。




　深度二〇〇〇メートルから浮上する。

　海面を破ると、真夏に差し掛かる太平洋には目が痛いほどの青空が広がっていた。

　昨日、ＣＨＡＦの仲間と共に出動したシャロンにとって、実に丸一日を経ての太陽。

　以前なら、長時間の水中任務が終わって海上に出ると、決まって調子っぱずれなフォークソングを歌い始める隊員が居たが、今日はそれも聴こえてこない。

　みんな、死んでしまった。

　代わりに、迷彩柄の小娘が声を上げる。

「やはり、潜水後の太陽は格別でありますな！」

　そうやって無邪気な笑顔を浮かべているのを見ると、先ほど二〇におよぶヒトガタを、ほとんど一人で銃殺した人物と同一視することは難しい。あの殲せん滅めつ力なら、今すぐＣＨＡＦに入隊してもアタッカーとして重宝されることだろう。

　ひとまず、妹の件とは異なる疑問がシャロンの脳裏に浮かぶ。

「何者なの、あなたたち」

　するとウルスラは「はい？」と目を丸くし、そのあとに困ったような顔を浮かべる。

「うむぅ……名乗りたいのは山々ですありますが。しかし余計なことは喋しやべるな、特にオマエは一言たりとも喋るなと、仲間より厳命を受けておりまして。なぜなんだか」

「そう」

「自分では細心の注意を払っている所存なのですが。なにぶん起源が〝諜ちよう報ほう機関〟ゆえ情報管理にウルサイと言うか──しかしながら、であります。我々が抱く〝国家再建〟という悲願に恥じる必要は微み塵じんも無いはずであり、犯罪者のごとくコソコソ活動せずとも堂々と旗印を掲げるべきではないでしょうかッ──誇り高き〝英国人〟として！」

「ええ、そうね。あなたの沽こ券けんに関かかわりそうだから聞かないわ。もうこの話やめましょう」

「ご理解痛み入る、であります」

　どうやらいろいろ問題のある子らしい。

　しかし、根が善良であることは十二分に伝わってきたし、その他にもいろいろとわかってしまった気がする。主に機密とか。

「兎とにも角かくにも。詳しくはコマキ殿から説明があるかと。私が貴官のガードマンだとすれば、さしずめ彼女はクライアントであります」

　そこまで言ったところで、少女は快晴の空を仰ぐ。

　すると、まるでタイミングを見計らっていたように、軽快なプロペラ音が鳴り響いた。

　間もなく彼女たちの頭上に現れたのは一機の大型ヘリコプター。

　すぐに長尺の縄なわ梯子ばしごが垂らされる。まるで蜘く蛛もの糸のように。

　──昇るか、否いなか、の二択。

　それはシャロンからすると、これから待ち受ける重大な岐き路ろを視覚化したようなものだ。

　この梯子はしごに手をかければ、恐らく面倒な事態に巻き込まれるだろう。

　それこそ連邦軍人として職務復帰することは困難になるかもしれない。騙だまされるだけ騙されて、命を落とす危険性だってある。

「…………」

　そうだとしても、妹を失った真相に辿たどり着つく、ほんのわずかな可能性があるのなら──

　一切、シャロンは迷うことがなかった。

　冷たい海中から身体からだを引き上げて、コマキという女が待つ機内へと昇り始める。なるべく下は見ないようにしながら。





　　　◇◆◇◆






　声で聞いた時の想像通り、その正体は若い女だ。

　少女、と呼べるかは微妙なところ。確かに小柄で、愛らしい童顔の持ち主だが、その身を包む着崩したグレイのスーツが印象年齢を引き上げている。加えて言うと、顔立ちのわりにグラマーで、ブラウスの第一ボタンの隙すき間まに胸の谷間がくっきりと浮き出ている。

　シャロンの目元が少し険しくなった。決して相手が巨乳だったからではない。

　目の前の彼女、コマキが浮かべる笑顔が、どうにも胡う散さん臭くさかったのだ。













「はじめましてー。このたびは災難でしたねー。天の声こと、コマキですー」

　無む闇やみに反発するつもりは無く、言葉こそ返さないもののシャロンは頷うなずいて応こたえる。

　それから操縦席とは隔離された後部の座席に案内された。

　コマキは濡ぬれているシャロンにタオルを手渡し、甲か斐い甲が斐いしくもホットドリンクまで差し出してくる。ココアだ。昔は好物だった。最近は、物の味を意識した記憶がない。

「ダイバースーツ脱ぎたくありません？　お着替えも貸しますよー」

「別に。このままで構わないわ」

「左様でー」

　いちいち意味深に笑うと彼女は、シャロンと対面する形で席に腰を下ろした。その手には私物らしき、猫のプリントが入ったマグカップ。一方、機体後部にある広いスペースではウルスラが着替えを始めていた。

　ようやく実のある会話が始まる。

「まずは何からお話しましょーかー。やっぱり我々の素性からですかねー。まー、ほとんどウチのウルスラが口走っちゃったとは思いますけどもー」

「英国、と言っていたわね」

　興味は無いが、その話題を許容するシャロン。

　コマキは首肯する。

「はい、そーでーすー。貴官もご存ぞん知じでしょう？　ユナイテッド・キングダム。百年前の大海害以降、旧先進国の中で唯一〝完全消滅〟した王国の民。そして、我々の母体となる機関が旧大英帝国軍事秘密情報部特課・ＭＩゼロ──通称《マザーグース》と名乗っています」

「なんだっていいわ。自己紹介がしたいなら手短にして」

「むふふー」

　やけに嬉うれしそうに笑う。

「いいですねー、クーデレ。コマキはクール萌もえなので、とても好みなのですよー」

　こめかみが痙けい攣れんする。本題を待ち望むシャロンは彼女に苛いら立だちを覚え始めた。

「とにかくまー、国家再建という大儀名分を掲げ、やっていることはスパイお決まりの裏工作による利益誘導。ひらたく言っちゃえば〝家なき子のマフィア〟って感じですかねー。上層部はコテコテに脂がのった右翼集団なので入会はお勧めしませんよっと。以上、簡単ですが我々の紹介でしたー」

　依い然ぜん、微笑するコマキ。

　その雰囲気が少し変へん貌ぼうする。

「そんなマザーグース、最近ちまたを騒がせているアンダーという怪物の、首謀者に関する情報を掴つかんでいるのですよ」

「首謀者？」

　言葉に引っかかりを覚え、思わず聞き返していた。

「あれは天災ではなく人災──ぶっちゃけると生物兵器です」

　やけにあっさりした口調で告白する。

　さすがにシャロンも眉まゆを跳ね上げた。話が予想外の方向に膨れ上がる。

　近年になって人類を脅かす未確認生物群、アンダー。

　奴やつらによる虐殺の背景に、同じ人間が関かかわっているとコマキは言ったのだ。

　その通りだとすれば、新聞の一面どころの騒ぎでは済まない。間違いなく人類史上、最多の死傷者を叩たたき出したテロ行為が起こったことになる。

　それは確実に、世界を震しん撼かんさせる事実。

　しかし──違う。シャロンが動揺を抱いた真の理由はそこではない。

　二年前……怪物が地上に現れる一年も前から、同じ内容を予言していた人物がいた。




『海底に、生物兵器を研究する施設があった』と──




　どうして、今の今まで忘れていたのか。

「……ッ」

　記憶を辿たどろうとすると頭痛に似た強い拒否感が走る。

　あれは、おそらく彼女の人生で、最も感情が揺れた日。

　当時、シャロンは酷ひどく取り乱していた。逆上し、掴つかみかかり、殺してやると叫んだ。思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを彼に浴びせた。

　人造の怪物。そんなものは荒こう唐とう無む稽けいで幼稚な、イカれた人間による世よ迷まい言ごとだと信じて疑わず、あまりにも激しい怒りに心が埋め尽くされて、脳がブレーキでもかけたのか。今の瞬間まで思い出すことすらしなくなっていた。実際にアンダーが地上に現れた後でさえ、だ。

　しかし、本当に事実だったとしたら？

　その懐かい疑ぎが今になって、ようやく生まれることになった。

　いつの間にか、信じられない速度で脈拍が刻まれている。抑え込むように、シャロンは胸に手を当てると俯うつむいた。

「大丈夫ですー？　えらく顔色が変わりましたよ。少し休みますかー？」

「いいわ……平気だから、続けて」

　するとコマキは常時浮かべていた笑みを初めて消し、シャロンから視線を外すように窓の外へ目を向けた。

　そこにどういう感情が込められているのか、ため息を一つ。

「そーですか。なら、ちょっと覚悟してくださいな。そろそろ、あなたが失った家族に関係する話になるので」

「…………」

「奴ら──生物兵器を創造した連中が、いつから研究を始めていたのかは不明です。ただ、偶然にもマザーグースが情報を掴つかんだのが一〇年前。金の成る木どころかインドラの矢ですからね、当然、大量のスパイを使って行動を始めましたとも。そして、二年前です、一つのアンダー研究所からデータの奪取に成功しました。心当たり、ありますよね？」

「二年前って……」

「はい。俗に〝大阪事件〟と呼ばれる一件です」

　西暦二一四五年の五月二十三日のこと。

　連邦の水使い育成機関《アカデミー》の関係者を乗せたクルーザーが、日本海の大阪エリアで沈没事故に見舞われた。

　結果、未成年の訓練生を含む計七名が行方不明。そして、訓練生一名の死亡が確認されるという、連邦アカデミー設立以来、前代未聞の不祥事だ。

　そして、シャロンが妹を失った事件でもある。

「運良く生還した二名が保護監督者である教官だったからか、当時のワイドショーは水を得た魚のようでしたねー」

　記憶を探るように視線を踊らせ、コマキはマグカップに口をつける。猫舌らしく、おそるおそる舐なめるように飲んだっきり、また口を開いていた。

「無責任に船を放ほう棄きして子どもを見殺しにした冷血教官、だの、行方不明者は事故隠いん蔽ぺいのため彼らに殺されたのではないか、だの。情報操作は怖いなあと、しみじみ思いましたね。なにせ──一度として〝生物兵器〟って単語がテレビに出てこなかったんですから」

　もしも、あの化け物どもが、大阪事件にも関かかわっていたとしたら。

「……あなた、私の妹も、アンダーに殺されたって言うの？」

　ひどく混乱しているのかもしれない。

　とっくに確信していることを、わざわざシャロンは口に出す。

　ただし、返ってきた答えは、彼女の確信と少し違っていた。

「正確に言えば、引き金を引いたのはコマキです」

「え」

「二年前、エージェントだったコマキが、妨害工作のため研究所の生物兵器を逃がしました。そいつらに襲われる形で、妹さんは亡くなりました。お詫わびのしようもありませんが、せめて事実だけは伝えておきます」

「ちょ……待ってよ」

「コマキを殺す気なら止めはしません。ただ、話を全すべて聞いたあとでお願いします」

　あまりにも正直な告白を受けて、シャロンは怒りを思い出すことすらできず、ただ唖あ然ぜんと相手を見つめ返すことしかできなかった。もしも妹を失った直後の彼女だったなら、有無を言わさずコマキを殺そうとしていたかもしれないが。この二年間で、あらゆる感情が凍いてついてしまったのか。行動が見つからない。

　それに今は、まだ聞くべき真実が残っているような、そんな予感がした。

　コマキは話を続けている。

「コマキの任務が原因であなたは大切な人を失いました。それを棚に上げて、シャロン少尉、アンダー計画を潰つぶすために、どうか貴官の〝槍やり〟を貸して頂きたいのです」

　──依頼。

　恐らく、それこそが真の本題だ。

　諜ちよう報ほう組織に属する彼女が、わざわざ謝罪と哀あい悼とうを唱えるためにシャロンを救出するとは考えにくい。はじめから、利用価値を見み出いだして拾い上げたのだろう。

　そのこと自体、驚くことでも怒ることでもなかった。

　むしろ少しずつ、少しずつ、シャロンは冷静さを取り戻していく。

　すっかり、疲れきった瞳ひとみを相手に向けて、嗄かれた声で質問を返した。

「……潰す？　奪うばうのではなく」

「潰します。絶対に、徹底的に。それが、大阪研究所からデータ回収後に、我々が出した結論。アレは、アンダーは、この世に存在していいものではありません」

「…………」

「マザーグースは極めて利己的な組織です。もとより正義なんてママゴトは犬にでも喰くわせてしまえ──しかし、アンダーの危険性が認められた今、英国の未来を守るため、まことに面倒ですが〝世界を救う〟ことを選びました。地球はみんなの星ですから」

「……このままじゃ世界の終わり、とでも言いたげね」

「終わるでしょうね、きっと」

　平然と告げるコマキ。

　ここにいない誰かを嘲あざけるように、その口元は皮肉めかして吊つり上あがった。

「だから、取引をしませんか、シャロン少尉？　貴官がもしも、アンダーという存在を憎み、その消滅を望むのなら、マザーグースは惜しみない支援を約束します。ついでに金とか車とか、いろいろ副賞も付けちゃいますよー？」

「本当に、勝てると思ってんの？」

　取引の提案を見送り、逆にシャロンは問いを投げかける。

　新米将校に過ぎない彼女でも、さすがに敵の正体に想像もついていた。

　コマキは白々しく首をかしげている。

「と、言いますと？」

「──オリエント連邦なんでしょ、アンダーを生み出したのは」

　アジア大陸経済協力同盟──つまりは、この国自身。

　シャロンの生まれ故郷であり、南北アメリカ連合やヨーロッパ連合を遥はるかに凌しのぐ世界最大の共同体。そして、現時点で、唯一アンダーによる被害を受けている国家だ。

　その連邦が犯人そのものではないのかと、彼女は推察した。

　目下、コマキの顔色に変化は見られない。

「その話、最後の最後に取っておいたんですけどねー。残念ですが、ほぼ正解ですー」

　肯定。

「ヒントがあったとは言え、よく確信を持って言えましたねー」

「ただの勘よ。相手がただの犯罪組織なら、あなたたちは手ずから小細工するまでもなく、回収した秘密をとっくに世界中へリークしてるでしょ。それができなかったのは、たとえ世界大戦を誘発しても駆除できない相手だったから」

「うん。いいですね」

　加えて言えば、大阪事件のニュースで、生物兵器の関与が伏せられていたという件。裏付け捜査も行われたはずなのに、国が何も知らなかったというのは不自然である。

　無論、これまでのコマキの話を信じるなら……だが。

「ご明察ですー。より正確に言うと、とある研究組織を連邦政府の関係者が匿かくまっているとこまでが確実。いったい、連邦のどの部分までが腐っているのか、いまだ調査中ですけども、このまま英国が正面から喧けん嘩かを吹っかけたところで我々の存在ごと揉もみ消されるのがオチでしょーね。今の連邦は〝世界の真実〟に等しい力を持っている、対する我々は有名無実の〝亡霊〟に過ぎないのですから」

「だったら、どうするつもりよ」

「表舞台で勝てない相手なら、裏の世界で戦うまで。そのための切り札の一枚として、あなたに白羽の矢を立てました」

「連邦軍人である私に、国を裏切れと言うの？」

「裏切ると期待したから、声をかけたのですよー」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、シャロンを凝視し続ける。

「実はコマキ、シャロン少尉のことはずっと以前から目をつけていたのですー。まさか今回、フォックスチームが壊かい滅めつするとは思わず、さすがに慌てましたけど。ともかく、貴官は必ずや、我々に荷担する──いえ、連邦の敵に回るでしょう」

「…………」

　予言めいたコマキの言葉を、シャロンは否定することも肯定することもできなかった。

　選択肢ならいろいろとあるはずだ。

　それはある種の迷いとも言える。

　望むものなんて無い。

　要するに、彼女はどちらでも良かったのだ。このまま連邦軍に復帰するか、それともイギリスを名乗る〝亡霊〟の口車に乗せられて利用されるか。どっちにしても同じ。それでシャロンが過去に失った〝願い〟を取り戻せるわけではない。

　この壊れきった世界で、今さら生きる意義を奮い起こすことが難しい。

　とにかく今は、疲労に任せて眠りにつきたいとさえ思っていた。

　ゆえにますます主体性を失い、沈黙は長きに渡って続く。

　もしかしたら、そのまま本当に夢の世界に落ちていたかもしれない。

　まるで現実から目を背けるように。

　しかし、例の馬鹿デカい声で、ウルスラが乱入したのだ。





　　　◇◆◇◆






「コマキ殿ォオオッ！」

　寝る子も一発で目が覚めるような、テロまがいの声である。

　歩く迷惑、と呼んでも一向に差支えがないだろう。その騒音に、ヘリのパイロットも手元が狂ったらしく機体が大きく揺れたほどだ。

　いないと思ったら、少女はハッチを区切って操縦席がある前方空間に引っ込んでいたらしい。あの派手だったダイバースーツから着替え、華きや奢しやな身体からだにタイトなタンクトップのみというラフな格好で再登場を果たした。もちろん、下に履いた短パンは迷彩柄である。

　コマキの笑顔が少し怖いことになっている。

「あなたマジうっせーのですけど」

　しかし、鬼気迫った顔を浮かべる少女兵は、仲間の苦情に一切取り合わない。

「先ほどＢ７避難地区に駐在する情報員から通信が入ったであります！　当該地区郊外に、おそらくアンダーが投下されたと。その正確な数、タイプなどは不明であります！」

「はいはい、耳の良いコマキもばっちり聞いてましたよー。Ｂ７地区にアンダーですか。大変ですねー、困りましたねー」

「なーにを悠ゆう長ちような！　Ｂ７と言えば旧日本自治区、つまり〝彼〟がいるところではありませんか。万が一にでも死なれては英国の名折れ。我々も今すぐ駆けつけるであります！」

「慌てたところでヘリの最高速度は変わりませんけどねー。それに、想定内のできごとですし。まあ確かに、間は悪いですが……いや、むしろナイスタイミング？」

　末尾にかけて独り言のような小声で呟つぶやいていたコマキは、不意に蚊帳の外に置かれたシャロンに目を向ける。

「すみませんねーシャロン少尉。ご希望によっては貴官を安全な場所に降ろすつもりでしたが、ちょっとトラブっちゃったみたいで。勝手ですが拉ら致ち期間は延長の方向で」

　ウインク交じりに言われてしまった。

　拉致うんぬんに興味が無いシャロンは表情を変えず言葉を返す。

「避難地区にアンダー、って聞こえたけど」

「どうやらそのようで」

　避難地区とは、連邦領土内でも「安全とは言い難がたいエリア」を指す言葉であり、連邦首都などの人口過密を避けるために整理番号から漏もれた人々が暮らしている場所だ。簡単に言えば、最も怪物に襲われやすい居住区。

　一年前、三〇箇所が設けられた避難地区だが、そのうち五つはアンダーの襲撃を受けて、既に住人が死滅している。決して珍しい話ではない。

　しかし、ウルスラは「投下された」と言っていた。

　異い形ぎようは普通、海から来るのに。

　コマキは薄く笑って、戯たわむれるように肩をすくめた。

　そして人の心を読んだかのように語る。

「いわゆるプロトタイプ、ってやつですよー。兵器としての試験的運用でしょうね。どうにも、Ｂ７避難地区に逗とう留りゆうする〝都合の悪い誰か〟を消したいみたいですー」

　暗殺。

　それは生物兵器が持つ利点の一つだろう。奴やつらが人工的なモンスターだと公に知られていない今の時点では、傍はたから見ても不幸な事故死でしかない。

「まったくもー。どうにもこうにも、今日は忙しいですねー」

　軽薄に愚痴を吐くコマキと、生き真面目まじめな顔付きで正すウルスラ。

「なんの。これしきの連戦、亡き祖父との訓練に比べれば児じ戯ぎに等しいであります」

　軽口を叩たたきながらも、耳鳴りを覚えるような緊張感は軍人特有のもの。

　ただ、シャロンがＣＨＡＦ戦闘員としての任務前に感じていた雰囲気とは明らかに異なる。

　気のせいかもしれないが、どことなく……彼女たちの表情は『前向き』に見えた。

　先行き見えない異い形ぎようとの戦争に向かうのではなく、まるで、勝利を見据えるように。

　その瞳ひとみがシャロンの方にも向けられる。

「さーて、シャロン少尉。貴官には今回の《緊急任務》の内容を特別大サービスで、ざっくばらんにこっそりと、教えてさしあげましょー」

　ひょっとすると──いや、絶対に。

　コマキという女は、シャロンを試すように、そっと耳打ちしたのだ。

「〝切り札〟の一枚──山やま城じようミナトくんの安全を確保することです」

　シャロンは目を見開いた。思わず。決定的に。

　頭の中、何か割れる音が響く、そんな感覚に襲われる。

　山城、ミナト。

　その人物こそ、大阪事件の際にシャロンの妹を見捨てて生還したというアカデミー教官の一人であり、当時は殺してやりたいほどに彼女が憎んでいた青年。実際に、殺してやると叫んだ。破滅させるつもりで訴訟だって起こした……ランド・デイによる混乱が原因で、訴状もすっかり有う耶や無む耶やになってしまったが。

　この二年間、一度として忘れたことがない名前。彼に対する仕打ちを後悔したことなんてなかった。少なくとも今日、コマキの話を聞く瞬間までは──

　……もう、間違いがないと思う。

　ついにシャロンは確信してしまった。これは、疑いようのない事実。

　このコマキという女──決して世界を救うエージェントではない。

　正体は性格の捻ひねり曲まがった、ただの意地悪である。

　その証しよう拠こに……ほら、今だって全すべてを見透かしたように笑っているのだ。

「なんなら我々を手伝ってもらって構いませんよー？　時給ならちゃーんと払うので」

　事実が急激に繋つながっていく。

　一度は凍結し、幕を下ろしたはずの運命が少しずつ、鼓こ動どうを取り戻し始める。

　ずっと、シャロンが心の中で抱いていた世界の終わり。

　それが今、音もなく崩れ落ちようとしていた。





　　　◇◆◇◆






　同日──およそ一時間ほど前。

　オリエント連邦、Ｂ７避難地区。

　そこは首都圏に比較的近い太平洋沿岸地域であり、ランド・デイの際に壊かい滅めつした日本自治区からの避難者が最も多いエリアだった。

　まあ、Ｂ７なんて小こ洒落じやれた名称が付いていても所しよ詮せんは避難所。その在あり方は基本的に『雑』の一言であり、熊くま避よけにもならないような金網のフェンスに囲まれた狭いスペースに、ウランバートルやチベットなどの内地への移住を順番待ちする人々が仮設住宅を造って犇ひしめき合っている。中には仮設住宅の抽選にすら漏もれてテント暮らしをする者まで見られる。

　そして、治安維持も手が回らず無法地帯と化しかねない……が、その点で言うとＢ７避難地区はまだ長閑のどかな部類だろう。

　特徴としては、大多数が日系人。

　黒髪黒目の黄色人種ばかりであり、そのため、少し肌の色や髪の色が異なる人間が住み着くと目立ちしやすく、すぐに顔を覚えられてしまう。




「あ～、インドの通い妻さんだあ」

「──どはッ!?」

　七歳前後の一般人少女Ａにドぎつい揶や揄ゆを浴びせられ、道行く彼女はつんのめった。

　確かに、彼女は純血のインド人である。加えて、後ろに束ねた流水のごとき長髪に、大きなグレーの瞳ひとみを収めた美び貌ぼう、そしてプロポーションに至るまでモデルばりに整っており、服装こそ色気の無いツナギだが、旦だん那なか恋人がいても決して不思議ではない。

　しかし、そんなインド美女、引きつりまくった笑顔で振り返り、少女の声援に応こたえる。

　その額には明らかな青筋。

「……お、お嬢さーん？　そんな皮肉な言葉、どこで覚えたのかなあ？」

　お嬢さん、にこやかに。

「ん？　パパがね。精が出るなーって。美人だなーって。あの人いくらかなーって」

「うん、わかった今度無料で行ってあげる。大丈夫、命までは取らないから」

　好天に恵まれる夏の避難地区。

　エグいこと言う無む垢くな少女は暇を持て余しているらしく、しつこく絡んできた。

「あのねー、インド妻さん」

「ン───、アイシュワリンよぉ？　おぼえてねー？　あと妻でもなんでもないからねー」

「今日も魚屋さんのとこに行くんでしょ」

「あいつ魚屋でもないけどね……もーいーわ、ツッコミめんどくさい。今日は特に行く予定無かったわよ？　つーか、ンな頻繁に通ってないからね！」

「そっかー……」

　先ほどまでの喜色が一転し、少女は見るからに落ち込んでいた。

　少し、落ち込みすぎである。

　彼女、ララ＝アイシュワリンは首をかしげた。

「どうかした？」

「あのね、最近ね、みっくんの元気が無いの」

「みっくん？　お友だちかしら」

「んーん。カレシ」

「お、おう……」

　ちょっと泣きたくなる二十三歳＠彼氏いない歴五年目突入中。

　一方で、みっくんのカノジョは事情を語っている。

「エイヨーシッチョ？　って、病気なんだって。死なないけど、おなかすいてるの」

「なるほど、ね……」

　納得して、アイシュワリンの声もトーンが下がる。

　避難地区の今の環境は、確かに栄養失調を引き起こしやすい。政府から食糧物資の支給が隔週で来るものの、それは決して充分な量ではない。森や渓けい流りゆうが傍そばにあり、自給自足に長たけた者なら苦も無いが、サバイバルが下手な人間だって当然いる。

　重病に罹かかれば首都の病院に搬送されるが、それを望んで自ら身体からだを壊そうとする者まで現れる始末だ。正常と言い難がたい生活を、ここの人たちは強いられている。

　それでもまだ、生きているだけ幸せだろう。

　それこそ、奴やつらに襲われて命を落とすよりなら、ずっと。

「…………」

「お姉ちゃん、だいじょーぶ？」

　つい、アイシュワリンは険しい表情を浮かべてしまったようで、少女が心配そうに覗のぞき込こんできた。慌てて笑顔を取り繕つくろう。

「よし、うん──オッケーよ。今日にでも行ってきて、魚もらってきてあげる」

　などと、安請け合いをしてしまう始末。

　喜んで帰る少女を見送った後で、じんわりと後悔の浮かぶアイシュワリンであった。

　一昨日、例の「魚屋」と大おお喧げん嘩かしたばかりなのだ。

　喧嘩と言っても、彼女が一方的に怒りを押し付けるだけで、彼は何も言い返してこなかったのだが。ただ彼の雰囲気だけは、うっすらと拒絶を示していたと思う。

　ここ最近、何な故ぜか彼は、他人を煙たがっているとアイシュワリンは感じていた。

「………………………………うあー」

　今日は行きたくなかったのになあ。

　と、避難地区の地面で膝ひざをかかえ、決心がつくまで延々、悶もん々もんとし続けた。




　やがて、腹を決めた彼女は金網のフェンスの外へ出て、木々が鬱うつ蒼そうと生い茂る、人目のつかない場所へ移動すると自身のテリトリーを拡張した。

　彼女もまた、連邦で育った水使いの一人。

　現れたエネルギーの流れは夜よ闇やみのような瑠る璃り色いろであり、本人は嫌っているが、それがララ＝アイシュワリンを象徴する色であった。

　生まれてくる青は彼女の背中へと集約を始め、最終的には一つの形を生み出していく。

　まるで鳥のような翼。

　もしも純白だったら天使みたいで可愛かわいかったのに……と数年前に愚痴った記憶があるけど、その時は「典型的なスイーツですね」と馬鹿にされてしまった。誰に言われたんだったか──ああ、今から会いに行く野郎だ。

「ほんっと……調子出ないわ」

　もう長いこと、彼の口から軽口やセクハラを聞いていない気がする。

　つらい過去を共有する者同士、本当ならもう二度と会わない方が互いのためなのかもしれない。実際、アイシュワリンが会いに行くことを辞めたら、それきりになる可能性が高かった。一人でいる方が彼の精神的にも楽だと頭でわかっていながら、どうしても受け入れられずにいる自分を感じる。

　馬鹿みたい。

　これでは本当に、通い妻みたいではないか。

　アイシュワリンは翼に力を込めると、高速で大地を飛び立った。
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　あの青年の隠れ家は半年前から移動して、今だと人里からだいぶ遠くにある。

　もしもアイシュワリンの能力が《飛行》でなければ、短時間で行き来することは難しく、そうでなくとも行きたがる人間はいないだろう。

　なにせ、Ｂ７避難地区よりも、ずっと海の傍そばにあるのだ。それは彼の趣味である釣つりに適した場所である同時に、海に巣食う異い形ぎようとの物理的な近さとも言い換えられる。

　まるで、孤独に破滅を待つように──寂しい場所。

　日本自治区、跡地。

　怪物と空爆により焦土と化した、かつての日本人の都市である。

　そこでは、ほとんどが焼け野原と瓦が礫れきの山となった中、奇跡的に原型を残している高層マンションがある。その屋上にアイシュワリンは降り立った。

　翼をしまい、非常階段を辿たどって十階に向かう。

　そして、とある一室の前に立つと、緊張を鎮めるため深呼吸をした。毎回、緊張する。

　呼び鈴はおろか、ドアもとっくに壊れて存在しない。壁と屋根があるだけの廃屋。

　彼女は奥を覗のぞきこむと、お決まりの第一声を口にした。

「ミナトぉー、あたし来たんだけどー？」

　喧けん嘩かの件もあるから居留守されたらどうしよー……とか、考えないようにする。

　しばらく待った。

　こういう時、連邦首都へ避難したはずのミナトの妹が、いったいどういう忍術なのか忍び込んでおり、兄より先に現れては「何しに来たの泥棒猫」と言わんばかりの冷たい視線をアイシュワリンに浴びせかけるパターンも多々あったが、今回は姿を見せることがなかった。

　人の気配がした直後、のそりのそりと黒髪の青年──山やま城じようミナトが現れる。

　その頭には寝癖。さっきまで眠っていたのか、たんに直すつもりが無いだけなのか。

　無精ヒゲもうっすら生えているし、二日前よりも確実に小汚くなっている。

　その瞳ひとみも、淀よどんでいた。

「先輩、ですか？」

　今でもそう呼んでくれる。

　しかし、その表情は確実にそっけがない。

「どうしたんです？　一昨日のこと気にしてるなら、必要無いですよ。僕も先輩の顔見るまでは忘れていたので」

「…………ぐぬ」

　ここだけの話、謝ろうと思ってただけに彼女は手詰まった表情を浮かべる。

　こうなると、少女から依頼された魚の件を切り出すしかなかった。

「あたしが気にしてるわけないでしょバーカ！　ちょっと魚が食べたくなったからもらいに来ただけだっつうの」

「魚を？」

　一度首をかしげたあと、彼は無表情に頷うなずく。

「……なるほど。了解」

　そう言って再び部屋の奥へ引っ込んだかと思うと、時間を置かずに戻ってくる。

　手にはクーラーボックスが抱えられていた。

　蓋ふたを開けると、温ぬるい海水に浸った魚が三尾、臨終秒読みといった風情でピクピクしていた。

「午前中に釣つったやつですけど、夏なんで。できれば今日中に食べてください」

　手短に説明されたのち、ボックスごと手渡されてしまった。なんでも焼け残ったホームセンターが近所にあるらしく、道具には困っていないらしい。

「気をつけて帰ってください」

　あら紳士。優しく非常階段までエスコートされた。

「あ、うん。ありがと。バイバイ………………じゃ、なくてだなアッ！」

　まんま二日前と同じ展開だが、声を荒げるアイシュワリン。

　ミナトは鬱うつ陶とうしそうに目を細めている。

「……まだ何か？」

「あーも─────ッ、わっかんないわよッ！　わっかんないけどムカつくのよ、あんたのその態度がっ!!」

「こないだの続きですか？　ムカつくなら、さっさと帰ればいいと思いますけど」

「一回タぁあああああああイム！」

　両手で描くアルファベットのＴ。

「タイム！　ストップ、作戦を練る！」

　バスケット競技の経験を持つアイシュワリンは待ったをかけると、それから非常階段に避難して、ちょっと涙を拭ふいた。負けちゃ駄目だ……

　作戦タイム終了。

　復帰後は努めて冷静に装い、改めてミナトと向き合う。

「……不満があるならはっきり言葉にしたらどうなのよ。口の減らないのが山やま城じようミナトでしょ。態度で物を言うなんて、あんたらしくもない」

「不満は……」

　すぐに言いよどみ、彼は正面から目を逸そらした。

　その一瞬、苦く悶もんするような表情が垣かい間ま見みえた──気のせいかもしれない。いつからか、彼は感情を表に出さなくなってしまった。

　直後には肩をすくめ、平然とした表情で見つめ返してくる。

「そりゃ、不満ですよ。僕は一人がいいと言ってるのに、足しげく通われたら。正直、面倒くさいと思ってます」

「メンドクサイですかワタシ」

　思わず、アイシュワリンは下唇を噛かんだ。眩暈めまいがした。

　はっきり言えと頼んだものの、いざストレートに言われると辛つらい。超辛い。何がって「面倒くさい」とか、元カレを思い出すようなフレーズはどうか勘弁して頂きたい。

　でも、これが確かに自分のエゴなのだと、アイシュワリン自身もわかっていた。

　ミナトの面倒を見るつもりが、逆に、彼女自身が精神的に彼へ依存している側面が強いかもしれない。

　それこそ捨て犬が、傷を舐なめ合う仲間を求めるように。

　そうだとしても──

「そうよ……あたし、すごく面倒くさいわよ」

　惨めで恥ずかしくて、今すぐ逃げ出したい。

　しかし、どうしても伝えたいことが、彼女にはまだ残っていた。

「だから、あたしは、どんなに嫌われたってミナトの味方をやめないわ」

　──二年前のあの日、それが彼女の中で立てられた誓いだった。

　ここにいる二人は互いに、当時の世間を騒がせた〝大阪事件〟の生存者である。

　アカデミーの教官でありながら、守るべき訓練生を見殺しにした──マスコミ関係者たちは一様に活いき活いきとした顔を浮かべ、こぞって彼らの失態を糾弾した。一部遺族は裁判も起こした。学長こそ擁護はしてくれたが、世間は許さず、彼らはアカデミーから去るしかなかった。もちろん、アイシュワリンは生物兵器の存在を世間に訴えたが、結果は船の難破事故として片付けられてしまい、彼女は警察から精神鑑定を命じられた。

　その程度だったら、なんてことはない。むしろ、その程度であってほしかった。

　しかし、あの事件がきっかけで、ミナトは家族にも等しい人物を失ったのだ。

　全すべては彼女の判断が招いたこと。

　あの日、あの時、あの海底で、偶然にも見つけてしまった《アンダーの研究所》を、アイシュワリンが無駄な正義感で調べたりしなければ、彼が『罪』と『傷』を負うこともなかっただろう。

　これが罪滅ぼしと言ったら、確かに彼女のエゴである。

　だけど、深く傷つけてしまったミナトに、再び幸せになってほしいと思う『願い』だけは、どうしようもなく心の底から来るものであった。

　しかし、それを願う権利すら、今の自分には無いのかもしれないが。

「……お望み通り、ここに来るのはもうやめる」

　強がるように、アイシュワリンは苦笑を浮かべる。

「でもね、もしもこの先、あたしの助けが必要になったんなら、いつだって頼ってきなさい──絶対、力になる。それだけ、忘れないで」

　そこまで伝え終えるなり彼女は、即座に踵きびすを返すとミナトの部屋を立ち去る。そうしなければ、いよいよ本格的に泣き出してしまそうだったから。

　ただ、屋上へ出るため非常階段を昇ろうとした時。

　ひょっとすると幻聴だったかもしれないが、ミナトの声が聞こえたような気がする。

　──ごめんなさい、とか、ありがとう、とか──

「…………」

　アイシュワリンにだって女の勘というやつは働く。

　なんとなく、彼が何か、大事なことを隠している気がした。

　そして間もなく、確信に変わった。
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　今日が新たな運命の転機だとも露つゆ知らず。

　あれから一〇分が経過した。しばらくはアイシュワリンも自慢の翼を広げられず、屋上で独り、頂き物の魚が入ったクーラーボックスを椅い子す代わりにして落ち込んでみたり。

　ランド・デイの際に廃はい墟きよとなった日本自治区の上空では、太陽が嫌いや味みたらしく輝いている。

　鼻をすすってみたり。

「……なんなのコレ。マジで男にフラれたみたいじゃないか」

　昔、友人からは男運が無いと、よくからかわれた。実際に会う男会う男、みんな禄ろくでもない奴やつばっかりだ。それは現在進行形である上に今が過去最悪だと思う。

「あー、お酒のみたい……」

　今の世の中、そういう嗜し好こう品ひん一つ手に入れることが難しくなってしまった。贅ぜい沢たくに恵まれていた暮らしは終しゆう焉えんを迎え、過酷なサバイバルの時代に突入したのだ。

　それが天変地異の類たぐいであったのなら、アイシュワリンだってまだ納得できていたかもしれないが、全すべての元凶はアンダー……大阪海底の施設で遭った生物兵器どもの仲間だ。

　つまりは人間の手によって生み出された脅きよう威いが、同じ人間を苦しめている。ある種の戦争といえる状況。しかも、ほとんどの人々はその事実を知らないでいるのだ。

　もちろんアイシュワリンも知らせようとは努力した。

　一年前に異い形ぎようが連邦に上陸した日──あのランド・デイが起きた当初は、奴らが生物兵器であり国の調査が必要だと各所に訴えたが、結局、どこからも相手にはしてもらえなかった。

　水使いなんて特殊な能力があっても、大いなる陰謀の前では所しよ詮せん、一人の人間。

　犯人に報復してやりたくても、手がかり一つ掴つかむことができない。

　できることと言えば友人がこれ以上、傷つかないように守ることだけ。

　しかしそれすら先ほど、お役御免になってしまった。

「…………魚、届けなきゃ」

　せめて日が傾く前に、配達くらいはしっかりと果たそうと思い、アイシュワリンは重い腰をクーラーボックスから持ち上げた。

　その、ほぼ同時。

　彼女の目の前ではコンクリートの床が盛大に砕け散っている。




「ンだぁ───!?　わーもークッソびびった何事よッッ！」

　彼女がいるマンションの屋上に何か飛来した。

　歪いびつな球状。

　それが屋上フロアに半ばまで埋まっている。一瞬、隕いん石せきかとアイシュワリンは疑ったが、すぐに頭の中で否定した。

　球体の直径は二メール程度。その質量が大気圏外から落ちてきたのなら今ごろ一階にまで余裕で貫通しているだろう。

　これはもっと低いところから〝投下〟された物だ。

　アイシュワリンは咄とつ嗟さに空を仰いだが、飛行機の類たぐいは見当たらない。

「……たく、なんだっつうのよ」

　バクバク鳴っている心臓を押さえつつ、彼女は謎なぞの落下物に恐る恐ると近寄る。

　しいて言うなら、濃のう緑りよく色しよくのドでかい胡桃くるみと言うか。

　まるで球体を覆うように血管のような筋がいくつも浮き出ており、全体的にてらてらと輝いている。それは太陽のもと、表面が水気を帯びているからだ。

　そして、ドクン、と脈打つように一度動いた。まるで生きているように。

　これは……いくらなんでも察した。

「お、ちょッ──やばやばやばッ!?」

　目を白黒させ、転びそうになりながら大きく後ずさるアイシュワリン。

　直後、あたかも不細工な花のごとく、球体の頂点が四つに裂けたかと思うと、その内部からは生々しい腕のようなモノが這はい出している。

　決定的。

　謎の球体の正体は異い形ぎようの怪物──アンダーだったのだ。

　どういう原理で空から降ってきたのかは不明だが、正体を完全に理解したアイシュワリンはテリトリーを最大拡張させる。光の粒子と共に瑠る璃り色いろが渦を巻き、彼女の背中に収束すると翼を象かたどった。

　その間にも人工の害獣が全ぜん貌ぼうを現している。

　ここ一年間、アイシュワリンも奴やつらを何度となく見てきたが、今回襲来した奴は初めて見かけるタイプだ。錆さび色いろの全身と、左右に裂けた大きな口。本来、目が有る部分は大きな窪くぼみになっており、その奥は闇やみだった。えらく細身で、まるで枯木で編んだ人形のような姿。

　その枯木人間、ぎちぎちと首を傾けると、明らかにアイシュワリンへと顔を向け、だらしない口元をますます開いている。まるで獲物を見つけて嗤わらうように。

「チ」

　背筋を汗が伝う。この感覚だけは慣れる気がしない。

　アイシュワリンの能力は飛行。このまま空に逃げてしまうのが最も安全な手段だが、しかし、ここはミナトがいる廃マンションの屋上だ。そんなことをしたら彼を危険に晒さらす。

　よって、早急に倒すしかなかった。

　不幸中の幸いで、敵は一体だけ。

　瞳ひとみを鋭く尖とがらせ、翼に力を与えると彼女は地を蹴けった。

　これでも元はアカデミーの教官。特に、能力との相性もあって『対人制圧』のスキルならば国内では非凡な評価を受けていた。たとえ化け物とは言え、打撃が通用する小型の相手には滅法強い。

　彼女の翼は飛行装置フライトユニツトであると同時に加速装置ブースターでもあるのだ。超人的なスピードにより、瞬く間に肉迫すると先手を奪うばうことに成功する。

「──一発でくたばれ」

　頭部への蹴けり。

　速度に加え、ブーツには金属製の安全板が仕込まれているのだ。それは通常の小型アンダーならば容易たやすく打ち砕く威力を秘めている。

　が、違和感。

「……軽ッ」

　蹴りを与えた瞬間、気色悪い風ふう貌ぼうの枯木人間の首はぐにゃりと曲がり、地面の上を数回転したが、しかし、すぐに何事も無かったかのように立ち上がる。本当は、屋上の外まで吹き飛ばすつもりで蹴ったのに。

　まるで手ごたえが無かった。

　一いつ旦たん開く両者の距離、敵が動く気配を見せる──

　次の瞬間、彼女の目前に何かが迫っていた。

「おわッ!?」

　優れた反射神経でもってギリギリ、彼女は上体を反らして回避する。

　そして目撃した。

　攻撃の実態は飛び道具の類たぐいではなく、異様に伸びた奴やつの腕そのもの。射程は少なくとも一五メートルを超えた。枯木かと思ったら実はゴム製だったのか。

　伸縮自在の柔軟性を持つアンダー。打撃はおろか、関節技だって効果は無いだろう。テリトリーによる格闘術を最も得意とするアイシュワリンにとっては相性の悪い敵だった。

「たく、めんどくさい奴ね…………うん。メンドクサイ……」

　自ら口にしたフレーズで精神的なダメージを被こうむる。面倒くさい……面倒くさいって……

　そこに、新たに伸びる二本の腕。

　まことに間の抜けた話なのだが、虚を突かれる形になった。

「しまッ──」

　いくら神速を誇るアイシュワリンでも、判断が遅れると体が追いつかない。

　それでもなんとか、錆さび色いろの左手をかわし、さらに迫った右手も彼女自身の腕を振り上げることで打ち払った──つもりだったのに、これが失敗だった。

　蛇がとぐろを巻くように絡みついたのだ。

　さらには強い力で地面に引きずり倒される。

「つゥッ!?」

　軟体人形のような異い形ぎようが、獲物を捕らえた腕を収縮させ始める。

　まずい、引き込まれる──その先に待つ結末に悪寒を抱きながら、アイシュワリンは翼に力を与えると宙に浮かび上がろうとする。

　しかし、もはや空に逃げ切ることも難しい状況になっていた。

「ンのッ……馬鹿ぢからッ！」

　充分な加速を得られないため浮力も上がらず、逆に引き寄せられている。

　このまま力勝負を続ければ、十秒も経たたずして彼女は異い形ぎようの足元に跪ひざまずくことになっていただろう。

　それならばまだマシ。

　実際には一秒も待つことなく、大きく裂けた化け物の口が目の前に広がっていたのだ。

「…………ア」

　腕だけでなく、奴やつは首まで伸ばせるらしい。考えてみれば不思議でもない。

　それが奴の捕食方法。伸ばした腕で動きを封じ、伸ばした首で噛かみ砕くだく。

　自じ嘲ちようした。

　つくづく、自分は冴さえない女だと。





　　　◇◆◇◆






　──結局、死は免れる。

　襲い掛かるアンダーの顔面は、アイシュワリンをわずかに外れて通り過ぎていったのだ。そのまま屋上の外へと飛び出して消えていく。

　いまだ宙に浮かんだ彼女は、地面に立っている青年と視線が交錯する。

　嬉うれしさよりも、戸惑いが先立った。













「……ミナト」

　彼の手には緩く曲線を描いた白刃──日本刀が握られていた。

　化け物が首を伸ばした瞬間に、背後に回った彼が根元から断ち斬きったのである。アイシュワリンを拘束していた腕も力を失い、解け落ちた。

　ミナトの目付きは、普段よりも険しかったと思う。

「なんでまだ残ってるんですか？　先輩」

　ある意味、死んだ方マシだったかも──とか、つい思ってしまうアイシュワリン。

　さっき、あれだけ小っぱずかしい啖たん呵かを切って別れたのに、十分後には逆に助けられてしまったのだから。コレ、夜中とかに思い出して「うあーっ！」って気分になるヤツだ。結婚式で友人に暴露されるタイプのヤツだ。

「もうお嫁に行かない」

「バカ言ってないで。掴つかまれてたとこ診みせてください。さっさと」

　妙に急せかされて、バツの悪い顔を浮かべたアイシュワリンは翼を窄すぼめて、ミナトが待つ地面へと着地する。横では、例の枯木人間がまだピクピクしていてキモかった。

　それからミナトが、彼女の右手首の状態を確かめるように握りこむ。くすぐったい感触で、端的に言うと照れる。今、変な顔していないか心配になるアイシュワリンだった。

　一方の彼はまったく平気な顔で尋ねてきた。

「痛みますか？」

「……いや、ちょい痺しびれは残ってるけど。たぶん骨は平気」

「なら、良かった」

　その口元がかすかに広がる──笑った？　しかし、アイシュワリンが隈くまなく見つめる前に彼の表情はもとの無気力な感じに戻ってしまった。

　とにかく、報告しなければならないことがある。

「あのね、ミナト。そこのアンダー、今、空から降ってきたのよ」

「みたいですね」

　彼は特に驚いた様子を見せなかった。

「みたいですねって……。とにかく、こんなとこいたら危険だわ。今すぐ──」

　その言葉が終わる前に、地面が揺れる。

　例の球体が、再び落ちてきたのだ。今度は廃マンションから一〇〇メートルほど離れた廃はい墟きよの瓦が礫れきに、まずは突き刺さった。

　しかも、一つで終わらない。間を置かず次々と飛来を始める。大きいモノから小さいモノまで多種多様の異い形ぎようの卵が、廃墟の街に降り注ぐ異常な光景。

「いったい、何なのよ……」

　愕がく然ぜんとして立ち尽くすアイシュワリン。

　隣に立つミナトの声は冷静さを保っていた。

「アイシュ先輩は逃げてください」

「あんたは？　どうする気よ」

「僕は残ります」

　間違いない。

　彼は以前から、この光景を予見していたのだ。

「奴やつらに〝招待状〟を送ったのは僕です。だから、ここを離れれば先輩は安全です」

「ああ……そういうことだったの」

　それが、アイシュワリンを遠ざけようとした本当の理由なのだろう。

　いったい何を企たくらんでいるのか知らないが、山やま城じようミナトはアンダーや、その背後に潜む闇やみに喧けん嘩かを売ったらしい。たった一人で。

　──復ふく讐しゆうを果たすために。

　蓋ふたを開ければなんてことはない。彼が抱く想おもいはアイシュワリンと一緒。もう二度と仲間を傷つけたくないだけ。仲間を奪うばった連中が許せないだけ。

　ものすごく、複雑な心境だ。

　心配してくれて嬉うれしいし、相談してくれなくて腹が立つ。甲乙つけがたい。

　喜怒入り混じった結果、彼女が浮かべたのは締りの悪い笑顔だった。

「ほんと、勝手な奴ね」

　ようやく少しだけ、気持ちの在あり処かを見つけられた気がする。

「だから、あたしも自由にやらせてもらうわ」

「先輩」

　非ひ難なんするような目を向けられたが、しかし、決心した彼女は怯ひるむことがない。

「指図受ける筋合い無いわ。一人で戦いたいんなら勝手にしなさいよ。あたしも勝手に付きまとってやるんだから」

「……死んだら殺してやる」

「あは」

　そう、まだ死んでいないのだ。

　かけがえのない犠牲を置き去りにして、二人はまだ生きることを続けている。

　だったらせめて、最後の瞬間まで自分が信じた道を進み続けたい。

　枯木人間には遅れを取ったアイシュワリンだが、現金なもので、今となっては不思議と恐怖心が薄れていく。

　虚勢の翼を精一杯、この青空に広げた。






　Ｅｐｉｓｏｄｅ．２　ニュー・センチメント









　──魔法少女ＭＡＩちゃん。

　その冒頭は「どこにでもいる普通の女学生」を自称するＭＡＩちゃんが、訴えられそうな外見をしたネズミのマスコットと出会って魔法少女になるという、シャロンが子どもの頃ころに観みていたテレビアニメの定番に近いものであった。

　媒体はネット掲示板に投稿された匿名小説。

　Ｂ７避難地区に向けて飛ぶヘリコプターの機内で、コマキは私物のタブレットを広げて、くだんの書き物をシャロンにも見せてくれた。

　まさか、これを読んで道中の暇を潰つぶせと言うわけでもあるまい。何か思惑があってのことだろう。とりあえずシャロンは、文字の並ぶモニターに目線を走らせる。

「会話にブラックジョークが利いてて、意外と笑えますよー。まあ、小説としてまともに読めるのは最初の一章だけなのですけどー」

　二章に突入した途端、作風が一変する。

　物語は愛らしい魔法少女ＭＡＩちゃんの奮闘を描くのではなく、敵となる人造怪人をいかにして滅ぼすかという堅苦しい談義に傾倒していくのだ。

《──奴やつらは兵器として作られた生物である》

《──奴らは然しかるべき手順を踏むことで誕生する》

《──よって奴らは、然るべき手順によって死滅する》

　コマキに促されるがまま、文章を読み進めていたシャロンは不意に眉まゆを動かした。

「この《奴ら》って、まさか……」

「まあ、アンダーのことでしょうね」

　コマキは口の端を吊つり上あげた。

「総スレッド数九十九、テキストデータにして二〇メガバイト、それでもまだほんの冒頭に過ぎませんが、明らかにアンダーが生物兵器だという事実を投げかけた膨大な告発文……それが魔法少女ＭＡＩちゃんの実態。その内容は克明であり、本来は研究関係者しか知らないはずの事実にまで言及されているのです」

「これの作成者が山やま城じようミナト？」

「はいな。シャロン少尉、彼の能力ってご存ぞん知じですかー？」

　訊きかれた彼女は首を横に振った。

　実のところ、彼女と山城ミナトは訓練生時代の同期である。しかし、交流は一切として無く、シャロンが彼について知っていること言えば、自分と同い年であること、日本人であること、あとは何を考えているのか掴つかめないあの顔立ちくらいのものだ。あとは知らない、……知りたくもなかった。

　彼は妹の死の原因を作った男なのだと、今までは信じていたから。

　山やま城じようミナトのテリトリー能力について、コマキは簡単に説明していた。

「知覚特化型に属する彼の特技は〝取得情報の掌握〟ですー。一度でも見聞きした情報なら忘れることがありません。二年前の大阪で、どうやら彼も研究所のデータを閲覧したらしく、生物兵器製造に関する基本的なノウハウは頭に収まっているものと推測されます」

「だからって、こんなもの公けに発表したら」

「もちろん、敵が黙っちゃいませんね。単に〝アンダーは生物兵器だ〟と騒ぐだけならば、それは程度の低いゴシップ、いくらでも黙殺できたでしょう。しかし、研究内容の詳細まで明かされたら話は別です」

　内容が内容。超国家級の機密漏ろう洩えいに抵触している。

　必ずや犯人はスレッド作成者を突き止めるべく行動を起こすことだろう。

「この小説をミナトくんは半年前から、必ず毎週月曜日の正午、ウランバートルにあるネットカフェ、それも決まって〝防犯カメラに映りやすい角度〟から投稿しています」

「どうしてわざわざ、そんな足のつきやすい真ま似ね。……まるで自殺行為じゃない」

「あるいは宣戦布告なのかもしれません」

　コマキは見るからに愉快がった横顔で物語る。

「犯人が政府関係者と知ってか知らずか、たかだか一個人に過ぎないミナトくんは黒幕に戦争を申し込んだわけです。なかなかクレイジーで男らしいですねー、ふふ」

　クレイジーという部分だけはシャロンも心から共感した。

　彼という人物がますますわからなくなる。

　……いったい何を考えて、この二年間を生きてきたのか。

　間もなく、シャロンたちが乗るヘリコプターは海岸線を越えて、Ｂ７避難地区の圏内に差し掛かろうとしていた。

「そんなわけでー、今の彼は犯人グループにとっては立派な抹殺対象。しかし、同時にコマキはコマキで彼の協力が必要。よって、死なれる前に救出を目もく論ろんでるのですよー」

「理解したわ。あくまで理解しただけ、だけど」

「あっはっは」

　何が可お笑かしいのか、笑い声を上げると、やにわにコマキはスカートの下に履いた黒のストッキングを脱ぎ始め、代わって、この先に起こる戦闘を示唆するように拳けん銃じゆうを収めたホルスターを太ふと股ももに巻き付けていた。シャロンの部隊にも愛用者がいたスイス製の小口径モデル。アンダー相手だと威力不足で、あくまで緊急用の護身物だ。

「ぼちぼち現場に着きますけどー？　大丈夫ですか、ウルスラ」

「ノープロブレム、であります」

　一方で、迷彩柄をシンボルとする少女は物騒ないでたちだ。

　ナイフは当然として、手しゆ榴りゆう弾だんまでもストックしたミリタリージャケットで華きや奢しやな体格を隠し、腰に吊つり下さげる一挺ちようの短機関銃、そしてメイン装備として銃身の長いアサルトライフルを胸に抱えていた。

　弾薬含め、かなりの重量だと思うのだが、その表情はけろっとしている。

「状況開始後、自分は雑ざ魚この駆除を優先するであります。もしも、銃弾が通用しない大型種を確認した場合、シャロン少尉、頼りにしておりますぞ！」

　と、軽々しく敬礼されても。

　すっかり頭数に数えられているシャロンは目付きを尖とがらせたが、しかし、何も言い返すことができなかった。

　ＹＥＳかＮＯか──この期に及んで心の決着を付けられずにいる。

　妹の死に関かかわったと自称する女が現れて、そして彼女たちは『あの山やま城じようミナト』を救出するのだと言った。

　今日一日だけで、いろいろなことが起こりすぎて、全すべてを咀そ嚼しやくすることは難しい。

　要するにシャロンは迷っていた。

　いや──迷っている時点で、既に負けなのかもしれないが。

「間もなくポイント上空ですねー。それでは、シャロン少尉も一緒になって飛び降りてくださいなー。このヘリは爆破していきますので」

「は？」

　さすがに開いた口が塞ふさがらない。

「この機体、ちょっとアシがつきやすいんですよー。区切りも良いので、ここらで捨てていくことにしますー。あ、少尉はスカイダイビングの経験ありますー？　まあ、パラシュート自体が無いので、気ままに落っこちればいいだけの話ですけどー」

「お願い待って。それは馬鹿げてるわ」

「大丈夫ですよー、投身自殺にならないよう当方で手堅くフォローいたしますのでー」

「違う」

「違う？」

　首をかしげるコマキ。ひたすら待ったをかけるシャロン。

「何か策があるのは理解してる。でも違うのよ。駄目なの。たぶん無理。無理なのよ」

「あのー、ひょっとして、貴官……」

　何か察したのか、瞳ひとみを細めるコマキの表情。

「いわゆる高所恐怖症とかです？」

　ええ、まあ、はい。

「決して珍しい話じゃないと思うの」

　ヘリコプターなどの乗り物であれば我慢できるのだが、断だん崖がい絶壁やビルの屋上など、下の景色がダイレクトに見える状況は完全にＮＧであった。ましてやスカイダイビングなんて、歴史改変をしてでもこの世から消し去りたい概念である。

　げらげらと、コマキがいよいよ腹を抱えて笑い始めていた。

「特殊部隊所属のくせに」

「私は海中専門部隊よ。それにアンダー関連の事件が起きてすぐ士官学校から徴兵されたのだし、海にまつわる訓練しかロクに受けてないわ」

「とゆーか、死をも恐れぬシャロン＝ナイトレイがなに言っちゃってるんですかヤダぁー」

「そちらこそ、何を言っているの？　これは、死ぬとか生きるとか、そんな次元を軽く超越した問題よ。少し想像してみなさい。一ヶ月間も完全に断食したら、いったいあなたはどうなると思う？」

「死にますかねー？」

「そういうことよ」

「いや、そんな論破したような顔浮かべられましてもコマキには意味が……。とりあえず、貴官が可愛かわいらしい弱点を持っているのは理解しましたー」

「理解したのなら、とっととヘリの高度を」

「ところで、コマキの能力の正体って《振動》なんですよー」

　唐突に話題が変わった。

　その顔はいつもに増してにこやかである。

「そんでもって、気に入った子を見つけると悪戯いたずらしたくなる人間でもあります」

　その意味を聞き返す寸暇はなかった。

　強い耳鳴り。

　機内が微かすかに《振動》したかと思うと、次の瞬間にはヘリコプターの底が盛大に砕け散っていた。シャロンたちが立っていた機体後部、丸ごとが消滅したのである。

　ふわっと、身体からだが急激に軽くなる感覚に襲われた。

「　へ？　」

　水使いと言っても海を離れたら重力に従うしかない。

　自分の身に何が起こったのか理解できず、掴つかめるはずの無い空へ咄とつ嗟さに手を伸ばす。

「……きっ」

　広大な青空をバックに、同じく宙に身投げしたコマキと目が合った。

　実にイイ笑顔をしてるのだ。ヒラヒラと手を振っている。

「きッさまぁアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　オリエント連邦、旧日本自治区、上空三〇〇メートル。

　久しぶりに発する大声と共に、目め尻じりに涙を浮かべるシャロンだった。





　　　◇◆◇◆






　昔は、つまらないことですぐに泣いたものだ。

　まだ子どもだった時の話。水使いのアカデミーに入学するよりも前、それこそウランバートルにある初等科学校の生徒だった頃ころ、シャロンはとても泣き虫で気の弱い女の子だった。

　母親は物心がついてすぐに亡くなっており、父親は連邦でも有力な政治家であったせいで家にいる時間は少なかった。八歳になるまでの間、父にベビーシッターとして雇われた中年で小太りの女性が身の回りの世話をしてくれたが、感情がすぐ顔に出る人で、不機嫌な時は近寄りがたく、とても苦手だったことを覚えている。母親ではない赤の他人……その事実が無む闇やみな重圧を与えていたのかもしれない。

　だからシャロンは、当時幼かった妹の世話をベビーシッターに任せるのでなく、可能な限り自分でやりたいと心に決めていた。そしてその意思は通された。ベビーシッターも、仕事が減って楽で助かると思っていたのかもしれない。

　しかし、彼女の妹、クロエの面倒を見る必要は短期間でなくなった。

　すごく頭の良い子だったのだ。今シャロンが振り返っても、クロエは五歳になる頃ころには日常的な言葉をほとんど覚えていたと思う。

　父親に相談して、ベビーシッターを辞めさせたのもクロエだ。理由はシャロンが作る料理の方が彼女のよりも「少しだけマシ」だったから、らしい。

　歳としを重ねるほど減らず口になってゆき、喧けん嘩かになっても気の弱いシャロンが言い負かされて泣くことが多かった。とても生意気な性格の妹だった。

　しかし、どんなに腹を立てても、妹を懸命に育てるシャロンの姿勢は変わらなかった。

　理由は単純だ。金持ちの広い屋敷に二人きりの姉妹。それで姉がイヤな奴やつだったらクロエが可哀かわい想そうだと思ったのだ。

　ただ、そんな心配は実際のところ無意味だったのかもしれない。

　それを痛感したのは初等科学校の卒業を控えた時。

「うちの姉さん泣かせたら、ブッ潰つぶしますよ？」

　いわゆるクロエの『鉄パイプ事件』である。

　クラスメートとのトラブルでシャロンが大泣きしたと、噂うわさで聞いたクロエは、授業中にもお構いなく教室に乗り込んでくると主犯となった男子生徒の机を鉄パイプでメタメタにしたのである。結果、卒業まで男子たちはシャロンに恭しい態度を取るようになってしまった。

　その時、シャロンは理解した。

　妹は、姉よりも強い子で、そして、姉よりも家族想おもいなのだと。

　──姉さんが軍人？

　──姉さんには向いてないと思いますが……

　──うちの姉さんはおひとよしですし。

　──もー。愚痴があるならすぐ電話してくださいよ……泣く前に。

　──最近少し大人になったかと思えば全然変わってないですね。

　──心配しなくても、私たちが姉妹だって事実は永遠にそのままですから。

「ほんと、世話が焼ける姉さんですね──」

　あの子の姉だったなんて、笑わせる。

　ずっと心配をかけてきたのは自分の方だ。

　クロエ＝ナイトレイは姉よりも賢く、勇敢で、真実優しくて……少し生意気だったところが可愛かわいい、シャロンの自慢の妹だった。

　いつか自分も、彼女の「自慢の姉さん」になれたらと、憧あこがれていた。

　もう二度と、叶かなえることのできない願いだが。




「……少尉殿ッ！」

　極度の高所恐怖症が祟たたり、ほんの一瞬、意識が飛んでいたようだ。

　なんだか走馬灯のようなものが脳裏をよぎった気がする。気づけばすぐ目の前に、幼さを残すウルスラの顔があった。

　そして、正面から身体からだを抱き締められる。

「まったくッ、コマキ殿の悪戯いたずら癖には困るでありますなッ。どうぞ、少尉殿は姿勢を水平に。落下速度を調整するであります！」

　ああ、そうだ。

　自分は今、高所から落下している最中だった。二度と思い出したくなかった……

「いっそ撃ち殺して」

「真顔でなに言ってるでありますか。少尉殿は我々の希望。無事に地上まで送り届けるであります。心配せずとも、すぐにうちのＪＤが──」

　言葉の途中に、大柄な誰かが、視界の端を高速で通り過ぎていった。

　それを皮切りにして、明らかに落下速度が緩まっていく。

　まるで柔らかいゼリーの中へ落ちたように、やがて、背中に感じていた風圧もまったく感じなくなった。

　つまり、自由落下がほぼ『停止』したのだ。

　この感覚の正体に、シャロンは心当たりがある。

　テリトリーで作りだした緩かん衝しよう材ざい。柔らかく力強い、半可視の質量が落下中の身体を包み込んで受け止める。水使い四種のうち、テリトリーの物質化が可能な《領界特化型》に属する者が得意とする芸当である。

　そうだとしても、あの高さから落下した人間を受け止め得るクッションを生み出すなど、相当なテリトリー保有量と操作技能を有する水使いでないと不可能だろう。

　何にしても、彼女にとって最も不愉快な死に方は免れることができたらしい。

「シャロン少尉、もう目を開けても大丈夫であります」

　情けなくもウルスラにお姫様だっこされる形で、しかも顔を両手で覆い隠していたシャロンは、恐る恐る、震える指の隙すき間まから周囲の光景を覗のぞいてみる。

　アスファルトの割れた国道、崩れて重なる街の残ざん骸がい。

　完膚なきまでに荒涼としている。雲一つ見当たらない空虚な晴天の下、えらく風通しの良くなった日本人街の跡地が広がっていた。

「……ありがとう、自分で立つわ。降ろして」

　ほとほと苦い心境のシャロンだったが、努めて冷静に伝えると地面に足を着いた。駄目だ、膝ひざが笑っている。

　すぐに、金属音。

　初弾装そう填てんを終えたライフルを肩に担ぎ、少女は生き真面目まじめな顔付きで周囲を見渡した。

「コマキ殿、聞こえるでありますか？　早々に目標の位置確認を求むであります」

　必要情報を申請するが、しかし当のコマキの姿は見当たらない。地に立っているのは今も膝の震えをちょっぴり引きずっているシャロンと、重装備のウルスラ。

　それに、見知らぬ黒人男性が一人いた。

　長身で筋肉質、強こわ面もてな三十代付近の男だ。正体はおそらく、先ほどまで乗っていたヘリコプターの操縦者であろう。一度、シャロンと視線がぶつかったが、挨あい拶さつに口を開くつもりは無いらしく沈黙を貫いた。

　間もなく、姿なき声が響く。

『ミナトくんなら現在、西に二〇〇メートルばかしの高層マンション廃はい墟きよで籠ろう城じようしてるっぽい雰囲気ですー。聞こえてきた会話の内容から〝先輩〟と呼ばれる女性と行動中。おそらく彼と親交の深いララ＝アイシュワリンでしょーねー。作戦に支障が出ない限り、一緒に保護しちゃってもらえますかー？　死なれると寝覚めが悪いので』

「無論であります」

『アンダーの個体数は現時点で二〇を超え、時間経過と共に増加するかもしれません。いずれもマザーグースにはデータが存在しない新種かと。殲せん滅めつは危険と判断し、対象の安全確保と現場からの離脱に専念する方向でー。索敵情報は順次コマキの方でお伝えしますー』

「その点は信頼しとります」

『ほんじゃ、ぼちぼちと』

「作戦開始──でありますな」

　ライフルを腹部に抱き寄せて、ウルスラが動きだす。その歩調は速く、歩くと言うよりは駆け足にずっと近いものだった。

　目的地は西。

　武装した少女を先頭に、よんどころがないシャロンは当然、ついていく。

　疑問は無い。目下、コマキという女は雲隠れし、傍そばには二名だけで、逃げ出そうと思えば可能なのかもしれないが……検討する気も起きなかった。

　行き着く先、山やま城じようミナトがいる。

　その事実が、今は何よりも彼女の心を侵し、彼女の行動を誘導する。

　太陽が隠れ、影が差す。半ば倒壊した高架道路の真下に入った。廃墟が連なる景色の先、やがて、ひときわ高く原型を保つ建物が見えてくる。

　先頭を行くウルスラが口を開く。

「仮に交戦必至となった場合ですが」

『交戦必至ですねー。そろそろ居ますよ』

　コマキの横よこ槍やりに、銃を持つ少女は声のトーンを上げた。

「ッ、了解！　基本的にアタシが相手しますゆえ、ＪＤは少尉殿の警護を！」

「任せろ」

　三人のうち、最後尾を走っていた黒人男性が簡単に応答している。外見通り、渋い声だ。この時、ＪＤが彼に対する呼称なのだとシャロンは認識した。

　私に警護など不要、と見み得えを切れるシャロンではない。

　彼女の拡張能力は殺傷力こそ突出しているが回転率が非常に悪い。テリトリー戦になれば仲間の援護は必須である。

　しかも、唯一の物理兵器であった携行機雷は先の海中戦で使いきっている。一応、陸上兵器の運用訓練も受けているが、まともに扱えるのは連邦海軍で正式採用されているアメリカ製の銃器に限定される上に、射撃は間違いなく苦手な部類。彼女が所属する水使いの特殊部隊《ＣＨＡＦ》そのものが、もともとは海中任務特化を企図して設立された組織なので無理も無い。

　よって、今日あったばかりの異国の軍人に命を預ける。決して心地よい話ではないが、プライドに執着しないシャロンは黙してウルスラの後を追った。

　実際問題、現状において彼女が危険を意識する必要は少ないようだ。

　ウルスラの銃撃スキルの高さもそうなのだが。

　何よりも、ナビゲーターの能力が神がかっていた。

『──前方三〇メートル、一匹め』

　直後、異い形ぎようと邂かい逅こうする。

　しかし、シャロンがその姿をよくよく確認する前に火花と薬やつ莢きようが舞い、枯木色の怪物は地面に撃ち倒されていた。

　ダイオウイカやヒトガタとは違う、極限にまで痩やせこけた老人のような外見。初めて見かける種類であり、どんな性質なのかも不明だが、とりあえず今は四肢の先端を粉砕され地面をのたうち回っていた。

　そして少女は、転倒した敵の頭部へ、さらに容赦なく銃弾を落とす。

　近年、オリエント連邦では生命力が高いアンダー討伐を目的として、貫通力よりもマンストッピングパワーや『軟体破壊力』を重視した特殊弾の開発を進めているそうだが、おそらくウルスラが発砲した弾もそれと近似したものだろう。わずか一発で、異形の首から上を粉砕していた。

　数発撃った程度だが、手早く弾薬交換。この間も、足を立ち止めることが一切ない。

『再生能力があるかもしれません、討伐後もご注意をー』

「言われずともっ！」

　かろうじて焼け焦げた遊具を残す公園を走りぬけ、いよいよ例の廃マンションが目と鼻の先にまで迫る。

『ちょっと室内反響が強くて聴き取りにくいですけど、エントランスに入ってすぐに多数のアンダーが巣食ってますねー。裏に回って非常階段使った方が無難ですー』

　どうやらコマキの拡張能力は戦況を俯ふ瞰かん視できるものらしく、先ほどから敵の配置を先取りして指示を出してくる。

　彼女の能力に対して、仲間は全幅の信頼を置いているようだ。少しも躊躇ためらいを見せず、教えられたルートを突き進む。

『──と、頭上注意でーす。壁伝いから同時に二匹が』

　言われるがまま、シャロンも上を仰げば異い形ぎようの影。先ほどの枯れ木人間とは異なる、昆虫や甲殻類を彷ほう彿ふつとさせる節足型異質生物が二匹。比較的、似通ったもので例えるとすればアシダカグモ。それがマンションの壁に張り付き、まるで非常階段への侵入を妨げるように降下してきた。

　ひとくちに『アンダー』と言っても、外見が異なれば別種の生物に等しい。

　中には水使いが持つ《拡張能力》と同様に、テリトリーを操作して超常的現象を引き起こすタイプも存在し、人間側が対策を講じる間もなく殺されるケースも多い。もとはゲームプレイヤーが好んで用いた「初見殺し」というワードが、今では実際にＣＨＡＦなどの軍事組織でも広く使われているほどだ。

　未知種──アンノウンはとにかく恐ろしい存在。

　が。

「一昨日おとといきやがれってんですよッ！」

　まったくお構いなしだ。

　ウルスラはこれまで以上に強く踏み込むと、アサルトライフルでアンダーの節足、その間接部分を狙ねらって至近距離から撃ち砕いた。

　銃撃による異形討伐。この一点において少女の能力の高さは疑いようが無い。

　敵の形状を瞬時に見抜き、とりわけ四肢の先端や間接など、装甲が脆もろい部分を的確に射撃して行動を奪うばい取る。主導権を握り、一方的に蹂じゆう躙りんするのであればもはや初見殺しも何もあったものではない。

　壁を走る二匹の『蜘く蛛も』を同じ手順で撃ち落し、非常階段に続く鉄製のドアを乱暴に蹴けり開ける。そして、極めつけに手しゆ榴りゆう弾だんのピンを口で引き抜いた。

「コマキ殿っ！　目標は何階部分におりますかっ」

『十階ですねー。声がしてます。でも、敵の気配が異様に少なくて不思議ですがー』

　一行は非常階段に進入。その頃ころに響く爆発音。地に落ちた二匹の蜘蛛がどうなったのか、確認できずとも想像にかたくなかった。

　シャロンは半ば呆あきれた目付きで口を開く。

「あなた、いくつなの」

　先行して階段を駆け上る少女は、シャロンの質問を受けると、肩越しに一瞬だけ振り返っていた。

「む、年齢でありますか？　十七でありますが」

「そう」

　奇くしくも十七歳。シャロンの妹も、生きていれば同い年だった。

「いかがなされましたか？」

「いえ……若いのに、よく訓練されたものだと思って」

　アンダーと人間の闘争が始まって、わずか一年。未知の殺人生命を目の前にして、ベテランの軍人でも尻しり込ごみを覚えるケースは多い。

　何よりも、大陸各所が海没した《大海害》より後は「戦争の無い百年間」と言われており、多くの国家が復興活動に追われ、侵略戦争はおろか内戦や小規模紛争すら殆ほとんど起きることがなかった。

　武力戦略から経済戦略へ、命の駆け引きが金の駆け引きに摩すり替わった時代に、殺意の塊のような怪物と真っ向から闘志を交えることができる生粋の兵士は確実に少なくなっている。ウルスラのような子どもであれば尚なお更さらだ。きっと、並大抵の少女時代ではなかっただろう。

　シャロンの実じつ直ちよくな賛さん辞じに、本人は誇りと言わんばかりに鼻を鳴らしている。

「その言葉、ぜひ祖父にも聞かせてあげたかったでありますな」

　ただし、頼もしい限りだった武装少女も、さすがに万能とはいかないようだ。

　それは千せん里り眼がんなみの状況観測能力を見せたコマキにしても同じ。彼女たちにも予測できない出来事や些さ細さいな見落としは当然にして起こる。

　何の話かと言うと、廃マンション五階、ちょうど折り返し地点に差し掛かった時だ。

　ウルスラを先頭にして、踊り場のタイルを踏みしめた時に、段差と段差の隙すき間まにかすかな光が閃ひらめいた。

　小さな、それこそ、ガラス片に反射した太陽光にも劣るほど小さな光。

　運良く、シャロンはそれに気づく事ができた。

　瞬間、彼女の本能的な警戒心が働く。光の正体が何かと確かめる前に、咄とつ嗟さに足を止め、今も階段を登る少女を止めようとした。

　しかし、それより一瞬早く、男性の野太い声が響く。

「ウルスラ！」

　ＪＤも階段に仕掛けられた「違和感」に気付いたらしい。

　そして彼は、光の危険性を瞬時に看破していた。

「止まッ──トラップだッ！」

　光の正体は非常階段の床スレスレに張られた一本の糸。

　魚釣つりなどで用いられるテグスのようだった。

「え」

　仲間の声に気付いたウルスラは反射的に急停止を試みたが、時既に遅く、彼女の右足はテグスを引き抜いていた。

　原始的かつ効果的な対人用のブービートラップ。

　テグスに連動し、非常階段の天井に設置されていた電球の一つが爆発したのだ。

　直後、乳濁色のガスが噴射される。

「伏せろ、少尉！」

　ＪＤが大きな手でシャロンの肩を鷲わし掴づかみにすると、強制的に床に伏せさせる。そのおかげで白いガスの直撃を免れることができた。

　しかしウルスラは、……残念ながら間に合わなかった。

「────ッ！」

　絶叫。

　悲痛な叫び声が非常階段に木こ霊だまする。





　　　◇◆◇◆






　ガスを浴びたウルスラは咄とつ嗟さにライフルすら手放し、顔を覆い、もがき苦しみ始めた。

　しかし幸い、致ち死し性の猛毒ではなかったらしい。

「ふぎゃ───目が！　目が痛い痛い痛痛痛たッ、明らかに催涙ガスでありますコレ！」

　暴漢に対する護身用として市販でも売られている化学薬品だ。強烈な匂においと刺激効果を持ち、目や口など粘膜に触れると読んで字のごとし、涙が止まらなくなる。殺傷能力は無いに等しいが、被弾した人間はまず確実に行動を奪うばわれる。

「うげほげほッ──ジェ、ＪＤッ、少尉殿は!?」

「こっちは無事だ。テリトリーで覆ってる」

「ゲホゲホ！　どうしてアタシも混ぜてくれないでありますかゲホゲホ！　ひどい！」

「すまん、間に合わなかったんだ」

　言われてみると、身体からだが少し重いことにシャロンは気付く。どうやらＪＤが抵抗力を持つテリトリーを展開して、外気を遮断したことから事なきを得たらしい。

　一方、モロに直撃するハメになったウルスラは涙と咳せきが止まらなくなり、しまいには立っていることも難しくなり階段の手すりに寄りかかる。

　なお、その手すりにはローションがたっぷり塗られていたらしい。

「んにょひッ!?」

　これまたモロに滑った少女が、すぐ下の踊り場に転落している。沈黙した。むごい。

　目の当たりにしたシャロンは「うわぁ……」と心からの声を漏もらした。

「まるでホームアローンだな。よく出来てる」

「私もクリスマスに妹と観みたわ、その映画」

　暢気のんきな会話も一瞬で終わり、ＪＤがいかつい顔を一層しかめている。

「妙だ。明らかにアンダーじゃなく、対人用のトラップだぞ」

　確かに。

　非常階段に侵入したモンスターを、催涙剤やローショントラップで撃退できるとは思えない。人間の足止めを期待した罠わなの張り方だった。

　何な故ぜだ。

　疑念は強いが、とにかく、今の状況で化け物に襲われたら堪たまったものではない。早いうちに目を回しているウルスラを助け起こさないと……シャロンが考えた時だった。

　太陽の一部が遮られ、非常階段に影が差す。

　気配が増えた。

　気付いたシャロンが振り返る。合間に、天の声が忌いま々いましく呟つぶやいていた。

『これは……ちょいと、しくじりましたかねー』




　いつの間にか、日本刀を携えた東洋人の青年がいた。

　どうやって、十階にいたはずの人物が一瞬にして五階まで降りてきたのか。手すりに立ち、トラップで動きを止めたシャロンたちを見下ろしている。

　殺されるかも──と、不意に身じろぐほど冷たい視線で。

　身体からだから力が抜けていくような感覚。

　きっと恐怖ではない。

　たぶん、罪悪感。

　極限にまで擦り減った青年の眼まな差ざしに見つめられ、シャロンは舌が痺しびれたように呟いた。

「山やま城じよう、くん……」

　黒髪は無む秩ちつ序じよに伸び、口周りには無精ひげ。

　長いこと見ないうちに野性味が増したが間違いない。

　正体を確認した次の瞬間、彼は跳んでいた。

　階段にいるシャロンとＪＤの二人を飛び越え、今も踊り場で回復できていないウルスラを襲撃する。その動きに一切の迷いはなく、止める暇などなかった。

　ＪＤが腰から拳けん銃じゆうを抜いて構え終えた頃ころには、少女の喉のど下もとには冷たく光る刃が当てられていたのだ。分が悪い。今さら発砲したところで味方の少女を撃ち抜くだけ。下手な動きをすれば一瞬にして少女の頸けい動どう脈みやくは斬きり裂かれるだろう。

　ＪＤの歯切しりが聞こえてくる。

「待て、坊主」

「──こいつを殺す」

　凍いてつくような青年の瞳ひとみ。

「三秒待つ、弾を抜いて銃を捨てろ。三秒だ」

　見え透いた脅しには見えなかった。

「…………ほら」

　舌打ちと共にＪＤはリボルバーから弾薬六個を落とすと、山城ミナトがいるフロアに放ほうり投げる。

「お次はどうする。服も脱げばいいか」

「所属と目的を言え」

　山やま城じようミナトの質問。

　その声、その瞳ひとみは有無を言わせぬ凄すご味みを湛たたえている。

「覚悟して答えろ。嘘うそだと判断したらこいつを殺すぞ」

『これは完全に、コマキの読み違いですね。面目ない』

　再び、天の声。

　どうやら仲間内にしか聞こえないカラクリがあるらしく、彼女の声が響く最中も山城ミナトの動向に変化は見られない。

『なぜ彼が、自ら敵を誘おびき寄よせる真ま似ねをしたのか。そのあたりを深く考えるべきでした。アンダー研究の告発文書《魔法少女ＭＡＩちゃん》の作成者を、黒幕は見つけ次第すぐに殺すのか？　答えは否いな。関連データや協力者の有無を吐かせるため、人間部隊を送って生け捕りを目もく論ろむでしょう。そうでなくても彼の死は《人間の目》で確認する必要があります。おそらく、今回のアンダーは実戦投入の予行演習と、特殊部隊を投入するための口実、或あるいは、いるかもしれない彼の護衛排除を兼ねた陽動──つまり、ミナトくんが真に〝招待状〟を宛あてたのは異い形ぎようではなく人間、それも黒幕に繋つながりそうな〝実行犯〟です』

　彼は己自身を〝餌えさ〟にした──

　彼の抹殺を目論む人間のエージェントと接触するために。

　そして一連のアンダー事件に関する、わずかな手がかりを掴つかむために。

　彼を救出するつもりが、逆に、飢うえた蜘く蛛もの巣に飛び込む形になってしまったらしい。

『今の彼はアンダーよりよほど厄介な存在かもしれません。注意して行動してください』

　何の組織にも属さず、後ろ盾を持たない山城ミナトにとって、確かに、それが最も手っ取り早い方法だったのかもしれない。

　しかし、同時に最も困難な方法でもある。

　狂気の沙さ汰たと言っても過言ではない。

　仮に、彼が自分を狙ねらってきた戦闘員を捕まえたところで、そこから得られる情報は末端の末端。一個人に過ぎない山城ミナトが事件の核心に迫るまで、おそらく途方も無い過程を踏む必要があるだろう。いや、運良く真相を突き止めたところで、連邦人口の一割を死滅させた陰謀に、一般人に過ぎない彼一人がどうやって立ち向かうと言うのか。

　まるで出口の用意されていない意地悪な迷宮。

　それでも彼は闘争を選んだ。

　磨り減った瞳で、独り寂しく佇たたずんで。

「……こんな、こんなことって」

　彼を目の前にして、頭が割れそうなほど、シャロンは打ちのめされた気分を味わう。

　いつ死んだっていい、ずっと彼女はそう思ってきた。

　かけがえのない妹を失い、世界はもはや異形によって壊れかけ、呼吸する魅力がわからなくなった。悲劇のヒロインよろしく、自分の殻に閉じこもり続けてきた。

　それは逃避。思考の放ほう棄きである。

　これ以上は傷つきたくないから、疲れたから、現実から目を背けていただけ……

　かつて泣き虫だった彼女が、今、泣きたくなるほど痛感する。

　シャロンが腐りきっていたこの二年間、孤独に戦い続けてきた男がそこにいたのだ。

　アンダーが巣食う二十二世紀の地球。そんな世界を許すことができるのか？

　もしも許せないなら、どうしたらいい。

　簡単だ──抗あらがうしかない。

　彼のように。たった一人でも。

「山やま城じようくん」

　気付けば、シャロンは自主的に口を開いていた。

　その内容は、彼の誰すい何かに対する回答ではない。

「私のこと……覚えてるかしら？」

　二年ぶりの再会。

　しかし、青年が表情を変えることはなかった。

　全すべてを敵視するような、鋭い視線が彼女に突き刺さる。

「忘れるわけないだろ……ナイトレイ。状況を考えろ。いま質問してるのは僕だ」

『彼からすると少尉も立派な〝容疑者〟ですよー。刺激する言動は避けるべきかと』

「……うん。山城くんの質問には答えるつもりよ。でもね、山城くんはその答えが気に入らずに私たちを殺すかもしれない。そうなる前に、せめて、謝っておくわ」

　かすかに、ミナトの眉まゆが動く。

「謝るって、なんだよ」

「二年前、あなたに酷ひどい仕打ちをした。山城くんも被害者だったという事実も考えず、身勝手に傷つけたわ」

　彼に対する謝罪の念。ここまでシャロンに足を運ばせた最たる理由だった。

　しかしミナトの顔は、その時、苦虫を噛かんだように歪ゆがんだ。不本意だと言わんばかりに。

「やめろ、…………よせ。クロエは、いい子だった……、姉なら、僕を憎んで当然だろ」

　その言葉で、いとも簡単に胸の奥が軋きしむ。

「……そう。いい子だって、言ってくれるのね。あんな、わかりにくい性格の子」

「でもな、謝られたって困る。そっちがアンダーについて何か知っているかもしれない以上、この子の命は約束できない。質問に、答えろ」

「所属と目的、だったわね。私自身は、山城くんも知っての通り、連邦海軍《ＣＨＡＦ》に所属する軍人……と言いたいけど、実は所属チームが全滅してしまって、今は身の振りを考えてる途中だったの。ただ、目的だけはハッキリしてる──たった今、心に誓ったわ」

　あの、スレイマン少佐の遺言は予言だった。

　まだ、シャロンにも願うことが残っているはずだ──と、彼は言っていた。

　それは事実。彼女にもまだ願望は残っていた。

　いや、正確に言えば、この瞬間に生じた願い。

　今まで何を迷っていたのか、馬鹿らしくなるほどに。明確な。

「私はアンダーの研究に関する全すべてを、この世から消し去りたい。ぶっ潰つぶしたいの」

　そこに浮かぶ、青年の磨り減った瞳ひとみを真っ向から見据える。

　いざ口にすると、自分でも驚くほどに熱い感情がこみ上げてきた。

「あの怪物どもや、奴やつらを生み出した人間の悪意も全て、私は絶対に許せない。山やま城じようくんの言うとおり、クロエが死んで悲しかった……悲しかったから、だから私は、私を悲しませた連中を残らず後悔させてやる。──妹の人生に《意味》を与えてやるのよ」

　クロエを失ったから、シャロンはアンダーという存在を滅ぼす。

　つまりは、作為的な因果応報。

　あの子の死は無駄じゃなかった──その事実を創りだすために。戦う。

「もしも、山城くんの目的が私と一緒なら、私はあなたに協力するし、あなたの協力を望んでいる。ムシのいい話だけど、私の口から言えるのは、それだけよ」

「…………」

　警戒心の強い野犬のような彼の目付き。

　白刃の凶器を下げる様子も無かったが。

　ただ、彼は唸うなるように大きな溜ため息いきを一つ、漏もらした。

「……ここだと邪魔が入る。十階に来い」





　　　◇◆◇◆






　ところで、アイシュワリンは気が気ではない。

　今日に限ってはアンダーに殺される心配は少ないと、彼は言っていた。

　事実、あれだけ空から降ってきたわりに化け物どもの攻撃は激しくない……どころか、屋上からミナトの部屋がある十階に降りた途端にパタリと止やんだのだ。部屋の中まで侵入してきた異い形ぎようは二体だけであり、難なく倒すとベランダから外に投げ捨てた。

　それが三〇分ほど前の出来事。

　これはどういうことだ？　と彼女が首をかしげていたら、いたって冷静な表情のミナトは、仕入先不明のライフルの手入れをしながら無愛想な声で。

「獲物を檻おりから逃さないための看守、ってところでしょうか。憶測ですが」

　全体的に意味不明だ。たくさん疑問が浮かんできた彼女は、その中でも、特に気になっていたことを一つずつミナトに質問することにした。

「ねえ、ミナト」

「なんすか」

「あたしのことキライ？」

「……一昨日おとといのこと、まだ気にしてたんですか。嫌いなわけないでしょ」

「一緒にいてもイイのよね？」

「駄目って言ったって聞かないでしょうに。こうなれば一いち蓮れん托たく生しようだと思ってます」

「あたしが面倒くさいってのは？」

「……ぁぁぅん…………アレ嘘うそデスヨ、全然、嘘デス」

「あたしといると嬉うれしい？」

「嬉しいデスネ、最高デス」

「そっかあ」

　そっかあ♪　──じゃねえよ。

　わずか数分前の会話を思い出して這はいつくばり、必死に爪つめで床を掻かきむしるアイシュワリン。ヤダモウほんと、酒が入ってたわけでもないのに何だったの、さっきの狂気じみたテンション。たまに自分が怖い。あんな生き物、たとえ恋人だったとしても面倒くさいっつうの。後半、ミナトの目が死んだ魚みたく濁っていたのはたぶん気のせいじゃない。なんでこう、自分で自分を抑えられないのか。

　彼と和解することができて、さすがに浮かれていた感が半端無いと思う。

　いや、まあ……百歩譲って、ミナトにシラフでニャンニャンかましてしまった件についてはこの際忘れよう。正直死にたいけど、なかったことにする。

　それよりも、率先して聞かなければならないことが幾つもあったはずだ。

　空から落ちてきたアンダーの正体。

　そして、それを事前に予期していたと思われるミナトの言動。

　彼が何を考え、何を望み行動するのか。

　最も基本的で必要不可欠な情報を、彼女はまだ何一つ聞いていない。

　馬鹿げていると思う。

　隣に立つことが許されたからと言って、それでミナトと未み来らい永えい劫ごう、一緒にいられる保証なんてどこにも無いのだ。それこそ今日にだって、別れの瞬間は訪れるかもしれないのに。

　無駄な質問に時間を費やしたこと、彼女は何よりも後悔していた。

　と言うのも、そんな山やま城じようミナト、今は部屋に姿がない。

　つい三分前の話。

　不意に彼が立ち上がったかと思うと、えらく怖い顔して告げたのだ。

「席を外します。先輩は待機。絶対に待機。危険だと思った時は空に逃げてください」

　そうして、返事も聞かず日本刀片手に飛び出していってしまったのだ。

　そういうわけでアイシュワリンは、先ほどから気が気ではないという。




　彼を探しに行くべきか。

　時間が経過するにつれ不安も蓄ちく積せきし、ついには待機命令の反ほ故ごも考え始めた。

　状況がわからないだけに、ことさらに悩んだ。なにせ水道は止まっているし、五分ならば長めのトイレだという可能性だってある。しかし、こうやって待っている間に、彼の身に何か起きたかもしれないと想像すると胃液が逆流しそうなほど怖かった。

　身体からだが震えてくる。

　あー……まずい。まずい感じだ……と彼女は自覚した。ヤバい。吐き気が強い。

　かつて、本当は止められたかもしれない惨劇を、彼女は止められなかった。気付いた頃ころには、全すべて終わっていたのだ。

　時々、それがフラッシュバックを起こす。独りでいる不安から強い眩暈めまいなど、体調不良に繋つながる。たぶんトラウマの一種なのだろう。少なくとも躁そう鬱うつ症は抱えてしまったと思う。テンションの浮き沈みが昔よりも酷ひどい。

　だから、ますます不安になる。

　今、ミナトに向ける気持ちが純粋な感情なのか、それとも『依存』に過ぎないのか。

「…………」

　誤ご魔ま化かすように呼吸していると、間もなくミナトが戻ってきてくれた。

　ただ、素直に喜びようにも、わけわからん度が大幅に増している。

　彼は三名の男女を室内に連れ込んだのだ。




「……誰？　その人たち」

　いや、一人はアイシュワリンも知っている顔だ。

　まさかのシャロン＝ナイトレイが現れた。

　連邦政府ソラリス技術庁長官の娘という肩書きを持つ著名な連邦軍人、と言うよりも、大阪事件の遺族の一人という認識が強い。あの一件でミナトやアイシュワリンを特に強く怨うらんでいた人物だ。当時の悲痛に怒り狂う表情だけが深く印象に残っていたが、今は別人のように冷静な顔付きで先頭を切って入室した。

　彼女の後ろには大柄な黒人男性。スキンヘッドに、端正に切きり揃そろえられた髭ひげ、いかつい風ふう貌ぼうに反して歩き方は折り目正しく、品性も漂っていた。

　そして最後に入ってきたのがミナトと……あろうことか彼に日本刀で脅された少女。

「ぐす……」

　少女はえらく泣きっ面であった。瞳ひとみを真っ赤にし、これでもかってほど鼻を啜すすっている。二箇所でまとめた綺き麗れいな銀髪、ファッションドールのように華きや奢しやな美少女だっただけにかえって痛々しい。いや、まあ、首のスリングから大きいライフルをぶら下げているので確実にカタギの人間ではないのだろうけども。

「……後生なので顔洗わせてほしいであります」

「我慢しろ」とミナト。

　まるで奴隷商人と奴隷少女と言うか、彼の方が悪役にしか見えない状況に戸惑いを隠せないアイシュワリンだった。

「もっかい聞くけど、どちらさん？」

　再度尋ねると、すっかり怖い目付きを浮かべたミナトは質問者を一いち瞥べつする。

「情報源です」

　いとも不親切な回答だったが、さすがに言わんとすることはわかる。

「まさか、そいつらがアンダー操ってる組織の一味ってこと？」

「んなッ！」

　ここで牙きばを剥むいたのは迷彩服を着た涙目の少女だ。

　見るからに憤慨した口調で。

「それは聞き捨てならないでありますなっ！　我々は誇り高きイギリスのエージェント、間違っても欲にまみれ、連邦政府が企たくらむおぞましき陰謀に加担するつもりはありません！」

「俺が言うのもなんだが、ミスター山やま城じよう。その子を折せつ檻かんしてくれないか」

「……」

　呆あきれたように仲間を睥へい睨げいする黒人男性の言葉に、ミナトはなんとも言えない顔付きで押し黙った。アイシュワリンが口を挟む。

「あたしには悪い子には見えないけど？　と言うか、嘘うそがつけるほど器用に見えない」

　彼が日本刀を置く気配は無い。

「背景が見えない以上、自由にさせるのは危険です。先輩、手錠もらえますか？　後ろの棚に置いてあるんで」

「て、手錠？」

　言われた場所に目を向けると、確かに弾薬などと混ざって置いてある。それも十個ほど、小さい木箱に一まとめ。

「三人分、投げてよこしてください」

　異様に用意が良く、手慣れている。

　かくして三名の男女はミナトによって拘束されると、壁際に一列で座らせられている。

　余談だが、迷彩服の少女は全身に武器を隠し持っていたので、半ば下着に近い格好になるまで剥かれる形になった。もちろん、ボディチェックをしたのはアイシュワリンで、濡ぬれたタオルで顔も拭ふいてあげた。えらく丁寧にお礼を言われた。

　ようやく、ミナトは日本刀の切っ先を床に下ろしている。

　どこか疲れた表情。そして据わった目付き。

　部屋の中央に置かれた椅い子すに腰掛けると重い口を開いた。




「……男のあんた、呼び名は？」

「ＪＤだ」

「そうか。なら、ＪＤに訊きく。ここに来た目的を教えてくれ」

「君の保護だ。ミスター山城」

「ずばり、どこの組織だ？」

「黙秘する」

「隣の女の子がイギリスって口走ってたけど？」

「黙秘する」

「連邦政府が企たくらむ──という発言は本当か？」

「調査中だ」

「いま、世間を騒がせてる《アンダー》と、オタクらの関係は？」

「敵対関係にある。情報も掴つかんでいる」

「ナイトレイとの関係は？」

「君と同じ、保護対象だ」

「僕とナイトレイを保護する理由は？」

「黙秘する」

「黙秘せずに話せる人物と会わせろ、と言ったら？」

「約束しよう」

「ララ＝アイシュワリン……そこにいる彼女に対する扱いは？」

「有能な水使いだと聞いている。協力関係を結べれば助かる」

「ここに来る直前のナイトレイの発言、ＪＤはどう思っている？」

「動機が復ふく讐しゆうである点を除き、おおむね同意する。アンダーの存在を認めてはならない」

「以上までのあんたの回答を、僕に信用させる材料はあるのか？」

「現状、無い。君の直感に期待している」

「…………」

　室内に感情めいた呼吸が響く。

　ミナトは息苦しい顔を浮かべ、椅い子すを立った。

　彼の内心を、どんな思いが巡ったのか。

　やがて、ポケットから銀色の束を取り出すと、ＪＤと名乗る黒人男性へ無愛想に放ほうり投げている。

「手錠の鍵かぎだ、自分たちで外せ」

　それは事実上、懐柔に対する容認とも取れる行為。

　ついには日本刀さえ鞘さやに納めるミナトを見て、アイシュワリンは歩み寄る。

「信用する、ってことよね？」

　囁ささやくように確認すると、彼は硬い表情で肩をすくめる。

「確信はありません。ただ、口車に乗る価値はあると思いました」

「いいんじゃない。あたしも賛成よ」

　実際、アイシュワリン自身も、現れた三人に悪い印象を抱いてはいなかった。根拠はなく、根拠なんて無いひどく曖あい昧まいな直感だが……。それゆえ、ミナトが彼らに対して手荒な真ま似ねに及ばなくて安あん堵どしている。

　間違いなく、ミナトは世界中の誰より、アンダーという存在を強く憎んでいるはずだ。

　憎悪に身を焦がし、いつか自分の限界すら忘れそうで、見ていて怖くなる。

　だから、これは所しよ詮せん、希望的観測なのかもしれない。

　この日現れた、シャロン＝ナイトレイを始めとする彼らが、ミナトの人生に少しでも光を与える存在であれば良いと。

　それがつまり、アイシュワリンにとって残された希望であった。

　もう二年間、彼の、あの憎たらしい笑顔を見ていない気がする。
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　シャロンにはいくつか気になっている点がある。

　まず、あれほどうるさかったコマキの声が、室内に入ってから一向に聴こえてこない。

　受け取った鍵かぎで手錠を外したシャロンは、立ち上がると部屋の外に目を向けた。

「……アンダーたちがやけに大人しいわね」

　コマキの話ではかなりの数の異い形ぎようが周辺区域に潜伏していたはずだが。

　と言うか、ベランダ部分に二匹ほど居てこちらを見ている。しかし、先ほどから襲ってくる気配を見せない。逆に不気味なのだが……

　独り言になっても構わなかったが、山やま城じようミナトが言葉を返してくれた。

「たぶんだけど、タイミングを合わせて動き出すと思う」

「タイミング？」

「誰かの差し金で、人間の部隊が来ると僕は踏んでいた。でも、君らが情報提供者になってくれるなら、わざわざ連中を待つ必要も無さそうだ。勝ち目微妙だったし」

　あながち、彼も彼で独り言だったのかもしれない。声や表情が素っ気無く、シャロンには目もくれなかった。

　そして何やら、熱心に準備を進めている。

　ランド・デイ以前から銃刀法規制が厳しかった連邦で、一体どのように調達したのやら、部屋に隠していたライフルやショットガンを見み繕つくろい始めている。

　シャロンの疑念を読み取ったはずもないが、同じく銃器使いのウルスラが目を輝かせながら身を乗り出した。

「ほほー。連邦でドイツ製の密輸が絶えないという噂うわさは事実でありましたか。アタシも仕事道具の調達には余念が無いつもりですが、しかし、こうして並んでいると目移りするでありますね。おお、そっちのエアバーストグレネードとか普通に添い寝したいです」

「……ところで山城くん、この子に服を返してあげてもいいかしら」

　全身凶器的だったせいでウルスラは服ごと没収され、依い然ぜんとして下着姿のままだった。本人は特に恥ずかしがっている様子も無いが、同じ女子として不ふ憫びんに思ったので、シャロンは着衣の許可を確認する。決して年下相手にカップのサイズで劣り、見ていられなくなったわけではない。

　ミナトは一いつ顧こだにせず、無表情に頷うなずいている。

「服も着ればいいし、好きな武器があったら持ってけ。どうせ大半は捨てていく」

「死ぬほどもったいない。しかし、アタシも積載量ギリギリなので……泣く泣く遠慮するであります」

「なあ、ＪＤ」

　結局、彼はライフルをメイン装備に、ショットガンを肩に背負うと首を回している。

「僕がここに残る理由はなくなった。ぼちぼち移動を始めたい」

「賛成だ。山やま城じようの保護に成功後は、すぐに現場を離脱するように命じられている」

「アンタらの脱出経路が決まってるなら教えてくれ」

　彼の問いかけに頷うなずくＪＤ。

「ああ。中央区の駅から地下鉄に降りて仲間と合流する。そこから避難地区を経由して最終的には首都ウランバートルに一時、身を隠す予定だ」

「途中までは僕が考えてたルートと一緒か……ラッキーだな。なら、地下鉄にはこのマンションから直接降りるぞ。そっちのがリスクも少ない」

　難無くの風に言ったミナト。

　ＪＤは目を丸くしている。

「直接だと？　行けるのか」

「行ける。だからこのマンションを籠ろう城じよう先に選んだ」

　頼もしいと言うべきか。本当に個人で組織と戦争する準備をしてたらしい。

　時折見せる視線は獣的……少なくとも人間的ではない。

「──約束通り、お前らの責任者に会わせろよ？」

　たぶん彼は少しの裏切りも許さないだろう。その瞳ひとみが如実に物語っている。

　傍観していたシャロンは、声を落として隣の着替え中のウルスラに尋ねた。

「あなたたちの責任者って、まさか？」

「……うむ。直近ではコマキ殿でありますな、遺憾ながら」

「遺憾だったのね」

「諜ちよう報ほう員いんとして優秀なのは事実であります。何せ、大阪施設からアンダーのサンプルをほぼ単身で入手したのですから。しかし、基本的に単独行動が目立ち、仲間のアタシにすら腹の内を見せないと言うか……あと、すごくイジワルであります」

「最後の部分は私も同意するわ」

　ヘリコプターの件は暫しばらく根に持ってしまいそうである。

　まあ性格の善よし悪あしはさておき、コマキが、シャロンにとって重要人物の一人であることには変わりない。

　彼女は、まるでアンダー計画を潰つぶすアテのある口振りをしていたのだ。

　騙だまされている可能性は未いまだ捨てきれていない。

　しかし、決死の覚悟はできていた。あとは力尽きるまで走り抜けるだけ。

　思考の中、気がつけば山城ミナトがこちらを見ていた。

「まずはエントランスにいるアンダーを片付ける。全員水使いだろ？　楽勝だ」
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　ひとくちに『水使い』と言っても様々な能力者が存在する。

　語源である『深海踏破』の異能は、あくまで水使い全すべてが備える基本的な性質に過ぎず、彼らの真価は個々のテリトリーを解放した際に顕現する『拡張能力』に集約された。

　ある者は空を自由に飛び、ある者は虚空に壁を創り出す。

　千差万別。指紋や虹こう彩さいのように個々で特徴が異なる拡張能力に基づき、やがて《領界特化型、限定活動型、知覚特化型、秩ちつ序じよ独どく裁さい型》という四つの属性に水使いは分類され始める。（ここに第五属性として《感情依存型》を含める学派も存在するが、イレギュラーとする見方も多く一般的とは言えない）以上の属性分類は、水使いの『スキル判定』と共に連邦のソラリス技術庁が先導し、今や世界基準にまで昇華していた。

　その中でも、知覚特化型は最も個人戦闘で不利だと言われている。

　例えば視覚の強化。千せん里り眼がんなどの異能が知覚特化型にあたり、味方のサポートにこそ優れているものの、物理的作用を発揮することがないため敵に直接のダメージを与えられる属性ではない。

　しかしながらだ。

　知覚特化型に属する山やま城じようミナトは、微み塵じんも躊躇ためらうことなく異い形ぎようたちの前に躍り出た。




　停止したエレベータからワイヤー伝いに降下し、一階エントランスに到着する。

　そして銃声。次いで、銃声。

　数秒後、数体の異形が死し骸がいに変へん貌ぼうし、床を転がった。

「ぬぬ……アタシのお株も危ういでありますな」

　同じく銃撃を戦法とするウルスラが口く惜やしげに呟つぶやくほどに。

　少女の銃撃は躍動感に溢あふれ野生的な力強さがあったが、対する山城ミナトは機械的。壁に背中を預け、長距離モデルのスナイパーライフルをスコープ無しで射撃する。一発一発が正確。シャロンたちが一階に下りた瞬間から、建物に巣食っていたアンダーたちは手のひらを返したように凶暴な顔を見せ始めたものの、涼しい顔した彼に端から撃ち抜かれていた。

　彼の輪郭を覆う銀ぎん鼠ねず色いろのテリトリー……拡張能力を使っている証しよう拠こだ。

　コマキは彼の能力を「取得情報の掌握」と言っていたが、それが関係しているのか。

　必要最低限の所作で前方の敵から制圧し、接近すら許すことがない。

　やがて弾切れを起こすと弾薬交換するわけでもなく、即座に強化ショットガンへ持ち替え、今度は前進しながら手近にいた蜘く蛛も型の化け物の胴と足を破砕した。

「────」

　最中、横から迫っていた枯木型の伸びる腕に対し、鞘さやから抜いた日本刀を片手で振るい、斬きり落としている。そして、再び刃を鞘さやに収める──片腕で収めたのである。

　シャロンの剣術や射撃術に関する造ぞう詣けいは浅い。しかし、それでも唖あ然ぜんとして、一瞬は目を奪うばわれるほどの動きだった。およそ一般市民の技量ではない。

　瞬く間に圧倒する。彼が歩みを進めるほどに怪物の死し骸がいは増えていった。このままでは一人でも殲せん滅めつしかねない勢いである。

　呆ほうけて見ている場合ではない。

　すぐそこで、ＪＤが拳けん銃じゆうを持ちながら腰を落としている。

「ウルスラは山やま城じようの援護をしながら退路防御に回れ。彼に無む茶ちやをされると困る」

「見た感じ無用な気配が……。とりあえず、了解であります」

「残りの女性二名は俺とメーター室に」

　マンションの管理人室の奥には、メーター室という機材や水道検針盤を取り扱う空間があるらしい。そこから地下に降りることが可能だと山城ミナトは言っていた。

　道なら確保されている。

　最初のミナトの銃撃で進路上、邪魔になるアンダーは全すべて破壊されていた。

「ナイトレイは、先に行ってて」

　銃声の中、聞こえた台詞せりふに彼女は眉まゆを上げ、隣に立つ女性に目をやった。

「アイシュ教官は？」

「あは……なっつかしい呼び方ね。今はただの失業者なんだけど」

　つい、そう呼んでしまった。シャロンが水使いのアカデミーに入学した時期、ちょうどアイシュワリンは新米教官として仕事をしていたからだ。

「先にって、どうする気です？」

「あたしは後ろ見ながら行くわ。ミナトとあのチビっ子なら大丈夫だと思うけど、追ってくる奴やつがいないとも限らないし。それに万が一、あんたにテリトリーを使われた日にはマンションが溶けちゃうでしょ」

　大おお袈げ裟さだが、まったくの嘘うそでもない。

　シャロンの拡張能力は加減が効かず、一定密度の固体が融解するまで熱を発し続ける。

　それが生物ならば、せいぜい周囲が熱に巻かれる程度だが、最悪、大理石タイルなど融点が高い物質に直撃してしまった場合、ちょっとしたメルトダウンに繋つながりかねない。隙すきも大きいので気軽には使えないし。

　とかく使い勝手の悪い自身の能力を恨めしく思いながらシャロンは頷うなずいた。

「了解です……ところで、その脇わきに抱えたクーラーボックスは何に使うんです？」

「これ？　生きた魚。やーもー、捨てるに捨てらんなくってさ」

　ちょっと意味がわからなかったのでシャロンはそれ以上聞かず、行動を開始した。

　エントランスに群むらがっていた小型アンダーは既に半数にまで減っていたが、それでも安全が約束されたわけではない。

　慎重に、かつ迅速に移動するＪＤの後を追う。

　ミナトに撃ちぬかれ朽ち果てたアンダーの死し骸がいを尻しり目めに、管理人室を通り過ぎ、間もなく『メータールーム』のプレートを下げたドアに到着した。

　それが開かれた瞬間、ＪＤが声を荒らげる。

「下がれ！」

　声と同時に影が走る。

　メーター室にも一匹のアンダーがいた。

　人間に近い四肢を持つ、あの枯木型だ。

　開けた途端、伸縮可能な腕を矢のように飛ばし獲物を狙ねらったが、ＪＤはそれを拳けん銃じゆうで撃ち落とし、続けて展開した青磁色のオーラを斧おののように収束させると──

「ぬんッ！」

　力強く、異い形ぎようを両断する。

　武器の即製。テリトリーに質量や形を与えるのは領界特化型の特徴だ。

　敵に動く気配が無くなったことを確認すると、彼はうんざりした口振りで息をつく。

「こいつ、ドアノブを回せるのか。忌いま々いましいな」

　シャロンも同じく驚いた。

　アンダーは理性や知性を持たない怪物。今日まで生物兵器という事実すら知らなかった彼女にとっては特にその思い込みが強い。

　これまでの先入観は捨てるべきなのかもしれない。

　きっと、昨日と今日で、自分はまるで異なる世界に立っている。

「これが地下の入り口か。少尉、見てみろ。すごいぞ」

　ＪＤが呆あきれたように笑っている。

　床に不自然に敷かれていたベニヤ板、それをズラすと大きな空洞が現れた。

　コンクリートを貫通する人工的な穴。底は見えない。闇やみだ。高い。すごく高い……

　若干の眩暈めまいを催しながら仰のけ反ぞり、慄おののき、シャロンは口を開く。

「うっ……まさか、これ山やま城じようくんが掘ったのかしら」

「いや、手作業じゃ無理だろう。爆薬や、そこにある掘削機を使ったらしい。数ヶ月はかかっただろうな。何にせよ、マンションから直接降りれるのは助かる。そろそろ〝殲せん滅めつ部隊〟の連中が来てもおかしくない頃ころだ」

　隣を見ると縄なわ梯子ばしごが大きな箱に入っている。五〇メートル分はありそうだ。

　しかし、それに手をかける前に背後ではドアが開く音。

　直後、アイシュワリンの上擦る声が響いた。

「ちょっと、大丈夫!?　銃声聞こえたけど」

　ＪＤが手を振って応こたえる。

「問題無い。手癖の悪い奴やつが一匹、忍び込んでたが。もう片付けたよ」

「なら良かったわ。エントランスもほとんど終わりそうよ。その穴から地下降りるの？」

「らしいな」

「じゃあ、あたし、下にもアンダーがいないか見てくる」

「待て。危険だから俺が」

　しかし彼が口を挟む間もなく、ペンライトを口にくわえたアイシュワリンは、謎なぞのクーラーボックスと一緒に奈な落らくの底へと身投げした。

　まるで水泳選手の飛び込みだ。頭から、迷いの無いフォームだった。

　咄とつ嗟さに身を乗り出すＪＤ。

「おいッ、彼女、穴の深さわかってんだろうな!?」

「大丈夫でしょう。あの人のテリトリー、〝完かん璧ぺきな〟飛行能力だから」

　シャロンが訓練生だった当時から有名な話だ。

　限定活動型に属するアイシュワリンが有する〝翼〟は、目的を『移動』とする能力の中では一つの究極形。例えればヘリコプター並の旋回力を持つ戦闘機のようなものだ。落下死とは最も無縁だろう。

　ＪＤは「やれやれ」と言わんばかりに肩をすくめている。

「……山やま城じようミナトにしろ彼女にしろ、頼もしい限りだな」

「ええ。私もそう思う」

　アンダーの背景に蠢うごめく、国家クラスかもしれない陰謀。

　果たして勝てるのか……そんな不安は、恐らく彼らにとって関係の無いこと。

　きっと山城ミナトは戦い抜くと決めているのだ。相手が誰であろうとも。

　その意思が何より、シャロンは心強いと思った。

　やがて地下鉄に続くであろう深い暗くら闇やみから、明るい女の声が響く。

「問題なぁーし！　ハシゴおろしてぇ！」

　シャロンも高いところが怖いと言っている場合ではない。

　いったん、深呼吸を繰り返した。




　不安定だった縄なわ梯子ばしごを決死の覚悟で伝い、どうにか、冷たい線路に降り立つと彼女はテリトリーを展開しながら周囲を見渡す。

　深海でも活動できる水使いには、視覚補正の能力も備わっていた。原理としては「目に見えるソナー」に近い。

　かつての空爆で壊れた日本自治区に電気はとっくに通っておらず、活動停止した地下鉄は天然の洞どう窟くつのごとく暗黒の空洞と化していた。目立つ物と言えば一台のオフロードバイク。脱出用にミナトが準備していたものだろう。

　先に待っていたアイシュワリンが、ペンライトをツナギの胸ポケットにしまいながら口を開いている。

「……なんか泣き顔っぽく見えるんだけど、どうしたわけ？」

「決して泣いてません。気にしないで下さい」

　唯一、高所恐怖症を弱点とするシャロンだが、暗闇に恐怖を抱くことはない。高鳴る動どう悸きも徐々に落ち着きを取り戻していく。

　ただ、嫌な感じ……抽象的な寒気のような気配。

　その原因は地下鉄の構造にあるだろう。緩やかなカーブを描き、先の見えない一本道だ。

　二人が待機していると、やがて上に残っていたＪＤ、ミナト、ウルスラの順に降下してくる。マンション一階にいたアンダーの駆逐には成功したらしい。

　降りてくるなり、ウルスラは他た愛あい無ないことを言った。

「いやあ、そのショットガンもなかなか効率良さそうでありますな」

　対する山やま城じようミナトは、とんでもないことを言った。

「生き埋めになりたくなきゃ、さっさと移動するぞ」

「……ほ？」

　周囲の反応も待たず彼は、用意していたバイクも置いてスムーズに歩き始めた。

　その途中で、立っていたアイシュワリンの手首を掴つかむと奥へ奥へと連れていく。その行動に彼女は驚いたらしく、上擦った声を発した。

「わ、ちょッ、ミ……ミナト？　いまアンタ生き埋めって言った？」

「このまま敵に追跡にされても面倒なので。上のマンションは爆破します」

「やーん、ワイルド……」

　用意周到も、ここまで来ると化身の域だ。

　──三分後。

　宣告通り、地下鉄内は強烈な振動と轟ごう音おんに襲われた。

　彼の話によると上のマンションには予あらかじめ、建物の支柱を崩すためのプラスチック爆弾と、それに連動する形で空爆時の不発弾が設置されていたらしい。

　都市の構造上、地上の爆発で地下鉄まで破壊される可能性は低いが、マンションの下にはシャロンたちが使った大穴も開いていた。倒壊の際は大量のガレキが落下し、その粉ふん塵じんは広範囲に及ぶだろう。彼の言う通り、逃げなければ生き埋めになるところだった。

　最後尾のウルスラが、後方を振り返りつつ感心したように鼻を鳴らす。

「なるほど。これなら確かに、追手も巻きやすいであります」

「人間の方はな」

　ミナトの横よこ槍やりに、首をかしげる少女。

「ふむ、まるでアンダーの追跡はあるような言い草でありますね」

　今のミナトはＪＤと共に先頭を突き進んでいる。中間にシャロンとアイシュワリン、殿しんがりがウルスラという地下鉄内の配列だった。

　先行く彼の背中は歩調を変えずに説明する。

「組織の連中は僕の〝生け捕り〟を目もく論ろんだはずだ。だから、地上にいたアンダーどもは僕に対して威嚇以上の行動を取らなかった。たぶん簡単な〝命令制御〟は実用化してるんだろう。だったら、逃げられそうになった場合は殺せ──そんな命令も受けているはずだ。少なくとも僕が敵だったら、そうしている」

「つまり、我々が脱出を試み始めた時点で奴やつらは凶暴化すると？」

「地下鉄まで追って来られるかは知らない。──ただ、奴らは予測不能だからな」

　要約すると、安心するには早いという話らしい。

　地下鉄ルートには地上とは異なるメリットとリスクが存在する。

　敵の目を晦くらましやすい分、仮に強力な異い形ぎようと遭遇した場合は逃げ道が無い。用心深い山やま城じようミナトのことだ、その可能性も重々承知の上だろう。

　そして、彼の提示した不安はしばらくして的中する。





　　　◇◆◇◆






　西へ西へと進み、やがて一行は同時に足を止める。

　暗くら闇やみに満ちた地下鉄の奥が、ある地点から光に当てられていたのだ。

　シャロンは精神的に身構えた直後、見透かしたような声が響く。

『みなさん、ご無事で何よりですー』

　正体は知れた。姿の見えない距離から、囁ささやくように語りかけるのはあの女の特徴だ。

　今回は山城ミナトにもその声が聞こえたらしく、手にしたライフルを胸の位置に上げながら隣のＪＤに訝いぶかしく尋ねている。

「今の声、あんたらの仲間か？」

「ああ。性悪だから注意してくれ」

『ひどいですねー。一人さみしくも健気けなげに脱出経路の確保を務め上げたコマキになんたる言い草でしょーか。ま、そこの黒人にはおいおい報復するとして』

「どうかやめろ」

『進んだ先にお車を用意しておりますので急いでくださいなー。ちょいと、モタモタしてたらゴタゴタに巻き込まれそうな気配ですー』

　言われた通り、先を急ぐとすぐに空間が広がる。

　プラットホームだった。ランド・デイにおける空爆後も被害は少なく、稼動していた当時の姿がそのままに残されている。

　そのスペースの中央部分には大きな乗り物。コマキは車と言っていたが、正確には装甲車にレールランナーを取り付けたような、一種のトロッコだ。

　そして彼女自身はその車体に肩を預け、逃げてきた一同を待ち受けている。

　そこには例の信用ならない笑み。そして生の声で開口一番に。

「これ、片道切符ってことで。ご了承を」

　今さら是非も無い。

　全員、言葉もなく乗り込むと、運転をＪＤに託す形でトロッコは動き出した。容量は十人が優に乗れる大きさであり、シャロンはコマキと向かい合う形で腰を下ろす。

　車両の最高速度はかなり速く、時速一〇〇キロ超といったところ。前もって聞いていた予定通りウランバートルを目指すとすれば、直線距離から逆算すると四時間弱で到着できる道程だ。しかし、当然だが直接は行けない。ランド・デイ以降、内陸方面の地下鉄道路線は完全封鎖されているのだ。途中で一度、地上に出る必要がある。

　それ以前の問題。

　出発して一分も経たたず、コマキが不穏な言葉を漏もらしたのだ。

「ふむ……やっぱり追いつかれそうですねー」




　わかりやすい呟つぶやきに、場の緊張感が一気に高まる。

「アンダーが来るってことかしら」

　シャロンの問いかけに、コマキは首肯を返した。

「倒壊したマンションの瓦が礫れきを瞬時に掘り返し、盛大な足音を立てながら走り、高速トロッコとの距離を徐々に詰める──そんな芸当ができる人間でもいれば話は別ですがー。いずれにせよ、このペースでは三分以内で相手に追いつかれるかと」

　その話を聞いたミナトはいち早く腰を上げる。

　彼は特に焦った表情を見せず、敵襲を申告したコマキを冷静に見下ろした。

「あんたも知覚特化か？」

「ブブー。コマキは限定活動型でーす。そのうち詳しく説明しますが、音を操る能力だと思ってくださいな。なので視覚的な情報は一切把握できません。まあでも、足音から数とサイズくらいは推測できますね。追跡者は一匹オンリーで、重量はブルドーザー並かしら」

「高速で移動するデカブツか。たぶん、《コマンダー級》だな」

　ミナトは考え込むように視線を落とした。

　彼が口にしたコマンダー級とは『指揮官』の意味が示す通り、群むれを作るアンダーの中心的存在となる個体に対する軍事作戦上の呼称だ。これまでの発見数が多い個体で言うと、ダイオウイカなどがコマンダー級に該当する。明確な基準は存在しないが、総じて、討伐時の危険性は高いとされていた。ひらたく言うと「特別に強力なアンダー」である。

　何にしても、厄介な化け物が迫っていることは間違いないだろう。

　隣では胡坐あぐら姿のウルスラが口を挟んでいる。

「対戦車ランチャーとか積んでこなかったでありますか？　コマキ殿」

「この短期間で、んなピンポイントな武器どう準備しろっつぅーんですかー、もー。このトロッコも逃走用であって、乗り捨てなのですよー。自由なお金だって限られてますし」

　その時。

「──髪留め、持ってますか？　アイシュ教官」

　シャロンの声に、周囲の会話が止まる。

　不意に尋ねられたアイシュワリンは不思議そうに眉まゆを寄せた。

「髪留め？　今縛ってる髪ゴムだったらあるけど？」

「それ、少しだけ貸してください。すぐ返します」

　借り物で一時的にブロンドを縛ると、シャロンもトロッコの上で立ち上がる。トロッコの先頭は風を逃がす流線型だが、それでも彼女たちが乗る貨物部は吹き曝さらしで荒れている。要するに、髪の毛が邪魔だった。

　後方の暗くら闇やみに目を凝らす。異い形ぎようの気配はまだ感じない。

「コマキ、敵との距離は測れる？」

「残り二分ってとこですかー。少尉──《槍やり》を使う気なのですね？」

「それが一番堅実でしょう」

「望むところです」

　ＣＨＡＦに籍を置くシャロンは、もともとコマンダー級アンダーの討伐を期待して配属された特殊技能兵である。実際、これまで五体のコマンダー級をその手で葬ってきた。今の状況で指を咥くわえているなら、他に働くべき場面なんて無い。

　ただし、これまでの成功譚たんは全すべて海中戦、テリトリーで自由に動ける状況下であり、なおかつ味方部隊の適正な支援を受けての結果だった。

　今回は初めての陸戦。それも、足場が不安定な車両の上。

　ただし、援護に対する不安は不思議と少なかった。

　二つの銃身が同時に現れ、シャロンを挟むように陣取ったのだ。

「ちびっ子、合わせて撃つぞ。相手の足を遅らせる」

「了解！　ところでウルスラと呼んでもらえれば感激であります、ミナト殿」

「…………」

　人知れず……自分ですら知らないうちに、この時のシャロンは少しだけ微笑ほほえんだ。

　どこか懐かしい感覚が胸の内をくすぐる。口にせずとも彼女の意思を汲くみ取とってくれて、確認せずとも信頼に値する──そんな家族が、シャロンにはかつていた。

　今のこの二人の行動が、あの子にちょっとだけ似ていたのだ。

　つくづく己が単純な人間だと自覚する。

　今は、死ぬのが怖い。

　別に高い所でもないのに、久しぶりに心から怖かった。

　それが何より、シャロンは可お笑かしくて堪たまらない。




　やがて、その瞬間は訪れる。

　真っ先に到来したのは騒音。分厚いコンクリートを無む理り矢や理り剥はがすような地鳴りがシャロンの耳に届き、次第にトロッコの走行音すら塗り替えていった。

「──敵接近、だいたい残り一〇秒ですー」

　特に優れた耳を持つコマキがおよそのカウントダウンを開始する。

「五秒」

　まだ、見えない。

「三秒」

　現れた。

　コマキのカウントとの誤差は二秒ほど。闇やみを切り裂き姿を見せる。

　地を駆ける、巨大な猛獣だ。

　その姿は爬は虫ちゆう類るいと霊長類の混ざったものといったところ。

　走り方や、フォルム全体は屈強なゴリラを彷ほう彿ふつとさせるが、全身は硬質の鱗うろこに覆われている。全長は一〇メートルに届くだろうか。背中には骨のような突起物がいくつか突き出していた。赤い真円の目を光らせ、鋭利な牙きばを剥むき出だし、地下鉄の地面を砕きながら、高速で走るトロッコに迫り始めた。

　これまでの蜘く蛛も型や枯木人間と同様に、初めて見る系統のアンダーであった。

　海中起源の生物ではありえない──完全な陸戦型。

　奴やつらが、都合よく造られた兵器だという事実を、まるで自ら肯定するような姿だった。

「──ちびっ子」

「ああもうウルスラですってばぁっ！」

　声、薬やつ莢きよう、火花が交錯する。

　銃撃による牽けん制せいが始まった。

　二人が使うのはいずれも強力なライフル。

　ただ、その弾幕を浴びせても、巨体を誇る異い形ぎようの足を喰くい止めることはできない。ほとんどが硬い皮膚によって弾はじかれていた。確認できるダメージは皆無。着弾による圧力で、追跡速度を少し遅らせた程度だ。恐らく、彼らが次に弾薬交換を行う頃ころには追いつかれるだろう。

　チャンスは一度だけ。

　シャロンはテリトリーを最大拡張した。

　灼しやく熱ねつを想起する紅ぐ蓮れん色が旋風状に空間を侵し始める。

　まるで骨が膨張するような全身に渡る苦痛。

　ひょっとすると人間の器では身に余る力なのかもしれない。理論上の限界は存在せず、永久機関に等しい破壊の法則。持てる全すべてのテリトリーを一点に集約することで、ようやくシステムが構築されるイメージだった。

　体調にもよるが、発動可能までの時間は七秒前後。

　最大射程は二〇メートルに届かない。連続使用では不発動を起こす確率も高い。

　それがファーレンハイトの槍やり。シャロン＝ナイトレイという水使いの、扱いにくくも最大の価値である。

　──結論。

　間に合いさえするなら、彼女は必ず貫いた。

「悪いわね、化け物」

　笑う。シャロンにしては意地の悪い、明確な『敵』を認識した上での笑みだった。

　敵意。この日一日で、いろいろな心の機能を同時に取り戻した気分だ。

　恐怖とか。悲しみとか。憎悪とか。希望とか……

　それと、妹にちょっとでも良い格好を見せたい『お姉ちゃん根性』とか。

「お前らに見せ場なんてあげない。──そのまま、死んでいきなさい」

　目を焼かんばかりの強い光。

　紅ぐ蓮れんの槍やりが炸さく裂れつする。

　追跡者が射程圏内に入って十秒後の勝負。

　名も無きコマンダー級のアンダーは、一度として己の兵器的価値を奮うことなく、暗くら闇やみの中で駆け抜けるように、跡形もなく燃え尽きていったのだ。






　Ｅｐｉｓｏｄｅ．３　グッド・ガール









　別に、大した話ではないのだが。

　生まれてきて二十年間、シャロンはいわゆる『恋愛』にまつわる話にてんで疎い。

　異性に興味がなかった、と言うよりも興味を持つ機会を見つけられなかったのが正解。それよりも妹に意識が集中していた二〇年間。異性との交際はおろか、まともな片思いすら一度として経験していない。

　しかし、そんなシャロンでもだ、ララ＝アイシュワリンという女性が、山やま城じようミナトという男子に対して愛情、あるいはそれに近い感情を抱いていることは漠然と予感した。

　あー、この人たぶん、彼のことが好きなんだろうな──て。

　根拠は無いが、半ば確信に近い。

　そう感じたきっかけは、巨人型アンダーの襲撃を退けて十五分後の出来事だ。

　他に追跡が無いことを確認した後、ミナトは寄り道を申請したのだ。

「一度、Ｂ７地区に届け物をさせてくれ。時間は取らない」

　大した内容ではなかったが、何な故ぜかアイシュワリンがひどく驚いた様子を見せる。

　例の、謎なぞのクーラーボックスを抱くようにして、言葉も忘れたのか、しばらく口を酸欠した金魚のごとく開閉し続けていたのだ。

　そんな彼女を睥へい睨げいし、ミナトは呆あきれた感じの表情で溜ため息いき混じりに。

「自分で食べるって、嘘うそですよね？　先輩、最近はベジタリアンでしょ」

「ミナト……」

　その時の彼女の顔だ。ときめく、というフレーズはまさにアレを指すのだと思う。きっと彼女はときめいていた。いくら男女関係に鈍感なシャロンでもさすがに察する。彼女は彼に、強い慕情を抱いている、たぶん。

　まあ本当、大したことのない話である。

　それこそ、この先の異い形ぎようたちとの抗争を思えば毒にも薬にもならない話。

　しかし、断っておくがシャロンは恋愛に興味が無いわけではない。

　その証しよう拠こに、十代の頃ころは外見に気を配っていた。

　着飾ることが好きであったし、美容院に行けば理想とするイメージをそれなりに伝え、出かける前には鏡をチェックする……その程度の洒落しやれっ気けはあった。

　あと何より。

　自分の胸が平へい坦たんであることを昔から思い悩んでいたのだ。




　だから、コマキから「裸になれ」と提案された時にはいささか顔が引きつる。

「地上に出る前に着替えといてほしいんですよー。時間の節約ですー」

　あれから、アイシュワリンの届け物とやらも終わり、トロッコは内陸に向けて走り続けている。あと十分もすれば、日本自治区エリア内の最後の駅も抜けるだろう。

　ここに来てストリップをしなければならないらしい。

　軽く反抗した。

「本気で言っているのかしら。嫌よ、意味がわからないわ」

　貨物スペースを載せただけのトロッコだ、更こう衣い室しつなんてあるわけもない。幸いＪＤは操縦席に座り、パーテーションを挟んで死角に入っているが、すぐそこには山やま城じようミナトがいる。ほいほいと脱げるわけがなかった。

　対するコマキの言い分は以下の通りだ。

「このあと首都に潜入しなければならないのですよー。シャロン少尉、ひょっとしてダイバースーツのまま動き回るおつもりですかー？　目立ちまくりじゃないですかヤダー」

「困ったわね。正論だわ」

　シャロンは海中作戦用の潜水服を未いまだに着ていたのだ。当然、下着の類たぐいは身に着けていない。こんなことになるならヘリコプターに収容された時に着替えを借りておくべきだったと後悔が募る。いや、そもそも、何な故ぜさっきミナトが寄り道を申請した時、トロッコが止まっていたタイミングで言ってくれなかったのか。わざとではないのか。

　そうだ、改めて停車してもらえばいい──シャロンがそう思いついた時だ。

「ほらほら、ウルスラも。そんな迷彩服だと目立つので、こちらの作業服を」

「了解であります」

　ぽぽーいと脱いでぽぽーいと着替えを終える少女。

「…………」

　途端に言い出しにくくなったシャロンは口を噤つぐむ。軍人としてなら、ウルスラの行動が圧倒的に正しい。

　軍隊ならば作戦行動中、状況次第では男女分け隔てない空間で着替えさせられることも決して珍しくない。羞しゆう恥ち心しんに駆られ、こんなことでわがままを言う方が本来は異常なのだ。

　シャロンはさり気なくミナトの動向に目を配る。

　片かた膝ひざを立てて座る彼は、ライフルを肩に置くように立てかけ瞑めい想そうに耽ふけっているようだ。目を瞑つぶっている。チャンスと言えばチャンスだろう。

　そこでコマキが「あー」と漏もらす。

「ひょっとして少尉、男子の目が気になります？」

「仮にそうだとして、どうして狙ねらったように口にするの？」

「これは失礼しました。コマキも職業柄、異性に裸を見られるのなんて今さら抵抗もなく、感覚が麻ま痺ひしてたようです。でもでもー、そーゆー女の子らしい感性、とっても大切だと思いますよー？　とゆーわけで、ヘイ、ミナトくん」

「見ないよ」

　瞑めい目もくしたまま彼は口を開いた。

「信用できないなら後ろを向いてる。それでいいだろ」

　言葉通り、運転席の方に身体からだを回す感じでシャロンに背を向ける。そして、わざわざ視覚補助のためのテリトリーまで遮断しているようだった。

　コマキは満面の笑顔を浮かべ、作業着とティーシャツとボクサーパンツをシャロンへと差し出す。

「さあ少尉、心置きなく着替えちゃってくださいなー」

「…………」

　間違いなく、今が一番恥ずかしい思いだった。

　きっと、ミナトは始めから彼女の裸を見る気はなかったし、万が一見てしまったところで眉まゆ一つ動かすことはなかっただろう。自じ意い識しき過か剰じようほど滑こつ稽けいなものはない。

　ここにいる全員が、アンダーを共通の敵として集っているはず。

　それはシャロンも同じ。妹の弔い戦争に身を投じると、先ほど心に誓ったのだ。

　ここに来て、女性らしさなんて邪魔になるだけなのか。

　昔のような感情が戻ってきた分、その弊害に戸惑いを抱くシャロンだった。

　これまでは自じ暴ぼう自じ棄きだったからこそ、軍人らしく振舞えていたのかもしれない。
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　少し恥ずかしそうにダイバースーツを下ろし始めた彼女を、アイシュワリンは気の毒に感じながら眺めていたが、やがて抱いた感動に嘆息を漏もらした。

　曝さらけ出されたシャロンの肢体は、非常に美しい形をしていたのだ。

　暗い地下鉄の中、テリトリーを使っても細かい肌質まではわからない。しかし、軍人として鍛えているだけあって、引き締まったシルエットは同性として目を奪うばわれるほどに可か憐れんだった。決して筋肉質というわけではなく、むしろ無駄な肉が一切無い。健康的に洗練されている。それは、グラビアモデルといった人種と比べて、まったく異質の肉体美だった。

　ほう、と思わず見とれていたが、すぐに隠れてしまう。

　シャロンは胸に『ニコニコ塗と装そうカンパニー』と印刷された色気の無い作業着に身を包むと、やや憤然とした面持ちでトロッコに座り直していた。

「さて、ちょっとした世間話でもしましょうかねー」

　おもむろに、亜あ麻ま色いろ髪の女性が語り始める。確かコマキと呼ばれていた。出会ってから今まで明るい笑顔を絶やさず、それだけにどこか胡う散さん臭くささの漂う女だ。

　その言葉に反応を示したのがミナト。

　先ほどまで後ろを向いていたが、シャロンの着替えが終わったことを悟ると振り返り、喋しやべりだしたコマキを厳しい目付きで睨にらむ。

「……あんた、話せる立場の人間か？」

「はいー。某国の諜ちよう報ほう的組織マザーグース、アジア支局幹部のコマキと申しますー。そうですね、まずは簡単な前後関係からお話しましょーか」

　それから彼女は、自分たちが過去に消滅したはずの英国軍事情報局の人間であること、生物兵器の存在には否定的立場であること。

　そして、事件の黒幕は連邦機関に潜んでいる可能性までを述べた。




　──黒幕が政府関係者？

「は？　いや、ちょい待った」

　自然と浮かんだ疑念に、アイシュワリンは咄とつ嗟さに口を挟んでしまう。

「それじゃなに？　犯人は自分らの国を危うくしてるってことじゃない」

　にわかには信じられない。

　一年前に大量のアンダーが上陸した『ランド・デイ』の際に、オリエント連邦は実に国力の三割を損なう大きな被害を受けたのだ。コマキの言う通り犯人が連邦関係者ならば、それは自傷行為以外の何物でもない。理解に苦しんだ。

　しかし、コマキは柔和な微笑ほほえみを湛たたえたままで首を傾ける。

「むしろ、生物兵器実験の初期段階で他国を狙ねらう方がリスキーじゃありません？」

「どういうことよ」

「たとえば、海を渡ってアメリカ連合に生物兵器が発生した場合、彼らは血ち眼まなこになって事態の究明に乗り出すでしょう。そうしたら一種の戦争。犯人からすれば余計な手間と危険を増やすだけです。しかし、アンダーによる事件が連邦領土内に留とどまるなら、諸外国は復興援助を演じることはできても事件の直接的介入に踏み切りにくい。よって、生物兵器を実験的に運用するのなら自国内が最も好都合だと思いませーん？」

　一応、筋は通っているような気もするが。

「だからってさ……やり過ぎでしょ。ランド・デイの時に何人死んだと思ってんの」

「あれは当初、コマキも驚きましたけど。マザーグースで調査を続けているうちに得心が付きましたね。あのランド・デイは、牧場を広げるための口実ですよ」

「牧場？」

「アンダーの研究を行うのに適した空間、とでも言いましょうか。いまやアジア大陸の沿岸一帯が空爆により焼き払われて廃はい墟きよと化してます。かつ、アンダーどもの根城は海中。そんな状況の中、軽々と海に近づく一般市民がいると思いますかー？」

「まず、いないわね。でも、あんたが何を言いたいのかサッパリなんだけど」

「木を隠すなら森の中──その逆ですよー。犯人は大量のアンダーを投入し、連邦軍による空爆を誘導。そうして沿岸が無人地帯になれば、犯人も海岸に近づく者の把握が容易たやすくなり、トラブル管理もしやすい。巨大な自由空間の出来上がり、って寸法です」

「…………」

　アイシュワリンは閉口した。

　意味は理解した。しかし、本当にそれだけの理由であの地獄のような惨劇を引き起こしたのだと想像すると、あまりに気持ちが悪くて言葉が浮かんでこなかった。

　実験の暴走による大量発生だと聞いた方がまだ少しマシな気分だったろう。ランド・デイで壊かい滅めつした都市には彼女の故郷であるインド地区も含まれている。幸い、両親はチベットに逃げ延びたが、顔かお馴な染じみの人間が大勢死んだ。それが全すべて、ある人間たちの利己的な思惑による結果かもしれないと聞いて、胃が軋きしむような不快感がこみあげてきた。

　コマキの話は続いている。

「憶測の域ですが、こうしてアンダーが表舞台に現れてる時点で、連中の計画は五〇パーセント以上進行しているでしょう。一〇〇パーセントに達した時点でどうなるかは知りませんが、ま、わかりやすい線で行くと世界征服ってとこですかねー。しかし、仮にその野望が成就されたとしても、ゆくゆくは人類が滅亡するでしょう。それこそ、黒幕諸もろ共ともに」

　凄せい惨さんな未来を、コマキは清涼な表情で語る。

　いっそ聞きたくもなかったが、アイシュワリンは呟つぶやいた。

「人類滅亡って……やけに確信した口振りじゃない」

「予言じゃないですけどねー。マザーグースで実施したアンダーの運用シミュレーションの結果、やがて制御不可能になる見込みが強いと判断した、とだけ言っておきましょうか。連中がどれだけ自らの管理能力に自信を抱いているのか知りませんが、人類ご終了の可能性がある以上、我々も指を咥くわえているわけにはいかないのですよー」

　世界が滅びるかもしれないから阻止する──動機としては至極まともだ。善悪の概念とは関係なく、予期される脅きよう威いを排除したいと試みることは人間として当然。

　しかし、これまでの話が事実か否いなか、現時点で確かめるすべが無い。

　アイシュワリンは無意識に目を泳がせた。

　心の安定を求めるようにミナトを見る。彼は依い然ぜんとして表情無く、寡か黙もくを貫きコマキを睨にらんでいた。すっかり根暗になってしまったが、結局、何を考えているか掴つかめないところは今も昔も変わっていないような。

　つい、不安になって声をかけるアイシュワリン。

「ミナトは、今までの話どう思う？」

「うん」

　彼女の声で、ミナトの瞳ひとみに人間味が少し戻る。

　放ほうっておけば、そのまま闇やみに溶けて消えてしまいそうだった。

「仮に事実なら、どうやって連中の計画を挫くじく気だ。アテがあるなら聞かせてくれ」

「ええ。そこが本題ですよねー」

　微笑した女が目を細める。彼との会話を楽しむように。

「大おお雑ざつ把ぱに分けて、工程は二つです。一つはアンダーにまつわる全すべての研究データの抹消、そしてもう一つは、ある〝起源種〟を討伐することです。このうち、後者の協力をシャロン少尉とミナトくんに依頼したいと思っています」

「……起源種？」

「ええ。研究の始し祖そとなった個体。マザーグースでは《ファースト》と呼んでます」

　コマキからようやく微笑が消える。

　その表情を見たアイシュワリンは、わずかに身じろいだ。

「彼女だけは絶対に破壊します。それが、コマキの使命だと思ってください」

　少なくとも今の瞬間だけは、彼女の言葉に詭き弁べんが含まれていないように見えた。

　ただ、わずかに浮上した違和感。

　その正体に、アイシュワリンはこの時気付くことがなかった。

　まあ、気付いたところで運命が変わっていたわけでもないのだが──
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　走るトロッコは日本自治区を抜け、やがて内陸エリアの郊外に接近する。

　そこから先は地下鉄の廃線を進むことはできない。厳重に埋め立てられ、完全に封鎖されてしまっているのだ。

　二一四七年現在、連邦首都、ウランバートルに外部から入場する方法は限られている。

　ランド・デイで大量の難民が発生し、政府が治ち世せい混乱を防ぐため居住制限を設けたことが最大の理由だ。今は選ばれた市民しか、安全な首都で暮らすことが許されていない。

　無論、不法を承知で潜り込もうとする難民も存在する。ただし、憲けん兵ぺいに見つかった際には強制的に収容所送りだった。海辺の施設である。しかも、アンダーの襲撃を受けた場合は職員の避難を第一とし、収容者の安全は保証しないという確約付きだ。それならば避難地区の方がまだ、警備こそ薄いが海から離れていて安全。結果、この一年間で首都における不法侵入者の検挙数は五〇名くらいに留とどまっている。

　巨大な壁に囲まれているわけではないが、厳げん戒かい態勢をしくウランバートルへの滞在はたいへんな危険が付きまとう。

　ただし、ここで重要なのは「滞在」が困難であることで、単に侵入するだけならば、その限りではないということ。

　ある一部の人間にとって、未いまだ物資が充実するウランバートルへの潜入を繰り返すことは、もはや日常茶飯事だと言えた。

　金とツテ。

　それさえあれば問題が無い。




　シャロンたちはトロッコと武器を捨て、地下鉄から地上へと出る。

　首都と最も隣接した避難地区であるＢ２エリアの近辺である。

　そこには一台のトラックが人目を隠れるように停車しており、二の腕に刺青いれずみをした柄の悪い白人の男が運転席で退屈そうに煙草たばこを飲んでいた。

「六名ですー。ナニィ通りのクーロンビルまで」

「あいよ」

　タクシーでも使うようにコマキは行き先を伝えると彼にドル札の束を渡している。そして、すぐに後部のコンテナが開かれたのでシャロンたちは誰からともなく乗り込んだ。

　荷台には食料や生活消耗品が大量に詰まれていた。連邦政府が入札で雇っている民間業者は数十社にも上り、中にはマフィア的な方法で副収入を得ている会社もある。そして、兵士が管理する検問所でも、一部では金銭交渉で車両の通行許可が下りるそうなのだ。

　そのあたり、同じ軍人としてシャロンは呆あきれ返ったが、しかし、考えてみるとこの手の汚職が軽視されるのも無理からぬ話なのか。

　真に恐れるべき存在はアンダーという異い形ぎよう。

　少数の人間を通したところで大事はないという末端兵士たちの認識。あとでパトロール担当が捕まえればいいとでも思っているのだろう。

　それに、不法侵入者は一目でわかるような仕組みが施されているのだ。

「今のうちに確認しときますけどー、カード無い人いますー？」

　ここで言う『カード』とは、居住権を認証する住民ＩＤのことであり、首都内でそれを所持していないと憲けん兵ぺいが所持する監視スコープですぐに見分けが付いてしまうのだ。それが不法侵入者を排除する、最大の障壁である。

　ちなみに軍人であるシャロンには専門のカードが支給されていたが、今は無い。

「私はさっきまで裸だったのよ？　あるわけないでしょう」

「怒ってますー？」

「怒ってないわ」

　結局、カードを所持していなかったのはシャロンとアイシュワリンだけだった。

　英国スパイの三人組が持っていることは当然として、山やま城じようミナトも所持しているらしい。

「計二枚ですね。助かりますー、一枚増えるだけでも手間なんで」

　移動して三〇分。

　検問を抜け、首都エリアに入った闇やみトラックが停車した。




　コンテナを降りたシャロンが景色を確認すると、そこは建物の地下駐車場のようだ。高級車が目立つので、それなりに格式の高いビルなのだろう。

　そして、去っていって、一人の、エリート商社マン風の中年男性がエレベーターから現れ、まっすぐシャロンたちのもとへ近づいてきた。

　コマキはピースサイン。

「二枚」

　男は頷うなずき、スーツから二枚のカードを取り出すと彼女に渡している。

　偽造か横流しか知らないが、いずれにしても重大な犯罪である。今回は金を渡していないあたり、同じ組織の人間なのかもしれない。決して誉ほめられた方法ではないが、とりあえずは憲けん兵ぺいに検挙される心配が少なくなったことは確かだ。

　時刻は夕暮れが迫っている。

　ここにきて、コマキの笑顔も少し疲れているようだった。

「……さて、と。休む場所は用意してますんで、いったん皆さんは英気を養っててくださいな。コマキはちょっと外れます。今夜中には戻りますので、詳しい相談はその時に」

「む？　コマキ殿はどこへ行くであります」

「装備の手配とか別働隊の進しん捗ちよく確認とか。ウルスラに任せられない活動諸もろ々もろですよー」

「ウ……それは面目ない、お疲れ様であります」

「いーえ、適材適所ですしねー。可能性は少ないと思いますけど、ここに敵が来た場合は少尉たちの警護をお任せしましたよー」

　その時。

「僕も。少し抜ける」

　ミナトの言葉に、コマキは首をかしげた。

「おや、どこへ？」

「この近くに家族が住んでる。せっかくだから様子を見てきたい」

「なるほどなるほど。でもですねー、あなたは敵組織の連中に顔が割れてるのですよー。無む闇やみに動き回るのは危険なのでは？」

「理解した上で言ってる。問題を増やす気は無い」

「わかりましたー。意思は尊重しましょ。ただ、コマキの意思も尊重して、ＪＤかウルスラを一緒に連れてってもらえますー？　護衛と監視の名目で」

「ああ。それでいい」

「ふむ。ならばアタシが責任もってミナト殿を」

　仕事熱心なのか、勇んで志願しようとしたウルスラ。

「……いや」

　しかし、それを即座に遮ってミナトは言った。

　彼にしては珍しく、表情が変わる。渋い心境が見て取れた。

「女子は面倒くさい。ＪＤ、悪いけど一緒に来てくれ」

「了解した」

　言い草が言い草なので、ウルスラの表情がちょっと悲しそうに曇っていた。
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　かくしてミナト、ＪＤ、コマキの三名が別行動。

　一方で、シャロンとウルスラとアイシュワリンという、所属がまったく異なる女子三名が一つのビルに取り残される形になった。

　ウルスラがスーツの男から鍵かぎを預かり、彼女たちは二〇階行きのエレベーターを昇る。

　突然ぼそりと呟つぶやいた。

「ひょっとして、ミナト殿もゲイでありますか？」

「──ふァ!?」

　唐突かつ直球の質問に、アイシュワリンが素すっ頓とん狂きような声を漏もらす。

　ただの一言でだいぶ動揺したらしい。目を白黒、口をパクパクさせて背の低い少女を長々と見下ろしていた。

　この時、シャロンはと言うと、静観の一択以外が念頭に無い。そう言えば確か、海に沈む前のイギリスって同性愛に関してかなりオープンだったかしら、と以前観みた映画の内容をぼんやり思い起こすだけだった。ところで今、ウルスラは「ミナト殿〝も〟」と言ったか。いや、詮せん索さくするのはよしておこう。

　エレベーターが二〇階に到着。証券企業や保険企業と思おぼしきオフィスが連なる廊下を右に進むと、突き当たりに『ニコニコ塗と装そうカンパニー』という看板を下げた事務所があった。ウルスラはそこに鍵を差し込んでいる。

　入室すると普通のオフィスだ。デスクがひしめき合っていた。従業員の姿はない。

　ここでようやくアイシュワリンが回答の言語化に成功している。

「ンなななッ、ンなわけないでしょっ！　あいつは異性愛者よ！」

　だいぶ声が裏返っている。

　振り返り、大きな瞳ひとみをくりっと丸めるウルスラ。

「ほう。ならば無用な心配でありましたな」

「へ、心配って？」

「いえ。ＪＤはアレで一応既婚者でありますから。ここで不倫とか三角関係とか、そういうドロヘドロな展開は個人的に苦手なので懸念しておりました」

「ああ、そう……それは確かに杞き憂ゆうだわ。あのね、さっきミナトがあんたを選ばなかったのは、あいつの妹がその、ちょっと難しい性格してるからなのよ。別に、ウルスラに問題があったわけじゃないから、安心して」

「そうなのでありますか。難しい性格、と仰おつしやいますと？」

「ぶっちゃけ小こ姑じゆうと……つったら悪いけど。ミナトの隣に女性がいるって時点でスイッチオン。あんたも一緒に行ってたら敵意剥むき出だしで職務質問受けてたわよ、たぶん」

「おおう……俗に言う〝ブラコン〟というアレでありますか」

「違う」

　その時、彼女の表情は確かに曇る。

「たぶんマツリちゃん、今でも星ほし野のさんのことがショックで……」

　独り言だったのか。その声は次第に消え入った。

　次の瞬間には苦笑いを浮かべて、話題を改めている。

「とにかく、彼女なりに事情があってね。女の子がいると途端に不機嫌になるのよ。いい子なんだけどね。一緒にいればお茶も淹いれてくれるし。代わりに眼めで殺してくるけど……」

「ふむ、いろいろ複雑なのですな」

「そういうこと。ところで、コマキって人はここで休めって言ってたけど、そこらへんの椅い子すに勝手に腰かければいいわけ？」

「む？　それでも構わないのですが、しかし奥にちゃんとした詰め所があるので。いま案内しましょう」

　言われるがままウルスラについていくと、少女は支社長室の扉を開け、デスク上に置かれていた調度品の壺つぼを触り始めた。すると「かちり」と音が響く。それで何かしらロックが解除されたらしく、奥にあった重厚な書籍棚を手で押すと簡単にスライドしていた。本当にスパイ映画のようだとシャロンは感心してしまう。

　隠し部屋が現れた。

　大して広くはない。ビジネスホテルの個室を二つ足した程度、雑ざ魚こ寝ねするならせいぜい十名が限界ってとこだろう。全体的に簡素な造りだ。ベッドすら無い。代わりにマットレスが敷かれていた。他に目につくものはソファとテーブルと冷蔵庫。

　それと背の高いロッカーが一つ。

　中身は案の定と言うか、各種銃器だった。地下鉄以降、拳けん銃じゆうを除いて捨ててきたウルスラが欣きん喜き雀じやく躍やくの様子で抱きついている。海中戦でも使用していた大型の対物ライフルを捕まえて表情が悦に入っている。あながち、それが彼女にとっての慰安なのかもしれない。

「さあ、お二人も、ひとまず今は任務を忘れて休息を取るであります」

　そう言われても、今に置かれた状況を考えるとゆったりと寛くつろぐ気分にもなれないのだが。

　仕方ないか、とシャロンは肩を落とす。

　どのみち、コマキたちが戻ってこない限りは話も進まないだろう。今後に備えて体力を養うのは確かに必要なことだった。それに軍の任務を途中放ほう棄きしている身だし、下手に動き回るわけにもいかない。

　見ると早速、アイシュワリンが冷蔵庫の中身を確認していた。

「ここの飲み物って、もらっちゃっても平気？」

「ご遠慮なく、であります」

「さんきゅー。んー。お茶、コーヒー、オレンジジュース、サイダー、ミネラルウォーター。ビール……は、やめとくかあ。ねえ、ナイトレイ。いま言ったやつだと、どれ飲む？」

「え」

　不意に話を振られたのでシャロンは回答に窮した。

　そう言えば、喉のどがカラカラだ。好意に甘える。

「なら、オレンジジュースで」




　二人は自然と同じソファに腰をおろす。

　それぞれ手には缶ジュースと缶コーヒー。シャロンはまずプルタブを抜いて半分ほど一気に喉へ流し込むと、白い天井を仰ぎながら「ああ、気まずい」と考えた。

　元訓練教官であるアイシュワリンは、山やま城じようミナト同様、シャロンが訓練生だった頃ころからの知り合いであるが、担当が違ったので親交は深くない。何度か、会話を交えた程度だ。

　何より、彼女も『大阪事件』で生き残った一人。

　訓練生を見殺しにしたと、当時のメディアは苛か烈れつに報じていた。シャロンもその通りだと信じて疑わなかったので、一時は壮絶な憎しみを抱いていた相手である。

　コマキは自分が招いた種だと告白した。

　それはたぶん真実で……だとすればアイシュワリンもまた、あの事件の被害者。

　だから今は、とても複雑だ。

　隣に座り、どんな顔をして良いのかわからない。

「ごめんなさい」

　突然、アイシュワリンが謝罪の言葉を漏もらす。

　ますます、シャロンの表情は強こわ張ばった。

「いくら謝ったって、足りないことはわかってるんだけど。本当、ごめんなさい。あんたの妹さん、守ってあげられなかった。ミナトはあの時、自分がボロボロになるまで頑張ってたわ。あいつは一つだって悪くない……あたし、なのよ。全部。あたしが、肝心な時に迷子になって、結局、あの子たちの傍そばにいてあげることさえできなかった……」

「…………」

　その通りだ。

　──咄とつ嗟さに、そう考えてしまう薄暗い感情も、確かにシャロンの中には巣食っている。

　もっと、彼女とミナトがしっかり守っていてくれたら……それこそ、自分の命に代えてでも妹を助けてくれたら、と。理屈ではない、どうしようもない気持ちが。

　きっと、この葛かつ藤とうは長く続くだろう。もしかすると死ぬまで割り切れないかもしれない。

　しかし、シャロンは既に自己の立ち位置を決めていた。

　そして、アイシュワリンもまた、同じ立場にいる人間だと知っている。

「もしも贖しよく罪ざいが必要なら、私はあなたを許します」

　良い機会だと思う。

　意思は口にした方が、より強く実を結ぶこともあるだろう。

「それでアイシュ教官の負担が軽くなら、許します。だから、私にも力を貸してください。アンダーを滅ぼして妹の仇かたきを取る──それが今の私の望みです」

　淡々とした口調の中にも熱がこもる声。

　アイシュワリンは、シャロンの表情をしばし見つめたが、やがて破顔すると頷うなずいた。

「うん──それは約束する。あたしは、あんたを裏切らない」

　シャロンも笑顔を返した。

「なら、心強いです」

　他人との交わりで、感情が乱れるのは防ぎようのないことだ。

　必要なのは強い意志で自分を戒めて、成すべき願いを果たすだけ。




　待機を始めてからウルスラは一つのことに熱中しているようだった。

　軍人であるシャロンですら見たことがない大型ライフルを細かく解体して、部品の一つ一つを手に取って眺めている。点検と整備。運用に不安を残しているのかもしれないし、単純に暇ひま潰つぶしが目的なのかもしれない。

　テレビやラジオの無い部屋だ。パソコンは一台置いてあるが、触る気にはなれない。

　かと言って、マットの横になって眠れるかと言えば否いな。少なくともコマキやミナトが戻ってくるまでは休む気にはなれないシャロンだった。

「その大きなライフル、ウルスラの物よね？」

　試しに声をかけてみると、小柄な少女はリスのように首を回してコクコク顎あごを落とす。

「アタシの相棒であります。まあ、このモデルは半ば大砲なので、陸戦で下手に使おうものなら撃った拍子にアタシも転びますが。ほとんど海中戦用ですな。水中ならテリトリーの移動制御でショックも相殺できますゆえ」

「そう言えば、海の中でも平気で発砲してたわね。普通、水中で弾丸は飛ばないでしょう。あなたの能力に関係しているのかしら？」

「まさしく。アタシの拡張能力です」

　肯定を全身で表現するように、少女はテリトリーを展開した。

　本人の髪の色と似た、明るい蜜み柑かん色の光だ。

「属性は秩ちつ序じよ独どく裁さい型。空間の物理作用を空気中の状態に〝偽造〟するフィールドを任意範囲に形成できるあります。本来、水中遭難者の救助などに適した非戦闘能力なのですが、もっぱらアタシは弾丸エネルギーの保存に利用しております」

「それ、すごいわよね？　テリトリーの〝深海踏破〟を他人に付与できる能力なら知ってるけど、あなたの説明だと、それも超えて宇宙空間でも生命維持できるって理屈じゃない」

「まあ、可能かもしれませんけど……えへ」

　シャロンが素直に賞賛すると、ウルスラははにかんだように笑い、俯うつむいてしまった。口周りを緩め、しきりに前髪を弄いじり始めている。意外と照れ屋なのかもしれない。

「しかしながら、熱変化や敵のテリトリー能力までは無効化できないので、例えば火事に遭えば普通に焼け死にますし、アンダーから浮力を奪うばって海底に沈める戦法も不可能であります。何よりも、今のような空気中ではそもそも無意味な能力でありますし」

「さすがに万能とはいかないでしょう。でも、教えてくれて助かったわ」

　これで一応、シャロンにとって不明能力者はいなくなったと思う。今後しばらく、このメンバーで行動するのなら、味方の能力を把握しておくに越したことはない。各々のできること、できないことの区別ができれば戦闘時の行動も組み立てやすくなってくる。

「私とウルスラが秩ちつ序じよ独どく裁さい、アイシュ教官とコマキが限定活動、ＪＤが領界特化、そして山やま城じようくんが知覚特化型か……バランスは取れてるわね。能力の性格も目的もバラけてるし。少人数だけど、ＣＨＡＦの一線部隊と比べても負けてないわ」

「まったく同感であります！」

　妙なスイッチでも入ったのかウルスラは整備中のライフルを新聞紙に置くと、片かた膝ひざを立てて拳こぶしを握りこんだ。

「少尉殿に始まり、ミナト殿やアイシュワリン殿のご助力を頂いた今、アタシは負ける気が微み塵じんもいたしません。うん、必ずや、連邦の不届きな野望を打ち砕くであります！」

「あー、ちょっとね。ちょっと」

　そこでソファの肘ひじ掛かけに寄り掛かっていたアイシュワリンが手をあげる。

　表情には怪け訝げんが滲にじみ出でていた。

「水を差すようで悪いけど、六人だけじゃさすがに限界があるでしょ。おたくらの、マザーグースだっけ？　その機関も当然、バックアップなり協力は期待できるのよね」

「ふむ……」

　途端にウルスラがトーンダウン。アイシュワリンが勢い良く身体からだを起こした。

「おおーい？　……どうなんだ、そこんとこ」

「それが、実は、アタシにも正確なところはわからないのであります。物資の補給こそ受けてますが、マザーグースとの直接的な連携は完全にコマキ殿が執り仕切っているので。アタシ自身、一年前に亡くなった祖父の遺言で、コマキ殿の補佐を命じられた身分でして。他の幹部に会ったことすらまだ一度も……まことに申し訳ないであります」

「あ、ごめん、……別にウルスラを責めたわけじゃないから、そんな顔しないで」

「結局」

　シャロンは呟つぶやいた。

「私たちの今後も、コマキ次第ということかしら」

　彼女は連邦と全面対立を謡うたうマザーグースの代理人というわけだ。

　それに不満が無い、と言えば明らかな嘘うそになる。

　ウルスラやＪＤはともかく、あの女に限っては完全に気を許せば危険だと心が訴えている。何か、重大な事実を隠している気がしてならない。所しよ詮せん、いわゆる「女の勘」に過ぎない疑念なのだが。

　秘密があること自体は構わない。目的を果たすために必要な情報や物資提供さえ得られれば、それで十分だと思う。

　しかし、もしもシャロンたちにとって致命的となる、コマキの隠匿や虚偽があるとしたら──そこだけが不安だ。

　他の背景が存在しないアイシュワリンと違い、コマキに対してシャロンが「仲間意識」を抱けない理由はそこにあった。

　あくまで協力関係。

　アイシュワリンの言うとおり、個人で戦える相手ではないのだから、建前上の利害が一致する限りは組織としての援助に期待するしかないだろう。

　思考の隅、アイシュワリンの声が聞こえる。

「つまりウルスラは、お祖じ父いさんの言いつけで諜ちよう報ほう員いんやってるんだ」

「きっかけを言えばその通りであります。アタシにとって、グランパの言葉は全幅の信頼に値するものです」

　明るく頷うなずいた笑顔に一点の曇りも見られない。

　祖父に対する心からの愛情が表情に溢あふれていた。

「百年前に沈んだイギリスをアタシは知りません。祖父も同じです。過去の国として忘れることは簡単だったでしょう。しかし、祖父が言っておりました。忘れる自由も正しいが、忘れぬように戦い続ける選択肢もある──選べることは忘れるな、と。だからアタシは、敬愛する祖父が戦った意味を無駄にするような生き方は選びたくないのであります。誇り高き英国人の一人として、決して他者を虐しいたげる世界を許しはしません！」

　まるで、シャロンが今も妹の影を追い求めるのと同じように。

　それが少女にとっての戦う理由なのだろう。

　思い出は時として苦しい。

　いっそ、心の海の奥底に沈めてしまいたくなるほどに。

　しかし、忘れてしまうにはあまりにも愛いとおしいものだった。





　　　◇◆◇◆






　最後に時刻を確認した時には深夜を回っていたはず。

　先ほど、長かった七月七日が終わりを迎えた。

　自分でも気付かぬうちにアイシュワリンは眠ってしまったようだ。

　彼女は夢を見ていた。

　世界が壊れてしまう、ほんの少し前の夢。いつもの夢だ。

　夢の中にはミナトがいて、さらには彼の幼おさな馴な染じみである星ほし野のナツカや、アイシュワリンの教え子であったメイファ＝リーの姿もあった。二年前の事件で死んだ少女たち。当然だ。この夢は彼女たちを死に追いやった忌まわしい記憶の焼き回し。タイムマシンの存在を願うアイシュワリンが、恐らく時間遡そ行こうの終着点として選ぶ先。一日たりとも忘れることのできない人生の分岐点であった。

　夢の中に広がる景色は暗い大阪の海底。怪しげに聳そびえる施設。海没で破壊された工業プラントに紛まぎれて、ドーム状の建物が姿を現した。

　それこそがアンダーの研究所だった。決して中を覗のぞいてはいけなかった世界の闇やみ。

　正体を知らないミナトたちが、行くか引き返すか、相談を始めている。

「……やめて。行っちゃ駄目」

　アイシュワリンは夢の中で必死に訴える。しかし、その声は届かない。記憶が生んだ幻影に、彼女の居場所は無い。過去を変える力なんて、彼女には無かった。

　一人、また一人と、異い形ぎようが潜む仄ほの暗ぐらい闇の中へと消えていく。アイシュワリンは手を伸ばすが、その腕を掴つかむことはおろか、追いつくこともできない。やがて、耳を覆いたくなる悲鳴が聞こえてきた。視界に鮮血が溢あふれ、真っ赤に染まっていく。

　嫌いじゃなかった、楽しかった日常が、むしゃむしゃと食べられていく光景に、海の底、やがてアイシュワリンは膝ひざを抱えて立ち上がれなくなってしまった。

「やめてよ、やめてやめてやめてやめてやめて、お願い、やめて、許して。やめて、行かないで、あたしが悪かったから、あたしが行くから、代わりに逝くから、帰ってきてよ、お願い、ゴメンナサイ、やめて、本当にゴメンナサイ…………ゴメン、ナサイ」

　自分の声すら、次第に掠かすれて消えてゆく。

　いつも、夢はそのあたりで終わった。ミナトとナツカとメイファが食べられて結末。

　でも、今日だけは内容が少し違う。

　何な故ぜか、一人だけアイシュワリンの傍かたわらに残っていたのだ。きれいなブロンドへヤーに、どことなく生意気な顔立ちの、とっても小柄な女の子。

　その少女は、座りこんで動けないアイシュワリンを居丈高に見下ろすと、鼻で笑う。

「たく、情けない教官ですね」

　ああ……

　クロエの性格ならきっとそう言うだろうと、夢の中で彼女は納得する。出来が良くて高慢ちきで、教官を教官とも思わない、だけど、ミナトがとても可愛かわいがっていた彼の教え子。

　普段、夢の中にあの子が出てくることはない。アカデミー時代、ほとんど接点がなかったからだろう。しかし、今夜だけは強い記憶として偶像化し、アイシュワリンのことを小馬鹿にしてくれた。

　たぶん、シャロン＝ナイトレイと再会したからだと思う。

　あの日から二年が経たち、ようやく今、何か変わろうとしているのかもしれない。




　ひとの目め尻じりを優しく拭ぬぐう、誰かの指。

　その感覚で、アイシュワリンは目を覚ました。

　部屋の白い明かりが瞼まぶたを通して視界に突き刺さった。眠っていたのだと自覚すると、彼女は途端に恥ずかしさを思い出す。呑のん気きなものだと呆あきれてしまう。

　はっきりと目を開けて、ソファから身体からだを起こすと、寝る前にはいたはずのシャロンの姿がなく、代わりにミナトが座っていたので心臓が縮こまった。

　彼もすぐ彼女の起床に気付いた様子で、いとも冷静な顔をして口を開く。

「先輩、おはよ」

「寝顔……見たっ？」と真っ先に尋ねるアイシュワリン。

　彼は表情を変えず、首をかしげた。

「見ましたけど？　別に、ヨダレとか垂らしてなかったんで、安心してください」

　それはそれで心底ホっとしたのだが気になることはもっともっとあるわけで、しかし事細かに感想を求めることのできないアイシュワリンは結果的に「くぅ！」と鳴いた。

　不覚。寝落ちした自分の責任だ。

　改めて部屋の状況を確認すると、状況がかなり一変している。

　たぶん、これは一種の「和わ気き藹あい々あい」という空気だろう。

「──おいしいっ！　いやあ、実に美う味まい。アタシ感動しましたッ。まるで、コマキ殿の作った料理なんざ刑務所メシのようでありますな！」

「ぶっとばしますよー？　でも、本当、おいしいですねー。味付けが繊細と言うか。ありあわせの食材なのに、コマキが作るのと何が違うのでしょう？」

「俺から言わせると、あんたは香辛料をどっさり入れすぎなんだよ。舌が痺しびれてくる」

　コマキやＪＤも事務所に戻ってきており、そこにウルスラを交え、彼らはテーブルについて食事を摂とっていたのだ。かなりのペースで。がつがつと。

　そして、彼らの隣ではエプロン姿のシャロン＝ナイトレイがトレイを持って、困っているのか照れているのか、なんとも複雑な表情を浮かべて立っている。

「……褒めすぎよ。ほんと、ただの間に合わせなのだし」

　何が何やら。

　寝ぼけまなこのアイシュワリンは、同じくソファで傍観しているミナトに尋ねる。

「いまって何時だっけ？」

「深夜二時です。ウルスラって子が空腹を訴えて、ナイトレイが事務所のキッチンで夜食を作りました。先輩も食べたらどうです？　昼からまだ、何も口にしてないでしょ」

「ミナトだって」

「僕は妹のとこで食べてきました。気にしないでください」

「……本当？」

「なんで疑うんですか、そこ」

　その通りだ。

　疑う必要の無い部分でも、彼女はつい、疑ってしまう。

　先ほど見た夢が、まだ脳裏には残っていた。

　あの事件以来、彼が誰かと食事を摂とっているところを見たことがない。魚を釣つったきり、腐らせてしまうなんて、以前の彼では考えられないことだ。冷静なようでいて異常。携帯食料やサプリメントが転がった彼の部屋。たぶん、ちゃんと食べたところで、すぐに戻してしまうからだろう。食が細くなったことは確実。二年経たって、まだ人間的な生活を取り戻せていないようだ。

　何より、彼が、あの楽しげな食卓から距離を置きたがっているように見えた。

　今日会ったばかりの人間を信用できないのはわかる──しかし、きっと、もっと根が深い問題だと思う。

　切なさが募る。

　シャロンは妹の仇かたきを討つべく、ウルスラは祖父の誇りを守るため──それぞれ戦う意思があるのだと宣言した。

　そして、アイシュワリンもまた、ミナトに幸せな日常を取り戻して欲しいと願っている。

　昔みたいに笑って、みんなと楽しそうにご飯を食べてほしい。

　たとえ、この想おもいがエゴだとしても。

　たとえ、その中に自分の姿がなかったとしても……。

　溜ため息いきが、響いた。

「なんでまた泣くんですか」

「ごめん……、ほんと、ごめん」

「…………」

　彼は呆あきれた顔で沈黙すると、まるで労いたわるように、アイシュワリンの頬ほおを軽くつねった。彼女はますます涙をこぼした。

　ほんと、呆れる。情緒が安定しない。自分で自分が面倒くさい。年上なのに、彼の先輩なのに。てんで駄目だ。クロエの言うとおり、情けないったらない。壊れてしまった。

　この二年間、傾きっぱなし。

　自分を取り戻せていないのは、彼女とて同様だった。




　みんなの食事が終わると、真面目まじめなシャロンは食器を片付けて、さらには沸かした湯で人数分のコーヒーまで淹いれる甲か斐い甲が斐いしさを見せていた。コマキたちに気を遣っている様子はなく、おそらくは無意識での行動だろう。それほどまでに自然な動作だった。きっと生まれつき面倒見の良い育ちかたをしたんだろうなあ……と、家庭的には程遠い性格のアイシュワリンは羨せん望ぼうの眼まな差ざしで眺めていた。彼女はアメリカ被かぶれしたインド人一家の末っ子だ。

　腹ごなしを終え、両手で持ったカップから一口啜すすると、ちょっと幸福げに溜ため息いきをついた。

　直後。

「突然ですが明後日、このメンバーで敵の研究所に潜入したいと考えてますー」

　前置きなしで全面戦争を示唆した。

　和やかだった空気はがらりと変わる。シャロンの目付きが厳しくなるのは当然として、コマキと同じ部隊であるウルスラまで唖あ然ぜんと口を開けて仲間を見つめ返している。

　ミナトは……表情を変えない。いち早く、アイシュワリンが言葉を返した。

「……突然にもほどがあるんだけど」

「はいな、ごもっとも」

　無む闇やみに可愛かわいいらしく笑う、年齢不詳のエージェント。

「本来ならばですねー、もっとじっくりねっとり、皆さんとの信頼関係構築も兼ねて、我々の裏取り調査活動にご同行願おうかと考えていたのですが。なにぶん、見過ごせない情報を掴つかみ、予定変更を余儀なくされました。なので、あくまで作戦の提案であって強制ではありません。乗るか反るか、皆さんの判断に委ゆだねたいと思っている──その前提で聞いてくださいな」

　コマキは先ほどの別行動中、マザーグースの情報員から〝敵〟に動きがあったという報告を受けとったらしい。

　それは彼女が強行姿勢を選ぶほどに重要な情報だった。

「海底研究所で管理していた《ファースト》が、今後、他よ所そへ移されるそうです」

　半日前にも耳にしたファーストという言葉。

　世に異い形ぎよう研究のきっかけを与えた始し祖そだという個体。

　そのアンダーの所在を、マザーグースの方では既に掴んでいたようだ。

「移送理由は恐らく警備上の不安からでしょうね。小規模で古い施設です。移す先は陸上か海底か、わかりませんけど、より警備の堅い施設になることは確実。同時に、今までコマキの方で立ててきたファーストの討伐計画が全すべてリセットされてしまうということです。よって、万全の状態ではないものの、彼女の討伐作戦を強行したいのですよ」

　そこまでを聞いて、一人頷うなずいたのはシャロンだった。

「動機は、理解できたわ」

　エプロンをしたまま、トレイは片手に。格好こそウエイトレス然としているが、表情や口調は訓練を受けた軍将校のものだった。

「不利になる可能性が高くなる前に、目標を叩たたきたいというなら私も賛成よ。でも、ファーストを討伐することのメリットが、作戦上で発生するリスクに見合うかどうか、問題はそこでしょう。ただの玉砕覚悟の特攻なら検討する価値も無いわ」

「成功すればアンダーの研究は九〇パーセント超、停滞すると断言します」

　異様に高い数値を聞いて、冷静なシャロンの眉まゆも跳ね上げる。

「そう言えばまだ、アンダーが生まれてくるカラクリを説明していませんでしたねー。奴やつらを生物として変異させるために重要な材料は大きく分けて三つ」

　ここに来てアイシュワリンも、コマキという人間の不自然さに気付き始めた。

　彼女は深刻な話をする時でも気楽に寛くつろいでいる。表情から内心が読み取れない。今も、飲みかけのコーヒーカップを顎あごに添えるように指を三本立てた。

「一つはベースとなる動植物、一つは水使いの誕生にも必要な《ソラリス鉱石》、そして、最後の一つがファーストから採れる血中組織なのです。彼女は他のアンダーと異なり、戦闘のためではなく研究のためだけに存在するアンダー」

　アイシュワリンは喉のどを鳴らした。

「つまり、そいつさえ叩たたけばアンダーが繁殖できなくなるってこと？」

「ちょこおっと、違いますね。彼女より下位のアンダーでも繁殖機能を持つことは確認されています。ただ、繁殖機能の有無をはじめ、新来する化け物たちの〝性質獲得〟を左右する起源種こそがファーストなのです」

「つまり」

　今度はシャロンが口を挟む。

「例えると、アップデート可能なテンプレートってとこなのかしら」

「うん。かなり的を射いた表現だと思います」

　コマキは満足そうに頷うなずいて、遊ばせていたカップをテーブルに置いた。

「敵の研究もまだまだ発展途上です。生物兵器として、より理想的なアンダーを生むためにファーストの存在は必要不可欠。彼女は、研究者にとって神にも等しい存在なのですよ」

　要するに、ファーストを滅ぼすことで連中の研究を大きく後退させる──なるほど。アイシュワリンも作戦の意義をようやく理解した。

　ただし、不安が解消されたわけではない。

　シャロンの眉み間けんの皺しわも深い。

　彼女は最も気にすべき点について、改めて尋ねていた。

「およその成功率は？　まさか、ゼロってことはないでしょう」

「五割」

　コマキは手のひらを広げて見せた。

「これでも少なく見積もったつもりです。現状でも半分は成功すると思ってください」

　コインの裏か表。

　それは確かに、アイシュワリンが予想していたよりもずっと高い数値である。

　しかし、もしも作戦失敗が「死」を意味するのだとすれば、簡単に判断できる確率ではない。人間である以上、聞いた瞬間、迷いは確実に生まれる成功率だろう。

「本当なら、十割近くまで準備したかったのですけど……それでも、シャロン少尉とミナトくんに今日会えたことは運命めいてますね。二人の協力は絶対に欲しかったので」

　二人のうち、シャロンが首をかしげる。

「どういうこと？」

「少尉への依頼は目標の撃破。ファーストの生命力が不明な以上、塵ちり一つまで焼き尽くす《ファーレンハイトの槍やり》が最も確実な手段。単体限定とは言え、核兵器級ですからね」

「私に〝元凶〟を討てと言うのね」

　シャロンは見開いて、しばし凍りついたように瞠どう目もくした。

　やがて薄く笑みを浮かべると肩を落とす。

「そう……願ったりだわ」

　了承とも受け取れる言葉だった。

「それと、ミナトくんにお願いしたいのは、作戦時における時間の節約です。具体的に言うと研究所システムへの小細工になりますねー」

　と、そこでコマキは反応を窺うかがうように当の本人に視線を流した。

　ミナトも説明者である彼女に目を向けている。二人は自然と見つめ合う形になった。

　しかし、彼が口を開く気配はない。暗黙のうちに続きを促しているようだ。

　ひょい、と肩をすくめるコマキ。

「当然、知覚特化型に属するミナトくんの能力だけでは、施設の電子システムに直接介入するなんて荒業は不可能ですけど。しかし、そこはある一つのアイテムを挟むことで……あ、ちょっと待ってくださいね、いま現物を出しますのでー」

　そう言うと彼女はテーブルの傍かたわらに置かれた、変哲の無いビジネスバッグを取り寄せる。

　間もなく現れたのは黒色のスティック。

　一見すると、市販のフラッシュメモリとよく似ていた。事実、コマキが先端のキャップを外すと、特殊な金属端子になっている。

「じゃじゃん。これは民間で試作開発されていた《テリトリースキャナー》と言いまして、テリトリーを媒介に水使いの脳内情報を電気信号に変換する装置です」

「あ、それ知ってる」

　名前を聞いてアイシュワリンも思い出した。

　確かミナトが教官として赴任してきた頃ころか。学長経由でその製品の被験モニターを頼まれて、人工島からウランバートルまで出張させられたことがある。

　当時の技術担当者は確か『心象風景』という言葉を使っていた。水使いが持つテリトリーが、その者の感情に強い影響を受けるという話は周知の事実であり、それを電子的に抜き出すことができれば、本人認証から果ては嘘うそ発見器まで、様々な分野に活用できる、かもしれない、と理想論を熱く長々と説明されたことを覚えている。

　そして、いざパソコンに接続し、抽出された彼女の心象風景とやらは……はっきり言うと形容しがたいものだった。まるで、何色ものクレヨンでキャンパスを好き勝手に塗り潰つぶしたようなイラストがプリントアウトされたのだ。妙にショックだったのを覚えている。

　しかし、それは別にアイシュワリンの精神構造に問題があったからではないらしい。

　人間の心象風景とは一瞬一瞬が異なる、本人でさえ掴つかみどころのないもの。

　それを法則的な電子信号に置き換えること自体、途方もなく難しいことなのだ。

　今、コマキが利用しようとしているのは、そういう技術である。

「もともと使い勝手が悪くて実用化に至ってない製品ですけど、ただ、ミナトくんが持つ拡張能力との相性はすこぶるいいのですよねー、これ」

「あー、確かに」

　彼の能力は脳内情報の完全管理と言えるもの。

　他の者と違い、心象風景すら自在にコントロールしかねない。

「んで、それ使ってミナトに何をさせる気よ？」

「いたって簡単なことですよ。実は、既に潜入中の味方諜ちよう報ほう員いんがいましてね、これは施設内における非常用の電子キーの規格に合わせて作ってあるんです。さて、ここで質問。生物兵器の研究組織が、施設の機材まで一から自社ブランドで手作りしていると思いますー？」

　どうにも、彼女はもったいぶって話すのが好きらしい。

　少し不満を覚えながらもアイシュワリンは思ったままに答えた。

「まず、ありえないわね」

「はい、ありえないです。セキュリティプログラムまで殆ほとんど、既存製品の組み合わせ。だから、強制解除用のバグさえ予あらかじめ押さえておけば、無む理り矢や理りにこじあけることは可能という寸法。つまり、ミナトくんにこれを持たせれば開けゴマ状態なのですよー、やだスゴイ」

　まるで魔法のステッキを手にした少女のように高々と掲げている。

　専門的な話はわからないが、とりあえず最後の部分だけアイシュワリンは理解した。

「潜入経路は確保済み、警備体制からファーストの位置まで把握しています。ただし一部、裏の取れてない事実もありますし、何よりも、ほとんどぶっつけ本番。以上、ざっと見積もって五割ってとこですね。乗るか反るか、ゆめゆめ考え抜いてくださいな」

　つまり、決して不可能ではないということ。

　同時に、失敗しても不思議ではないということ。

　そういう作戦にコマキは命を賭かけろと言ってきた。

「答えは明日、改めて聞かせてくださいね。詳しい打ち合わせは、その時にでも」

　五割の話が事実で、ファーストの存在も事実なら、皆の返答は明らかだろう。

　これはコマキという人間を信用するか否いなか。その一点に尽きる問いだった。

　そうだとしても、もとよりアイシュワリンは思考するつもりはない。

　何な故ぜなら彼女は必ず、ミナトが選んだ方を選ぶからだ。

　不安や恐怖に目を瞑つぶり、行き着く先が地獄だとしても。

　命運は全すべて、彼と共に──
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　話を聞いていた時から、シャロンの心は決まっていた。

　成功率五割という言葉を信じる。

　これは彼女の中では願ってもないほどに高い数値……いや、未いまだコマキに対して不信感を抱いている部分もあるので、実際にはもっと低い確率なのかもしれないが、それを差し引いても十分な可能性だと考えていた。

　リスクよりも、チャンスを重視したのだ。

　憎むべき敵に、この機会を逃せば二度と辿たどりつけないかもしれない……そう考えると、不確かな未来にも命を賭かける意思が湧わいた。

　彼女に賭け事の経験は無いし、生まれてずっと無神論者だ。

　しかし、身勝手だと自覚しながらも、運を天に任せるしかない。

　──これだけは、どうか勝たせてほしいと。

　死力は尽くすつもりだ。




　翌朝。

　結局、全員が合意する形で作戦決行は確定した。

　目標は避難区域沿岸から一〇海里、太平洋沖の海底に潜む、敵の生物兵器研究所。

　決行は明日。

　打ち合わせは今日の午前から始まり、現地までの移動手段、そして施設への潜入から脱出に至るまで一つ一つ確認していく。作戦会議だけで、おそらく本日の大半を費やすだろう。

　昨晩は沈黙を貫いてたミナトも、今朝になると首を縦に振っていた。

　コマキの作戦には全面的に協力するつもりがあるらしい。それで少し、シャロンの安心感は増す。同じ動機を持つ人間なので、少なくとも彼に対して疑いは持っていなかった。

　ただ、この頃ころになるとシャロンも気付き始めたことがある。

　どうやら自分は、山やま城じようミナトに嫌われているようだ。




「……ふむ」

　たぶん間違いない。なにせ、昨日からクーロンビル内部の事務所か隠し部屋、とにかく狭い空間で長い時間を共有しているのだ。疑念を確信に変えるための試行は容易たやすかった。

　まず、彼はシャロンと目を合わせようとしない。

　試しに昼食時、十五分間見つめ続けてみたが、一切としてこちらを見てくれない。しかし、その間にウルスラが「ミナトどのー」と声をかけた時は少女と確かに目を合わせていた。

　なので会話を試みる。

　最初にコーヒーを飲むかどうかと無難に尋ねてみた。彼は手を振って「不要」という意思表示をした。やはり目も合わせない。直後、アイシュワリンが「水くらい飲んだら？」と質問を重ねた。彼は「先輩こそ、ビールありますよ」と返して、アイシュワリンは「昼間っから呑のまないわよ」と憤慨しつつも、その後は三往復ほど会話のキャッチボールが続いていた。そこでシャロンも、今度は思い切って「山やま城じようくんも、お酒を飲むのかしら？」と少し下世話な質問をした。

　彼は手を振り「全然」と意思表示した。──ことごとく目を合わせない。

　その後、隠し部屋を退去したシャロンは事務所の奥まで進むと机の上にチョップを落とす。ベシっ、ベシっ。と五回ほど叩たたいた。

　直後、自省する。

「私が、悪いのよね……」

　二年前、アンダーの存在も認めず、妹の件であれだけ醜い言葉を吐いたのだ。

　嫌われても仕方がない。今さら全すべてを水に流して良好な関係を築こうなんて都合の良い話だとわかっている。

　わかっているけど、このままではいけないとも思う。

　明日は同じチームとして行動するのだ。今の状態ではお互いに安心して背中を預けられるのかも不安になる。個人的に嫌われているならば、それはそれで構わない。

　ただ一度、彼との協力関係についてきちんと確認しておく必要性を感じていた。

　──よし。

　やっぱり面と向かってはビビるので先にアイシュワリンに相談する。




「つまり、ミナトがあんたを避けてるって話？　実はあたしも、ちょっと感じてた」

　隣の事務所に呼び出されたアイシュワリンは、話を聞くなり苦笑いを浮かべている。

　しょぼんとした表情のシャロンは、両手を擦こすり合せながら言い分を伝えた。

「私が圧倒的に悪いのですが。しかし、今は自分の精神安定を第一に考えたいので、私は山城くんのことを厚く信頼しているとお伝え下さい。あと、明日一日がんばりましょうと」

「それって、自分で伝えた方よくない？」

「反論の余地がありません。困りましたね……」

　思えば、ここ一年間腐っていたこともあり、対人関係のブランクが長すぎたのか。

　気まずい相手と面と向かって話す。この覚悟、アンダーの群むれと対たい峙じする時より強いかもしれない。自分に非があるだけになおさらだった。

　しかし、ここでアイシュワリンが意外な事実を言う。

「たださ、断言するけど、ミナトは別にナイトレイのこと嫌ってないから、そこは安心して。なんでかって、ミナトがあんたを避ける理由、あたし想像つくもの」

「何か理由があるのですか？」

「うん。ほら、ナイトレイって、……やっぱさ、クロエの面影が強いから」

　言われて目を見張る。

「それ、私が妹と似てるって、ことですよね？」

　自覚はあったが、他人からは初めて言われた。

　姉妹で共通の知人はおらず、ベビーシッターはシャロンたちに無関心。唯一の肉親である父親からでさえ、一度として聞いたことがない。

　似ていると言われて嬉うれしい。

　反面、寂しさも感じる──二人でいる時に聞きたかった。それを聞いたら、あの子はどんな顔を浮かべただろうか。

　しかし、それがミナトのあの態度に結びつく理由までは想像ができない。

「たぶん、あいつ、無意識に避けちゃうくらい、苦しいんだと思う。ミナトはクロエの担当教官で、すごく可愛かわいがってたし、あの子もアイツにだけは懐いてたように見えたから」

　シャロンは改めて驚く。

「なつくって、あの子が？　人間相手に？」

　まるで野生動物に対するような言い草だが、クロエの気難しい性質はシャロンが誰よりも理解していたつもりだ。基本的に上から目線だし、謙虚さの欠片かけらもないし、孤独を孤独とも思わない図太さを持つ妹だった。

　その性格はアイシュワリンも知っているらしく、ウィンクしながら肩をすくめている。

「あたしも驚いたわ。お姉さんの前じゃ言いづらいんだけど、クロエは扱いにくい子だってアカデミーでも評判だったから。でもね、あの二人の関係が良好だったことだけは事実」

「あの……」

　シャロンは身を乗り出すように声をあげる。

「その話、もっと詳しく聞かせてもらえませんか？」

　思い出せば思い出すほど、つらい。でも、聞かずにはいられない。

　シャロンが一切として知らない、アカデミーで暮らす妹の姿を。

「だめだめ。絶対だめ」

　しかし、首を振るアイシュワリン。

　すぐに、優しく微笑ほほえんでいた。

「それこそ、ミナトの口から直接聞かなきゃ。──あいつのためにも、そうしてあげて」
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　夜を迎えた。

　明日には敵の研究所に潜入し、重大な決戦が始まる。生き残れる保証はどこにもなく、本当ならば遺書の一つでも書くべき夜だが、それもシャロンに関しては必要がなかった。ＣＨＡＦの作戦前に書いたものが既に軍部で保管されているのだ。フォックスチームの全滅が公けになれば、いずれ父親のもとへと届くだろう。社会的に言えば、既に彼女は死人だ。

　今さら失う物は無い。

　しかし、怖い。

　たかだか二日間で人間変わるものだと思う。

　無意味に死ぬのが怖い。それは、クロエの死んだ意味すら否定することだと気付いた。

　敵に後悔させてやる、私が世界を救ってやる──なんだっていい。たった一つでも、妹の死を動機にして現実を変えてやりたい。そんな風に、今は心から望んでいる。

　だからシャロンは、大きく深呼吸をした。

　少しの心残りもなく、明日を戦い抜くために。




「山やま城じようくん、今、ちょっといいかしら？」

『だめでーす』

　出鼻は天の声に挫くじかれた。

　簡単な夕食を摂とったあとのことだ。隠し部屋で置き物のように過ごしていたミナトは、ある時になって立ち上がると隣の事務所へと姿を消した。彼と話をしたかったシャロンは、良い機会だと思い、後を追うと声をかけたわけである。

　彼は寡か黙もくに振り返り──しかし、どういうわけか割り込むコマキの声。

「駄目って、何な故ぜよ。簡潔に理由を述べなさい」

「だってコマキが先約ですし」

　天の声が生の声に切り替わる。

　事務所の奥から、ウサギ柄のパジャマを着た女スパイがニコニコして姿を現す。

「ちょいと確認事項があるのですよー。時間は取らないので、少尉はお並びくださいー」

「どうやら私が謝るしかないようね。どうもごめんなさい」

　生まれつき論破されやすいシャロンは後ろに一歩退いた。

　今回、彼を事務所に呼び出したのはコマキだったらしい。

　席を外そうかと思ったが、そのままでいいと言われたので腕を組んで立ち尽くす。

　コマキは右手に例のテリトリースキャナー、左手にＣＤ‐ＲＯＭを持っており、呼び出しに応じたミナトに手渡している。

「ＵＳＢアダプタを先っぽに付けときましたー。これでパソコンにもデータ転送可能なので、今のうちに動作確認お願いできますー？　すみませんね、ギリギリになっちゃって」

「わかった」

　事務室にあるデスクトップパソコンが起動される。それから所定の位置にテリトリースキャナーを差し込むと、彼はそれに手を添える形でテリトリーを拡張展開した。

　合間にコマキが、用意していたソフトをセットしながら尋ねている。

「いけそうですー？」

　それから三分ほど、彼は集中するように沈黙した。

　やがて、しかと頷うなずく。

「ああ、問題無い。手で操作するより楽そうだ」

「オッケーでーす。じゃあ、次のステップ。単に、バグ用の電子信号を送るだけじゃセキュリティに弾はじかれちゃうんで、ドアロックの基盤プログラムに直接バグを書き込むイメージでお願いしますー。間もなく、施錠シミュレーションが表示されるので」

「了解」

　彼はキーボードやマウスに一切触れることなく、パソコン画面が次々と切り替わっていく。

　やがて、大きく『ＬＯＣＫ』という赤文字が現れ、下部には大量のプログラム言語が溢あふれ出した。ミナトの傍かたわらでコマキは比較的真面目まじめな顔つきで様子を見守っている。

　次の瞬間、ピンポーンという効果音が流れ『ＬＯＣＫ』が『ＣＬＥＡＲ』に変わった。

　つまり成功。そのくらいは専門家でないシャロンの目にも明らかだった。

「一秒半……うん。ブラボーですね」

　満足したように微笑を取り戻すコマキ。

　その後、一〇回ほど同じシミュレーションを繰り返し、結果は問題無し。

　予告通り、あっさりと明日の確認作業は終了した。

「いやはや、アクセス手段さえ押さえれば一躍優秀な電脳アタッカーじゃないですかー。とにかく、少なくとも明日は鍵かぎの心配はせずにすみそうですー。ミナトくん、どうもお疲れ様でした」

　それで終わったかと思ったが──

「せっかくだし、僕も一つ、あんたに確認したいことがある」

　途端、パソコンの画面が変動を起こす。

　動画再生アプリケーションが自動で起動し、それから一つの映像を流し始めた。

　それは不思議な光景。パソコンの中に、また別のパソコンが現れて、人の手がキーボードを操作をしている……まるで、「誰かの視界」をそのまま映像化したような。

　この時、コマキは少し驚いたように唇を尖とがらせる。

「え。この映像、……ひょっとして大阪施設ですか？」

　首肯するミナト。

「あの時、僕が見た光景の一部を抜き出してる」

「それって記憶のファイル化ですよね？　ヤダー、いよいよ便利じゃないですかー」

「問題はそこじゃない。気になってたデータがある。これだ。見てくれ」

　管理番号──不明。

　──起源種。

　管轄──第七機関。データ転送依頼──不可。所在地──要確認。

　属性──不明。優先度──特別指定。兵器階級──非戦闘種。

　備考──詳細は不明。便宜上〝イヴ〟と呼称される。

　参照画像────有り。

「こいつのことか？　あんたが言う《ファースト》って」

　濃のう緑りよく色しよくの身体からだを持つ女性が一人、写真の中、眠るように水槽に浮かんでいた。

　明らかに人間ではない。しかし、他の異い形ぎようよりもずっと人の姿に近いアンダー。上半身は女性特有の曲線を描き、下半身に至ると植物の根のように枝分かれしていた。その全容は画像一枚では映しきれていない。不気味であり、美しくもあった。

　喉のどを鳴らす音がした。

　コマキだった。彼女は食い入るようにモニターを瞠どう目もくしている。

　出会ってから初めて、彼女から明確な動揺の気配が漏もれていた。

「……アハ」

　やがて、自身のこめかみに親指をねじ込むように、低い声で笑う。

「ほんっと、便利な能力ですねえ……はい。隅々まで、間違いありません。彼女がファーストです。ちょうどいいですから、シャロン少尉も、その目に焼き付けといてください」

　言われるまでもなく、しばらくは忘れられそうにない。

　これがファースト。アンダーを生み出し、この世に悲劇をもたらした元凶。

「……私は、こいつを討てばいいのね」

「ええ。欠かせない第一歩です」

　朗報だと思う。

　敵を目に見える形に具現化してくれたことで、自分の中のモチベーションが高まる感覚をシャロンは抱いていた。

　何より、当日、この人間的な怪物を突然に直視すれば、攻撃にも迷いが生まれていたかもしれない。事前に確認することができて良かった。

「ミナトくん、そのファイルを後でプリントアウトしておいてもらえますか？　ウルスラたちにも共有しておきたいので」

「わかった」

「ここらで、コマキは引っ込みますね。あとは少尉、彼とお話があるならどうぞ」

　言下に彼女は踵きびすを返して、休憩用の隠し部屋の方へと歩き出す。

　その途中で「あ」と唱え、シャロンたちへと振り返った。

　言い忘れがあったらしい。

　こにくたらしい笑顔が張り付いている。

「そうそう。明日は早いので、体力使うことしちゃダメですよぉ？」

　ばか。

「下品で失礼よ……」

　シャロンは顔を赤らめた。何かと腹の立つ女だった。




　明かりの落ちた薄暗い事務所、山やま城じようミナトと二人っきりになる。

　しばらくの間、沈黙が続く。

「…………」

　コマキのヒドい捨すて台詞ぜりふのせいで、すっかりシャロンは渋い表情を浮かべていた。

　もしも本当に、彼が「明日死ぬかもしれない。最後に女を抱きたい」とカミングアウトを始めたらどうしよう、と一瞬だけ思し索さくしかけて即座に否定。アイシュワリンやコマキといった豊胸女子が二人もいるのにわざわざ、自分みたいな『棒』に依頼するわけがない。いやしかし、と思索は復活。あえて貧乳の娘を好む男性もいるという都市伝説を思い出したのだ。仮にそうだとしたら自分はなんて返事をすれば良いのだろう。無む下げに断って、彼のやる気がダウンしてしまったら明日の作戦にも支障がでかねない。だからと言って、下手に安請け合いをしたところで彼女は経験皆無。それで失望させたら結局やる気が下がるではないか。

　結果。

「私は処女よ。交わるにも勉強が必要だわ」

　たまに自分の馬鹿さ加減がイヤになる。

　ミナトが座っていた椅い子すをガタッと鳴らした。珍しく驚いたらしい。

　彼の煙たがるような表情と──ようやく目が合った。

「いや、交わらないけど……」

「そう。そうよね、信じていたわ。交わらない方向で話を進めましょう」

「ああ、うん。……結局、何？」

　ようやく正面から会話ができたのに、今やミナトは完全に怪け訝げんの顔を浮かべていた。軽く鬱いけど、こうなっては開き直るしかあるまい。

「話の前に、簡単な質問があるわ。山やま城じようくん、そのスキャナーって、山城くんが見たものなら全すべて映像や写真にできるの？」

　頷うなずく彼。

「ああ。そう思ってもらって構わない」

「だったら、山城くんが知ってるクロエのこと、私に見せてほしい」

「…………」

　表情が強こわ張ばり、彼は返事に詰まっているようだった。

　当たり前だと思う。とても、残酷な要求だ。

「ごめんなさい。山城くんにとっても、つらいことだとわかってるけど」

「……いや、見せるよ。座ってくれ」

　彼は隣にあった椅子をシャロンに差し出し、自分はパソコンに向きを直す。

　その横顔からは、わずかな逡しゆん巡じゆんが滲にじみ出でていた。葛かつ藤とうや悲哀、それらの感情と戦っているような表情だった。

「君には、その権利があるから」

　声は低く、掠かすれている。

　モニターでは映像が動き出した。シャロンが見守る隣で、彼の苦い追憶が始まる。




『──納得できません』

　彼と初めて出会った時、クロエ＝ナイトレイはとても反抗的な女の子だった。

『だって反省してませんし。嘘うそを書くのは嫌いなので』

　入学一年目の訓練生でありながら、秩ちつ序じよ独どく裁さい型の水使いとして圧倒的な能力を誇る天才少女。その分、度が過ぎた自信家でナルシスト。全すべて自分一人で事を済ませようとする。他人に頼る気がなく、孤独を物ともせず、ゆえに他人と相あい容いれない。万能で優秀で、お世辞も知らず結果的に人を見下した言動が多くなる。

　性格的な欠点があまりにも多く、だから、実はある美点も埋もれてしまいやすい。

　それらの、クロエにまつわる全てが、記憶の中の映像に表れていたと思う。

『もしも星ほし野のさんが参加したいって言うなら、参加させます』

　真実、山やま城じようミナトとクロエは相性が良かったのだと思う。

　当時のミナトは、今の彼からだと想像ができないほどに饒じよう舌ぜつで、柔和のように見えて強引で、クロエの皮肉を受けてもどこ吹く風。訓練生の自主性に係かかるところが大きいアカデミーという育成機関の中、彼は少し型破りとも言える教官だった。その立場をフルに利用して、生意気な少女を存分に振り回していた。

　妹がどんなに悪態を浴びせても顔色一つ変えない。距離を置かない。特別扱いしない。相当、腹が立ったに違いない。クロエは常に全力で、憎き山城ミナトに立ち向かっていた。

　──きっと、その時間が楽しかったのだと思う。

　自然と、あの子の笑顔は増えていった。

『……教官って、ほんと意地悪な人ですね』

　やがて、シャロンは確信を抱いてしまう。

　はじめから疑っていたわけではないが──この映像の中の妹は本物だ。

　捏ねつ造ぞうしようがない。あの子が心を許した人間しか知らないはずの表情が、そこには描かれていたのだ。嬉うれしかったり楽しかったりしても素直になれず、ちょっと困った感じで浮かべる苦笑い。シャロンも大好きだった、あの子の笑顔が。

　同時に、知ってしまった。

　ここにいる山城ミナトが、妹の初恋相手だったのだと──




　気が付けば、どのくらい時間が過ぎていただろう。

「──この先は、君に見せたくない」

　演習中の船がヒトガタに襲われ、行方不明のアイシュワリンを探すべく海底施設に潜入する直前の場面だった。

　動画を停とめた彼は、改めてシャロンに告白する。

「僕は、教官なのに彼女を危険な場所に引き込んで、守ることもできずに死なせてしまった。それが、全てだ。僕が、あの子を殺した……」

「……そう、……うん」

　シャロンは目め尻じりを拭ぬぐうと、深く俯うつむいた。

　確かに、見るべきではない。

　アンダーに襲われた者の末路は彼女もよく知っている。およそ人間的に、きれいなままで死ぬことは難しい。妹の死に様まで見て、その後の自分が冷静でいられるかわからない。明日のことを思えば、見ない方がいいだろう。

　それにクロエと彼の関係については、今のでも充分にわかったと思う。

　感想があるとすれば、一つだけ。

「私、あなたに一度謝罪したけど、少し訂正するわ」

「ああ、……そうするべきだと思う。それがいい。君が僕を恨むのは当然の話だ。謝ることなんて無い」

　その表情、その声、その雰囲気はまるで死人。

　内に秘めた諦てい観かんが手に取るように伝わってくる。まるで最初から『許される選択』を放ほう棄きするように、彼は熱の無い声で言い放った。

　しかし、シャロンは首を傾けると、心から微笑ほほえんだ。

　自分の発言を訂正し、言葉を付け加える。

　嘘うそ偽いつわりの無い本心を。

「謝るだけじゃ足りないの。お礼も、言っておくわ」

　伝えた瞬間、ミナトは弾はじけるように首を回した。

　彼の瞳ひとみは愕がく然ぜんとしたもの。いつもの、獣的な目付きではない。今も残される人間的な感情が、そこに確かに揺らいでいた。

「お礼？　どうして？　なんでだよ……」

「私じゃ一生をかけても与えられなかったこと、あの子に教えてくれたもの」

　クロエは孤独を愛していたわけではない。

　ただ、あの子は器用であると同時に不器用でもあったから、それまでずっと想像していなかったのだと思う。他人と触れ合うことの大切や、それにまつわる喜びを。

　最期の時、シャロンは妹の傍そばにいることが出来なかった。

　だけど、代わりになる人は、確かに近くにいたのだ。

「あの子は、結果的に不幸に巻き込まれてしまった……でも、あなたと過ごした二ヶ月間は、間違いなくクロエにとって大切な時間だったと思う。わかるわよ。断言できる。だって私は、あの子の姉さんだから」

　深い吐と息いきが響いた。

　シャロンが見つめる先で、隣にいるミナトはデスクの上に頭を抱える。

「君は、すごいな。僕には、……とても無理だ。そんな風には考えられない。僕の判断が、あの子から何もかもを奪うばってしまったんだぞ……」

　不意にミナトの表情は歪ゆがみ、隠そうとするように額に手のひらを押し当てた。

　そこから苦く悶もんの声が漏もれ始める。

「クロエにとって大切な時間だった？　冗談じゃない。僕とさえ出会わなければ変わっていた運命だってあったはずだ。クロエはまだ、生きていてくれたかもしれない……」

　その言葉に、シャロンは眼めを強こわ張ばらせた。

「そんなこと言ったら、きっとクロエは悲しむわ」

「だから…………だからなんだよ！」

　声を荒らげた。

「それがなんだッ!?」

　苛いら立だちを露あらわに、激高する気持ちの赴くままに、彼は机上のファイルスタンドを床へと払い落した。大きな音が立つ。

　シャロンが初めて目撃する、彼の感情的な姿だった。

　血走るような眼光がシャロンを射い抜ぬく。

「たとえクロエに憎まれようと、たとえ君に恨まれようと、僕はただ、あの子に……あの子たちに生きてほしかったッ！」

「山やま城じようくん」

「クロエは生きて、幸せになるべきだった、……そんな女の子だった。死んじまったら、そこで終わりなんだよっ。絶対に言い訳できない、一切取り返しがつかない、永遠に許されるわけがない。僕が犯した過ちはそういう類たぐいのものだ、君がどう思ってたところで、あの子が生きててくれなきゃ意味なんか無いんだよッ！」













「ッ、──山やま城じようくん！」

　咄とつ嗟さに、シャロンは椅い子すから腰を上げる。

　次の瞬間に彼女はミナトの首に腕を回し、強く抱きしめていた。

「あなただって、……あなただって、まだ生きているじゃない」

　見ていられなかった。

　この短い一時で、十分にわかった。知ってしまった。

　山城ミナトは、他人から許されようとは少しも考えていない。

　そもそも、彼自身が己を許せていないのだ。想像を絶する後悔と罪悪感に押し潰つぶされるように、この二年間を生きてきたのだろう。逃げ場の無い、途方も無い呵か責しやく。もしも復ふく讐しゆうするべき相手が存在しなかったら、とっくに自ら命を絶っていたかもしれない。

「私は、あなたを責めてしまったことが恥ずかしいし、山城くんだって一度、自分のことを許してあげるべきだわ」

　断片的な情報しか持たないシャロンだが、大阪事件に生物兵器が関かかわっている事実はもはや確定的である。ならば、真に元凶と呼ばれるべきはアンダーであり、奴やつらを生み出した連中。ミナトは自分の心の中でくらい責任逃れをすることができたはずだ。

　原因は怪物にあり、自分は悪くなかった、仕方の無いことだった──と。たとえ世間がそれを認めなかったとしても、せめて自分で自分を慰めてやることが出来たはずなのに、彼はそれすらも放ほう棄きしている。

　きっと山城ミナトという青年は、世界中の誰よりも己自身を呪のろっていた。

　確かに、あの事件において、彼にも落ち度はあったかもしれない。ベストは尽くせなかったかもしれない。しかし、これに勝る罰が必要なものだろうか。

　そうは思わなかった。

「このままだとあなた、途中で潰れてしまいそうで怖い。この世界からアンダーを滅ぼしたいのでしょう？　自分を責めるなら、全すべてが解決した後でも遅くないわ。全てが解決した後は、私も一緒に支えてあげるから──今くらい自分のこと、許してあげて」

「…………」

「クロエが悲しむって、本当よ……ああ見えて、あの子とても心配性だから。私がどんなに元気なフリをしたって、簡単に見抜いちゃうの。でもね、私にだって一人で悩みたいことくらいある。そう言うと、あの子、すごく拗すねたわ。だから、今の山城くんを見たら…………見たら、ね……」

　一瞬、声を詰まらせる。

　大粒の涙が一滴、シャロンの頬ほおを滑り落ちた。

　言葉を尽くすほどに、切ない想おもいがこみ上げる。

「今の山城くんを見たら、きっと、傷付くわ。あの子は、あなたのことを大切に想おもっていた。山城くんも、自分を大切にして……自分で自分を傷つけないで」

　会いたい。

　あと一度だけで良い、どんなに短い時間でも構わない。妹にまた会いたい。その気持ちが涙に変わり、瞳ひとみから溢あふれ出した。

　しかし、起きてしまった過去は決して変えることができない。どんなに受け入れがたい現実だとしても、時として、是非もなく押し付けられることがある。

　結末は凄せい惨さんだった。

　それでも、妹の歩んだ人生の全すべてが否定されるべきものだったとは思わない。

　山やま城じようミナトといる時、確かに、あの子は笑っていたのだ。

「ありがとうね、山城くん……クロエのために苦しんでくれて。戦ってくれて──あの子と出会ってくれて、ありがとう」

　彼を抱きしめる形で、彼女は少しの間、泣いた。




「…………悪い、取り乱した」

　やがて、謝罪を漏もらすミナトが、抱ほう擁ようを終えるようにシャロンの肩を優しく押す。

　身体からだが離れ、再び視界に入った彼の表情は、バツが悪そうに口を曲げたものだった。

「辛つらいのは君の方なのに、逆に慰められるなんて、僕もどうかしてる」

　シャロンは涙の跡を手で拭ぬぐいながら、彼の言葉に微笑を返した。

「私の方こそ、掘り返すような真ま似ねしてごめんなさい。でも、良かったわ。おかげで、気持ちの整理がつくかもしれない」

「君は」

　間。

「ん？」

　会話に空白が空き、シャロンはきょとんと首をかしげた。

　ミナトは椅い子すを引き、背もたれに身体を預けるように顔を上げる。その頃ころには、もとの冷静な顔付きに戻っていた。

「いや、顔立ちは似てるのに、性格の方は正反対だな。それがちょっと、可お笑かしかった」

「──ああ」

　クロエと比較しての話らしい。まあ、うん、ぜんぜん違う自覚はある。

　佇たたずむシャロンは腕を組むと、苦笑を浮かべてしまう。

「喧けん嘩かになると、いつも私がやられたわ。仕方ないのよ。二人ともあんな過激な性格だったら、とっくに家が廃はい墟きよと化してるわ」

「なるほど。言えてる」

　納得したように頷うなずき、たぶん、ミナトは微笑ほほえんだ。

　見過ごしそうな変化だったけれど、きっと笑っていた。

「山城くん」

　それが良い兆しに感じられたシャロンは、改めて、もう一つの本題を彼に伝える。

「明日、どんな不運が起きたとしても──捻ねじ曲まげて、勝ちましょう。絶対に」

　今夜、ミナトに彼の『記憶』を見せてもらって、その意思はますます堅くなったと思う。

　許せない敵がいる。証明したい人生がある。

　決して、負けたくなかった。

「私はあなたのことを仲間だと信じてる。だから、あなたも私のことを信じて」

「ああ、──うん」

　確かな表情で、彼も顎あごを引いた。

「与えられた役割は果たす。君のことも、信じてる」

「頼りにしてるわ。話は、それだけよ。遅くまで時間を取らせて悪かったわね」

「大丈夫。構わない」

　もう夜もだいぶ更けている。戦うことを考えて、早めに休んだ方がいいだろう。

「──あ、それと」

　最後にと、シャロンは口を開く。

　彼の記憶を覗のぞいた時、実はもう一つ抱いていた感想があったのだ。

「動画の中の山やま城じようくん、とっても素敵だって、私も思ったわ。だから、元気出してね」

　妹が憧あこがれていた頃ころの彼。

　蛇足には違いないが、つい伝えてしまう。

　素直で素朴で率直な、それが彼女の気持ちだった。






　Ｅｐｉｓｏｄｅ．４　生きたいよ









　二一四七年、七月九日──決戦当日。

　午前五時ジャスト。

　英国諜ちよう報ほう機関《マザーグース》の幹部であるコマキが中心となり、計六名の急造チームは陽ひが昇りきる前に行動を起こす。

　しかし、作戦開始とほぼ同時、問題は発生した。

　アイシュワリンが困り果てた表情でメンバーに伝えたのだ。

「……あー、ごめん。やっぱきつい、あたしには無理だわ」

　何の話かと言うと、彼女のダイバースーツ。

　事前にコマキが準備しておいたものだったが、サイズが合わなかったらしい。

　ファスナーが半分も上がらないのである。男性陣を事務所に追いやっての更こう衣い中。彼女の胸元に顔を寄せたウルスラが喉のどを鳴らしている。

「おおお……何を食べればこうなるのであります？」

「いや、サラダとビールなんだけど」

　スーツを手配したコマキも、まるでネッシーを発見したように目を丸めている。

「用意できるもので一番余裕のあるサイズを頼んだはずなんですけどねー。てゆーか、なんでそんな無駄にシリコン詰めたりするんですー？」

「天然だっつうのッ。……たく、昨日のうちに水着買っといて正解だったわ」

　溜ため息いき混じりに彼女は市販のスポーツビキニを着用し、その上から橙だいだい色いろのツナギを着込んでいる。水使いがダイバースーツを愛用する第一の理由は頑丈だからだ。激しい動きにも耐え、少し岩肌に擦こすった程度では破けない。そのあたりが水着とは違う。

「くれぐれも、ポロリには気をつけてくださいね？　万が一、ミナトくんに見られた日には、彼の能力で画像ファイルに変えて永久保存版に──なんてことも」

「…………」

「何も返さない上にモジモジしないでくださいよヤダー」

　シャロンはなるべく彼女たちの会話を耳に入れないようしながら自分の着替えをそそくさ終わらせた。彼女の場合、背丈さえ合えばどれでもすっぽりと入ってしまうのだ。

「まったく……」

　この期に及んで呑のん気きなものだと思う。

　しかし、おかげで朝から抱いていた緊張感が解けたのは確かだった。




　移動自体はいたってスムーズに進んだ。

　まず、入る時と同様に闇やみ業者を利用してウランバートルを出る。その後、予あらかじめ用意されていたＳＵＶ自動車に乗り換えて海岸線を目指す。

　ここで活躍するのがコマキの索敵能力だった。

　彼女のテリトリーが有する干渉範囲は広大で、密閉性の高い建物を除き、およそ一〇キロに渡る『音』を収集できるという。つまり、行く手にアンダーや敵の影があれば、相手に気付かれる前に進路を変更して避よけられるということだ。

　事実、一度として大きなトラブルに見舞われることなく日本自治区の周辺まで進む。

　車はそこで捨てることになった。

　避難地区の雑木林に紛まぎれる形で、今度は軍用ヘリコプターが姿を現した。

　塗と装そうこそしていないが、機体を見たウルスラがたいへん喜んでいる。レプリカだけど熱いであります、とか、元ネタはティルトローター式の理想系であります、とか、なんとか。キャピキャピしていたが、シャロンは現役軍人でも兵器類に疎いので概おおむね聞き流した。なお、これも片道用の横流し品であり、移動が終われば乗り捨てると聞くと迷彩少女は落胆していた。今回もスカイダイビングやらさせるのかと考えてシャロンも落ち込んだ。

　わがままは言えない。

　求められるのは、敵の根城への迅速な潜入。時間をかければ、それだけ相手にも発覚する危険性が高まり、作戦の成功率を落としかねない。

　ＪＤが操縦席に座る形で、二重のプロペラが回転を始める。




　離陸した機内。

　コマキは作戦を改めて確認するべく、昨日と同じ内容を繰り返していた。

「このままポイントまで一気に飛びます。陸地からの敵機を確認した場合、マザーグースの別働隊が妨害に入る予定なので、コマキたちは外野を気にせず、着水後に真まっ直すぐ海底施設を目指しましょう。目標は水深一一〇〇メートルの〝地下〟です」

　二十二世紀以降、世間一般ではオリエント連邦領海内には石油採掘の海上プラントが跡地として残るだけで、厳密な意味での海底施設は存在しないことになっている。

　そればかりか、沿岸一〇海里となるとシャロンが所属したＣＨＡＦの調査範囲に入っていても不思議でないポイントだ。そんな場所に施設が実在した時点である意味、政府関係者の裏工作が関かかわっている証しよう拠こだと言えるかもしれない。

「周辺海域には多数のアンダーが野放しになってるはずです。交戦は避けられないと思いますが、そこはウルスラが率先して迎撃に入ってください。最優先は少尉とミナトくんが目標へ潜入すること。一度入り込んでしまえば後はどうとでもなりますから。常にコマキが指示を出しますので、あまり作戦に振り回されず臨機応変に──勝ちましょう」

　ここに来て、シャロンの彼女に対する信頼感にも変化が生じ始めた。口調、表情ともに作戦に対する真剣さが見て取れる。

　おそらく、ミナトやアイシュワリンも同じだと思うが、最悪はコマキの虚偽や裏切りがあることもシャロンは覚悟の上で参加しているのだ。彼女が白か黒か、そこが最大のギャンブルと言ってもいい。黒幕は連邦に在あり、と言えども詳細は不明。どのような活動を踏まえてファーストの所在を掴つかんだのかも明らかにはされていない。疑うべき部分は未いまだ多く残されている。

　裏を返せば、それらの疑念も含めて信じるに値すると思ったから、今、ここにいる。

　アンダーの進化系統樹の起源に根付く《ファースト》という異い形ぎよう。そいつを滅ぼす最大のチャンスが今日かもしれないという話は、間違いなく命を賭かける価値があったのだ。

　だから疑うのでなく、信用を選んだ。

　成功し、生還できればきっと、シャロンの『明日』は劇的に変わる。それを願って。

　一昨日から始まった急転直下。

　わずか二日前に結束した少数チームが、今後の人類存亡を左右しかねない作戦に臨む。





　　　◇◆◇◆






　二年前から、アイシュワリンは自分のテリトリーを愛せなくなっていた。

　便利だとは思っている。この能力のおかげで一流の水使いだと国に認めてもらえた。移動系能力者の中でも最高峰だと褒められた。当時は気分が良かった。

　しかし、この翼、自分を飛ばすことはできても、他人を運ぶことは難しい。

　とにかく、重さに弱い。人間一人分の重量が加わっただけで、推進力は格段に減少し普段の十分の一の力すら発揮できなくなってしまうのだ。例えば崖がけから落ちた人間がいたとしよう。彼女が翼を広げて受け止めたとしても、高さによっては落下エネルギーを相殺しきれずに本人諸もろ共とも道連れとなる可能性が高い。決して万能の飛行能力ではなかった。

　その欠点に加え、あの大阪事件。

　自分一人だけが逃げ延びる形で、守るべき訓練生を死なせてしまった。

　逃亡に特化した能力。まるで、自分のことしか考えていない力──そんな想おもいが芽生えて、便利だった翼は一転して惨めさの象徴となっていた。彼女がたびたび情緒不安定に陥る要因の一つだ。無力感が、拭ぬぐいきれていない。

　山やま城じようミナトを守りたい。だけど、力になれる自信が無い。

　その不安を抱えたままで、刻一刻と時は過ぎてヘリコプターは運命の場所に到達する。

「海面付近にアンダーの気配はしませんね」

　ヘリの開放された後部ランプに立ち、太平洋の海原を見下ろしながらコマキが伝えた。

　普通ならば空中から海中の様子を音で探るのは難しい。

　しかし、彼女の能力は音を「拾う」のでなく「掴つかむ」感覚に近いそうで、テリトリーが届く範囲ならば陸も海も関係なく状況を言い当てた。

　そして、探索の結果は好機。近辺にアンダーの群むれはなく、海底を目指すならば今を逃す手はなかった。

「コマキが先行します。決心ついたかたから続いてくださいな。……ＪＤ！　あなただけは全員の降下を確認し、自動操縦に切り替えてから飛び降りてくださいねえ！」

『イエス、マム』

「それではお先。打ち上げの時はコマキが奢おごりますよ。どうぞ、お楽しみに」

　やたらと似合うウインク一つ、置き土産にして彼女は海へとダイブした。

　直後には、あの怪物的なライフルを片手に完全武装したウルスラもランプに立つ。

「……ふむ。下手な店に行くより、少尉殿の手料理を忘れがたいでありますが」

　世間話しつつ少女も飛びこんでいた。

　今さら待った無しだ。不安や怖おじ気けは握り潰つぶし、一息に駆け抜けるだけ。

　ただ、握り潰せていない者が一人。

「高くないわ高くないわ高くないわ高くないわ高くないわ全然、高くないし怖くない」

　と、真顔で連呼しているシャロンだ。実は高所恐怖症だったらしい。むしろ今のアンタの方が怖いわよとアイシュワリンは思った。

　そこでＪＤが気を利かせたのか、ホバリング中の機体高度を下げ始める。

　海面が近づくにつれ、ついに彼女は意を決した声を張り上げる。

「姉さん頑張るからッ」

　彼女にしては裏返った声を残して、同じく海へと消えていった。

　最後に、二人が後部ランプに残る。

　アイシュワリンは傍かたわらに立つ青年へ声をかけた。

「──あのさ、ミナト」

「先輩」

　遮られた。顎あごを引いて言葉を呑のむアイシュワリン。

「もしも愛の告白とかなら踏みとどまってくださいよ。それ死亡フラグ」

「しねーよ」

　建前上、きつく彼女は彼を睨にらんだあと、意外な思いに気付いて笑みが零こぼれた。

　今のちょっと、嬉うれしかったかもしれない。

「どういう風の吹き回し？　あんたのその手の冗談、久しぶりに聞いたんだけど」

　彼は意味ありげに息をつくと、肩をすくめる。

「そうですか？　緊張してるのかも。で、先輩の話ってなんですか？」

「んー」

　アイシュワリンは首を振り、笑顔を湛たたえて一歩前に進んだ。

「やっぱいい。なんか景気つけようと思ったけど、今ので満足しちゃったし」

「なんだそりゃ」

　事実だ。ミナトの、彼らしい言葉が聞けただけで、心がだいぶ持ち上がる。

　情緒不安定も、あながち捨てたものではなかった。深くて暗くて怖い、そんな場所を潜るには、今がちょうど良いテンションになったと思う。

　腹に力をこめて飛び込んだ。




　午前一〇時過ぎ。

　彼女は着水し、鮮やかなコバルトブルーに包まれる。

　海上は凪なぎに近い、晴天下の太平洋、水深一〇メートルは美しく澄み切っていた。魚が泳ぎ、光が踊る。崩壊した街並みが広がる陸上とは違い、そこは静かで整然とした難攻の自然界。有史以来、人類文明の侵略を受けつけず不変、或あるいは極めて緩やかな変化を遂げてきた空間であり、怪物の存在すら忘れそうになる平穏な景色であった。

　しかしながら、この大海原こそが今となっては異い形ぎようの温床。

　人を殺す、ただそれだけのために人間の手で創られた化け物どもが蔓延はびこっている。

「早速、勘付かれましたねえ」

　珊さん瑚ご色のテリトリーで身を包み、水中で声を漏もらしたコマキ。

　最後に、ヘリコプターを乗り捨てたＪＤも海に飛び込んで、メンバーは六名。口を開いたコマキを全員が見つめ返した。

「およそ五キロ圏内にいた、アンダーと思おぼしき大型ネクトンの一部が我々に接近中です。団体で押しかけられる前に、さっさと海底に潜っちゃいましょう」

　入手の難しいヘリコプターを使い捨てにしてまで用意したのも、最短ルートでの施設侵入を望んだからこそ。

　目的は敵の寝首を掻かくことであり、全面戦争ではない。そのための少数精鋭。

　とにかく時間との勝負。無む闇やみな戦闘は避けるべく、アイシュワリンたちは水深一〇〇〇メートル以下にある目標に向けて潜行を開始した。

　水使いの遊泳速度は平均にすると二十五ノット程度。つまり海底に到着するまで最低でも三分ほど必要になる。

　ただし、移動強化能力を持つアイシュワリンは例外であり、彼女がその気になれば一瞬にして海域の最下層まで到達するだろう。もっとも、一人抜け駆けしたところでコマキが来ない限り施設に潜入する手立てはないため飛ばす意味は無いが。

　団体行動は必須。作戦の要はあくまでシャロンとミナトであり、アイシュワリンの役割は彼らの傍そばを離れず、その命を最後まで守り抜くことだ。

　そして、その使命の瞬間は近い。

　再び、コマキが仲間に警戒を促している。

「──交戦注意。海底にいた奴やつらが、そろそろ浮上してきます」

　水深三〇〇メートルを突破。ここまで来ると陽ひの光は完全に途と切ぎれ、海中は暗闇に包まれていた。普通の人間であったなら酸素の有無に係かかわらず気圧変化に肺が潰つぶれて窒息する。一寸先は闇の中、潜水艦を使って恐る恐る進むしかない。深海とは元来、陸上生物の自由が徹底的に奪うばわれる魔境だった。人間にとって過酷な死の世界。

　その通念を否定したのが、水使いの持つ『深海踏破』の異能だ。

「来ました。ウルスラ、撃ち払いなさい」

「応であります！」

　暗黒の海中に拡散したのは蜜み柑かん色の光。

　ウルスラを水使いたらしめる力の奔流が明るく輝き、海の底より亡者のごとく這はい上あがってきた数々のアンダーを照らし出す。目下、異い形ぎようの群むれを成しているのは『ヒトガタ』と呼ばれるグロテスクな人型。人間で例えるところの雑兵であり、まずは奴らが先陣を切って敵に襲い掛かる傾向もよく似ている。

　テリトリーで矯正を受けた視界の範囲は二〇〇メートル程度。そろそろ遊泳する怪物で溢あふれかえってきている。その数……三〇体は超えているだろう。

「四十七体だ」

　一瞬で目測を終えたミナトが冷静に囁ささやく。

「水深五〇〇メートルまでに四十七体いる。期待してたより少し多いな」

　最中、凄すさまじく大きい、身の丈近いライフルを片手で振り回し、下方へと構えを取るウルスラ。二〇〇メートル先の標的へと照準を取り、引き金を絞る。

　銃口では光が盛大に弾はじけた。水中だからか、コマキが能力で干渉したからか、騒音は想像よりもずっと小さい。しかしながら、放たれた弾頭は空気中と変わらない勢いで飛ぶと、向かってくる群れの先頭にいたヒトガタ一匹の右肩に着弾する。

　爆発した、という表現が近い。異形の血肉が海中で弾けた。使用されたのは軟体破壊に特化した特殊なライフル弾。関節部分に着弾すれば根こそぎ奪い取る。小物相手ならば一撃必殺に近い威力を示している。これが陸上であったなら、無む闇やみに撃てる破壊力ではない。テリトリーで位置固定が可能な水中だからこそ真価を発揮するモンスターライフルであった。

　続く二弾目は外したが、三弾目は別の異い形ぎようの頭部に命中。見事に粉砕してみせる。

　それでも、幸さい先さきの良い状況とは言えないようだ。

「ふむぅ。五〇体となると、弾が足りませんぞ」

　作戦前にも少女が吐と露ろしていたことだが、使用するライフルは耐水上の都合で、海中だと弾薬充じゆう填てんが出来ないらしい。その代わり、弾薬拡張の改造を施しているため、射撃可能な最大数は二十四発。つまり、全弾撃ち尽くしたところで半分以上のアンダーが確実に残る。バックアップとしてサブマシンガンも持ってきているそうだが、射程距離、威力ともに激減するため殲せん滅めつは難しいだろう。

　しかし、敵の多さは想定の範囲内。

　返すコマキの声にも焦燥の色は無い。

「そのまま、可能な限り相手を削ってください。漏もれてきた奴やつは接近戦で対処します。気は進みませんが、仕方ありませんね」

　当たり前のことだが、作戦前からコマキは怪物との戦闘を嫌っていた。

　雑兵に例えられるヒトガタでさえ、ひと噛かみで人間を食い千切る力を持っている。いくら水中戦に慣れた優秀な水使いであっても、乱戦に突入し、一度の油断から裏を取られて命を落とすこともある。安全地帯から一方的に攻撃するに越したことはなかった。

　接近戦闘にはリスクが付きまとう。

　もっとも、この場に限っては微々たる危険なのかもしれないが。

「ポジションチェンジ」

　ウルスラが五体を超えるヒトガタを撃ち抜いた頃ころ、コマキが他のメンバーより少し前に進む。淡いピンク──珊さん瑚ご色のテリトリーが濃度を増した。

「コマキが前衛に立ちます。ウルスラは後方射撃を続行。アイシュは遊撃。ＪＤは味方の警護優先。ミナトくんと少尉は防御態勢で。自分の安全を第一に考えてください」

　簡単な布陣だけを伝えて、次々と浮上するアンダーの群むれを単独で迎える。彼女のその行動、並の感覚を持つ水使いであれば自殺行為かと疑うかもしれない。特にコマキのテリトリーの場合、広範囲から音を拾う、あるいは広範囲に音を届けるという通信的な能力であり、便利だが戦闘への転用が想像しがたいものであった。

　それでも、彼女は比較的真面目まじめな顔付きで前方に躍り出たのだ。

　ウルスラの銃撃を免れたヒトガタが、牙きばの乱れ立つ、醜しゆう悪あくな口こう腔こうを広げて、先頭に立つコマキへと襲い掛かる。

　原始的な噛み付き。その攻撃に対して彼女が取った行動は「回避」である。テリトリーによる水中制御を巧みに使い、踊るように軽やかに、寸前のところで異形との接触を避けた。

　そう、避けた。

　ただそれだけのアクションで、ヒトガタの頭部は四散していた。

　ボシュ──と。まるで頭ず蓋がい骨こつを爆弾に変えられたように、内部から。前兆もなく。

　次に迫ったヒトガタもコマキとすれ違うと、最初は前肢の半ばから砕け、次の瞬間には背中から弾はじけていた。同時に二体を討伐。その間、三秒に満たない。

「な……？」

　何したの？　その言葉をアイシュワリンは咄とつ嗟さに呑のみこむ。今の状況で丁寧に説明してくれる者などいないだろう。彼女のテリトリーは「音を操る」と言っていた。音の正体とは空気や水の『振動』から成るものである。そう考えると、破壊に転用することも不可能ではないのかもしれない。

　そこまで考えてから、アイシュワリンは思考を切り替える。正解を探ったところで時間の無駄だ。重要なのはコマキが近接戦闘に優れているという事実のみ。

　それでも、コマキとウルスラに任せきりにするのは下策であろう。ウルスラは近いうちに弾切れを起こすし、不条理な破壊を使うコマキにしても、接近した相手を無差別に殺す能力ではないらしい。今も、仲間と連携し、死角より迫ったヒトガタの奇襲を、舌打ちするような表情で回避していたが、しかし例の破壊は起こらなかった。不意打ちに対しては発動しない。ある程度、ターゲットの選択は必要なのだと思われる。

　能力が無敵ではない以上、つまらない理由でも事故は起こりうるものだ。

　もしも、指を咥くわえてる間に味方に死なれでもしたら、きっと、二度と立ち直れない。

「遊撃の件、了解したわ」

　コマキの出撃に遅れること十秒。

　アイシュワリンは瑠る璃り色いろのテリトリーを最大拡張する。

　鴉からすのような翼……翼を象かたどる加速装置が深海の闇やみに溶け込むように広がった。

　その瞬間、『最速』が発動する。

『──っ、ウルスラ！』と、コマキの険しい声が脳内に響く。『射撃中止、今すぐ！』

　その直後、水深四〇〇メートルにいたヒトガタの、これまた頭部が粉砕される。水着にブーツを履いたアイシュワリンの靴底が、力強く蹴けり砕いていたのだ。

　一瞬後の彼女は異い形ぎようの群むれの中。

　翼を広げる稀け有うな水使いの目は据わっていた。

「急いでんだから死ね」

　作戦における一分一秒の遅れで運命が変わるかもしれない。そう思うと、目の前に群れるヒトガタに対して怒りにも似た感情が湧わき上がってくる。

　どうか邪魔をしないでほしい。

　邪魔をする気なら、せめてさっさと死んでほしかった。

　視界の隅で影が揺らめく。深海で徒党を組んだヒトガタどもが、突如として舞い込んだアイシュワリンを獲物と認めて牙きばを剥むく。全方位、三六〇度、まんべんなく騒ぎ立てると一斉に彼女へ襲い掛かった。

　──かすりもしない。

　ヒトガタが向かう先、既にアイシュワリンの姿はなく、そこから一〇〇メートルも離れた海中を彼女は旋回した。翼型のテリトリーと相あい俟まって、その姿は飛ひ翔しようと形容すべきもの。

　しかし、実際に目で追える者は少ない。

　異い形ぎようも反応できない速度で移動し、存外の方向から蹴けり付ける。砕き、さらに、砕く。

　アイシュワリンの参入間もなく、死し骸がいとなったヒトガタの数は飛躍的に増していった。

『アイシュに質問。冷静です？』

　心配させてしまったのか、途中でコマキの通信が届いた。

「……冷静かは知んないッ。でも、指示があるなら聞くけど！」

『ならよかったですー。正直、期待以上に効率が良さそうなんで、そのまま無理が無い範囲で攻撃を続けてください。ウルスラは誤射しないように待機させますから、気兼ねなく』

「あ」

　それを聞いて先ほど、彼女が慌てて射撃の中止命令を出していた理由を理解した。

　無制限に軌道を変えて高速飛行できるアイシュワリンの能力。これは銃による援護射撃との相性が悪く、どれだけ注意してもフレンドリーファイアーを誘発しかねない。浅慮だったことを反省すると共に、コマキの指揮判断は確かなものだと認識する。何かと軽薄な部分が目立つ女だったが、いざ作戦が始まると頼りになった。

『幸い、付近にはヒトガタばかりでコマンダー級の気配はありません。早いとこ片付けて、海底に向かいましょう』

「──うん」

　アイシュワリンは噛かみ締めるように頷うなずいた。

　最近、何かとネガティブだ。涙もろく、怖い夢にうなされ、身体からだの震えが止まらなくなる。山やま城じようミナトの顔色が気になってしかたない。人並みに、明るい未来を待ち望んでいるのに、そこへ辿たどり着つく道筋が見えなくて引きこもりたくなる。

　それでも、今は、あの凍り付いていた二年前から確実に動き出していた。

　ようやく、わずかにでも光が見えたのだ。

　ならば、暗くら闇やみの中だろうと飛べる。

　疑わず、強がる翼を威張らせて、彼女はまた一体の異形を鮮烈に蹴り砕いてみせた。





　　　◇◆◇◆






　太平洋、海面下一一〇〇メートル、深海。

　ある瞬間からシャロンは違和感を覚えた。

　およそ進路上に屯たむろしていたアンダーの掃討に成功し、六名のメンバーは目標施設の海底に無事に到達する。その所要時間は十五分とかかっていない。理想としていた進しん捗ちよく率りつの半分程度の早さだ。アイシュワリンの討伐能力が期待を上回ったこともそうだが、何よりも姿を見せた異い形ぎようは全すべてヒトガタであり、コマンダー級の妨害を一切受けなかったことが大きい。

　数字だけ見れば文句の無い状況。

　この上なく順調にことが進んでいる。

　──少し、順調すぎる気がした。

　その違和感は、いざ施設内部への侵入を敢行し、成功した後からより顕著になった。




「水路内の対外ソナーはコマキの能力で除去できますが、施設内部の赤外線センサーは対応できないので、我々の侵入がバレます。そのつもりで」

　昨日の時点で、コマキはそう言っていた。

　密閉性が極めて高い海底施設は出入り口が少なく、現実的な侵入方法は二つだけ。

　一つは潜水艦用の搬入路から入る手段だが、これは敵の正面玄関のインターフォンを鳴らすようなものである。ゲートが内部から管理されている限り、不審者をほいほいと入れてくれるわけがない。

　よって、給排水路を利用する。

　これは二十二世紀までに存在する、長期運用を想定した海底施設にはまず確実に設けられているライフライン機能とのこと。現実に、シャロンが昨夜見た、山やま城じようミナトの記憶映像にも登場している。

　言い換えれば、必要不可欠なセキュリティ上の欠陥──。

　水圧管理のために、巨大モーターを利用しているため、どうあっても人間が優に通れるスペースが出来てしまい、水使いならば易やす々やすと侵入可能な経路になってしまう。

　これに対処する場合、施設側は防犯カメラおよびソナーによって給排水路を監視する可能性が考えられるが、しかし前者の防犯カメラは重宝されていないのが実情。

　何な故ぜならば、侵入者なんて存在は「一生待っても来るかわからない存在」だからだ。カメラがあり、映像を常に見張る警備担当者を置くよりも、異常反応に対して警報ブザーに連動させられるソナーシステムの方が労力、利便性ともに高い。結果的に、海中警備ではソナーに依存する傾向が多い。

　その裏をかくのがコマキのテリトリーが持つ〝音の支配能力〟だった。

　彼女の能力は、音波で構成されるソナーを吸収し、さらには改かい竄ざんすることまで出来る。

　この浸入作戦が敵側に認知されない最大のアドヴァンテージ。

　彼女たちが外でいくら暴れようとも、施設内部からは知ることはできない。アンダーが群むれをなして泳ぐ「いつも通り平和な海」のままだった。たとえ陸上にいる奴やつらの仲間が気付いたところで、電波を通さない海中に通信を入れることはできない。逆に、内部の人間が危険を察知しても陸地に救難信号を送ることも不可能。

　海底施設とは、その隠おん密みつ性と引き換えに、いざ正体がバレると脆もろいもの。

　セキュリティに難を感じたからこそ、敵は重要な《ファースト》の移動を目もく論ろんだ。確かに、辻つじ褄つまは合っていた。

　そうだとしても──シャロンの違和感は膨らんでいく。




　給排水路内部を通過、計三枚の水圧ゲートを通ると巨大な貯水タンクに放ほうり出される。そのままだと浄化装置に巻き込まれ蒸発してしまうため、タンクを強引に抉こじ開あける形で外へと脱出。その際、大きな騒音を伴ったが、内部に到着した時点で潜入が発覚するのも時間の問題だから構うことはない。

　強襲し、短時間で片付ける。それが作戦の本質。

　多少強引であっても、要よう諦ていはアンダーの《起源種》を破壊すること。それさえ叶かなえば、シャロンたちの生死に係かかわらず敵の計画は大幅に破綻するはずなのだ。

　そのはずだったのに。

「──よし、急ぎますよっ」

　この時から、頼みの存在だったコマキの様子が、明らかに壊れ始めてくる。

「団体行動は崩さないくださいッ。警備兵が接近すればコマキの能力でわかりますから、ウルスラとＪＤは前後に分かれて、味方の死守！　ここからは一秒も無駄にできませんっ」

　苛いら立だちか、焦りか。常に飄ひよう々ひようとしていた態度に綻ほころびが生じている。任務に対する責任感の表れとも取れるが、それにしても声が荒く、感情的な表情に見えた。

　違和感を打ち消せないまま、貯水スペースを後にしたシャロンたちは施設通路へ。

　異常は扉を開ける時にも発生する。

　例のスキャナーを非常用端子に差しこんだミナトが、銀ぎん鼠ねず色いろのテリトリーを最大拡張したあとに、無表情で呟つぶやいたのだ。

「ロックが存在しないな……」

「なんですって？」

　眉まゆを顰ひそめるコマキの隣で、彼はドアの脇わきにある解錠ボタンを押した。

　ピーと鳴り、自動でスライドする。簡単に開いてしまった。

　ミナトは肩を落として溜ため息いきをつく。

「やっぱりだ。セキュリティが設定されてない。誰かが事前に解除したのかもしれない……、嫌なデジャブだな」

「そん、な」

　いよいよ剣けん呑のんな目付きを浮かべて、純白の廊下に飛び出すコマキ。

　内部の状況を探るべく、桃色のテリトリーを通路の先にまで拡散させていた。

　──舌打ち。

「何の気配も無い……誰も、いないっ」

　当初の予定では、潜入直後から異常を察して駆けつけた警備担当者と交戦状態に陥るはずだった。そのための作戦だって立てていた。

　しかし、施設内に気配は無い。エアダクトから漏もれる換気音が響くだけの静寂だった。

「こんな──こんなの、嘘うそよっ」

「あ、ちょ……コマキ殿っ!?」

　突然、コマキは廊下に飛び出すと、走り出した。

　作戦の中心的人物による独断専行。

　想定外に次ぐ想定外。仲間にも動揺が走る。シャロンも、今が異常事態なのだと気付くことは出来ても、状況があまりに不透明すぎて思考が追いつかない。

「…………」

　いち早く冷静に立ち返ったのはミナトであり、彼は何も言わず、走り去った彼女の後を追いかけている。続けてＪＤが、防水ストッカーから拳けん銃じゆうを引き抜くと、地面を蹴けって声を張り上げた。

「とりあえず俺たちもコマキを追うぞ！　ウルスラは最後尾について後方警戒しろ！」

「りょ、了解でありますっ」

　ここに来て、シャロンの背筋に寒気が走る。

　一切合切、トラブルの正体を想像することはできないが、何か、取り返しのつかない事態に陥っているのだと漠然と予感できた。敵の施設に潜入し、警備網を強行突破し、ファーストを討伐する──成功か失敗か、というシンプルな冒険。

　その根本が間違っていたのだしたら？

　この世は「白か黒か」では判定できない。もっと複雑な色が混ざり合って、時に予想のつかない結果を導き出す。

　シャロンは、結果的にコマキという人間を信用することを選んだ。

　その判断が正しかったとしても、必ずしも勝利を手にする道理はない。

　海上到着後、作戦開始から二十七分後のこと。早くも、暗雲に飲み込まれた。
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　ついに、誰一人として出会うことはなかった。

　二つの区画を跨またぎ、シャロンたちが辿たどりついたのは重厚なゲートの先。

　──セントラルセクター〝プレジデント〟ラボラトリー。

　幅は狭くも、奥行きがある。一般的な二十五メートルプールを二つ、縦に並べたほどのスペースに数々の機材が密集していた。電源は今も生きており、研究データを書き換え続けるコンピュータ、施設内の連絡に使う通信機、中身の無い有機培養筒といった、取り残された設備が怪しく発光を続けている。

　しかし、全体的には薄暗く、もしもシャロンが冷静だったならば、ここを一目見て、宇宙船内部のようだと感想を抱いていたかもしれない。あくまで冷静であったなら……

　しかし、一人の死体を見つけたことで、全すべての意識がそこに集中してしまう。

　たぶん、若い女性。手足を杭くいに貫かれ、まるでキリストのように、巨大な培養筒の一つに張り付けられていた。無残だった。殺すために殺したのではなく、壊すために殺したかのような。全身におよび無傷な箇所を探す方が難しく、指は折れるか切断され、腸はこぼれ、頭部も三割ほど見当たらない。血ち腥なまぐさい。反面、腐臭はなかった。体液も滴り、死後それほど経過していない遺体である。

　そして、血文字。──ウェルカム、と大きく書かれていた。

　職業柄、凄せい惨さんな死体は見慣れているシャロンでも、観察しているうちに胸焼けに近い感覚を抱いた。一緒に来たアイシュワリンも小さく呻うめいたのち、目を背けている。

　遺体の傍かたわらでは、先に来ていたＪＤが厳しい表情で立ち尽くしていた。

　シャロンは自分が冷静になるよう念じたあと、口を開く。

「コマキは？」

「この先にいる。山やま城じようも一緒のはずだ」

　培養筒とコンピュータが立ち並ぶ先、青白い光に満ちたスペースを顎あごで示している。

　合間に彼は腕を組みながら愚痴を吐いていた。

「どうにも、状況は最悪らしいな」

「さっきから事態が掴つかめないんだけど」

「俺もさ。ただ、この死体──実はマザーグースの構成員でな」

　つまりは、彼らの同僚。施設内部に潜入員がいることは前もって聞いていた。

　その彼女が殺されていたということは……さすがに考えるまでもない。

「私たちの計画が連中に知られていたってこと？」

「その可能性が高い。……しかし、どうにも腑ふに落ちない」

　ＪＤは同僚の亡骸なきがらに痛ましい顔を向ける。

「仮に、俺らの計画が相手にバレていたとして、先日のうちにファーストを他よ所そに移したってんなら、監視していたマザーグースから報告があったはずなんだ。ファーストも手荷物じゃねえんだし、大きな動きがあれば見逃すとは思えない」

「だったら──」

　ファーストは未いまだ、この施設に残っているかもしれない。

　その想像に辿たどりついた時だった。

　すぐ奥の空間で銃声が鳴り響いたのだ。




　けたたましい残響の中心にはコマキとミナトの姿があった。

　彼らのうち、黒い拳けん銃じゆうの引き金に指をかけていたのはコマキである。

　そして、シャロンが目撃する先で、再び発砲した。三発、四発、五発まで至り、撃ち尽くされた拳銃は乾いた撃鉄の音だけ響かせるようになった。追ってきたシャロンからだと彼女の背中しか見えず、表情は確認できないが、肩を怒らせた姿は正常だと思えない。

「あれは……」

　コマキが一心不乱に発砲した先に目を移したシャロンは瞠どう目もくを禁じえない。

　それは半透明の液に満たされる培養筒。

　先ほど見た他のカプセルとは違い、まるで広間の中心に鎮座する王座のように置かれていた。厚い台座に置かれ、バリケードで囲い、専用スロープを設け、データ採集機材が集まっている。明らかに、それだけが隔離されていたのだ。特別なものだと、一目でわかる。

　何よりも、その培養筒だけが「中身」が残っている。

　藻のように鮮やかな緑色の全身を持つ、美しい女性のような異い形ぎよう。

　──《ファースト》。

　間違いない。シャロンが昨日、写真で見た緑のアンダーと同じ者がそこにいた。

　目標の発見。しかし事態は混迷を極めている。

「……どうしてッ！」

　悲痛な声。

　それがコマキの発するものだと、シャロンは咄とつ嗟さに気付くことができなかった。

「やっと、手が届くと思ったのに、なんで……なんでよ！　──ふざけんな畜生ッ」

　しまいに彼女は手にした拳けん銃じゆうをファーストが眠るカプセルへと投げつけた。

　しかし、──すり抜ける。

　強化ガラスが跳ね除のけるわけでもなく、ヒビが入り割れるわけでもなく、鉄の銃身はカプセルに吸い込まれるように通過すると、そこから十数メートル先の床に落ちて冷たく反響する。そして、コマキは内うち股またになって崩れると、子どものように泣き始めてしまった。

　見ていたシャロンはますます戸惑いを抱く。あまりにも意味不明だった。

「今の何？　……まさか、ファーストには攻撃が当たらないの？」

「あれはホログラム。立体映像だけのニセモノだろ」

　答えたのは山やま城じようミナト。

　すすり泣くコマキの傍かたわらに立ち、冷静な顔でシャロンを見つめ返した。

「白か黒か。そもそも僕たちは疑う先を間違えてたみたいだな」

「どういうこ」

　──と。




『コマキくんも、最後に母親の顔を見ることができて良かったろう』




　忽こつ然ぜんと、施設内に穏やかな男性の声が響いた。

　やがて、シャロンの右。施設内の監視設備が並ぶ一帯に吊つり下さげられた、ひときわ大きなモニターに、銀白のスーツを着た男性の姿が浮かび上がる。

　いわゆるビデオメッセージだった。





　　　◇◆◇◆






　六十歳半ばほど。年配の白人男性だ。老いは明確だが、白髪と正装の似合う甘いマスクの持ち主で、声質も穏やかながら通りの良い低音だった。まるで身分の良さを、姿かたちから滲にじみ出だすような老人だ。その背後には窓と青空。どこかの高層ビルにあるオフィスらしい。

　その男の声に、涙で瞼まぶたを腫はらしたコマキが弱弱しく面を上げる。

　そして掠かすれる声で呟つぶやいた。

「──長官」と。

『この映像が流れているということは、無事に潜入を果たすことができたようだな。おそらく困惑しているだろうから、手短に事情を説明したい。まず、先の幹部会議の結果、我々は英国としての利益を第一に考え──アンダー計画に対し協力的姿勢を取る決意をした』

　高い金属音が鳴り響いた。

　後方で見ていたウルスラが蒼そう白はくの顔で、手にしたマシンガンを床に落としたのだ。

　その時、シャロンは先ほど聞いたミナトの台詞せりふの意味を理解する。

　自分たちは疑う先を間違えた。

　真に疑うべきはコマキではなく、彼女の背後にいた組織──マザーグース。

　黒幕は連邦に在あり、彼らと敵対する英国は味方。その前提を信用しすぎていた。

　ファーストはとっくの以前に別の施設へ移送された後であり、そして自分の組織が寝返っていたことを知らなかったコマキは、彼らの情報を信頼して計画を実行した。コマキ個人が信頼できる人物だったとしても、作戦の母体となる機関が腐っていたら結果は同じ。

　しかし、そうだとしても不可解な部分がある。

　マザーグースという連中がコマキを見捨てたのだとしたら、なぜ、わざわざメッセージを残す必要があったのか？

『同調しろとは言わんが察してほしい。長いものには巻かれるものだと思ってくれ。そして、君の処遇に関してだが、たいへん遺憾ながら、ここでお別れだ』

　死刑宣告に違いない言葉。

『君のテリトリー能力は替えがきかないし、私は反対だったんだがね。いかんせんコマキくん、君のファーストに対する私的感情は強すぎる。まあ、事情が事情だから無理も無いが。ともかく、生かしておけばのちのち危険だと《彼ら》に判断されてしまった』

「…………」

　がり、がり。……と、座り込むコマキが床に爪つめを這はわせていた。やがては割れて、そこには血が滲にじんでいる。表情は見えず、その心情は汲くみ取とれない。

『今回の件は、私も骨が折れたよ。何せ、君は恐ろしく地獄耳だからな。下手に暗殺を企たくらんでも、先に勘付かれて逃亡されてしまうのが目に見えている。ずいぶん手の込んだ騙だままし討ちだと思ったろうが、そういう理由だ。さすがの君も、深海に閉じ込められたらお手上げだろうからね。ファーストが絡んでいたとは言え、君もいささか事を急ぎすぎたようだな』

　たびたび、男は耳みみ障ざわりの良い言葉を口にするが、その表情に悲壮感の類たぐいは存在しない。同胞の処刑を決めたことに対する感慨など一切として浮かんでいなかったのだ。ただ、淡々とした顔付きで、事務的に喋しやべり続けている。

『さて、本題だ。コマキ以下、有能な侵入者諸君。この映像が終了して一五分後、三体の《コマンダー級》が施設内に解放される。戦うか死ぬか、まずは好きな方を選びたまえ』

　ようやく、話が見えてくる。

『脱出を謀っても構わんが、無駄な努力だと予あらかじめ言っておく。この映像が流れている時点で、施設の全セキュリティ権限は外部端末に移譲され、施設周辺には対人専門部隊を待機させている。裏を返せば、アンダーの討伐を推奨するということだ。君たちも、醜い化け物に嬲なぶり殺されるより、同じ人間の、兵士の手で死ねる方が本望だろう？』

　それで今回の大掛かりな罠わなの目的は明確になった。

　ただ殺すのではなく──生物兵器を水使いと戦わせて、実戦データを取るのが真の狙ねらい。

　例えれば賞品の無いゲーム。事前にルール説明を行い、一五分という作戦会議の時間を与える。施設に迷い込んだ処刑対象は六名であり、いずれも異い形ぎようとの戦闘に心得を持つ水使いばかり。奴やつらからすれば、シャロンたちが無抵抗に死のうがアンダーを討伐しようが、得があっても損はしない。どちらに転ぼうとも深海の籠かごの中。死刑囚が十三階段の上にいる事実に変化は起きないのだから。

　悪趣味で眩暈めまいがする。

　モニターの中、初老の男は軽々しく激励を口にした。

『それでは、健闘を祈る。最後は丁重に弔うので、どうか安心して逝ってほしい』

　画面が暗転する。映像は終了した。

　男の話が事実ならば、一五分間のカウントダウンが始まったということだ。




　沈黙は、そう長くもなかった。

　不意に、涙も涸かれ果てた表情で彼女は真実を吐と露ろしたのだ。

「…………起源種、《ファースト》は、コマキの母親です」

　その独白を聞いて、最初は誰も反応を示さない。

　理解するまでに相当な時間が必要だったのだ。

　確かに、映像の中の男も「肉親」という言葉を使っていたが、アンダーが母親と言われてもシャロンの頭では早々には理解が追いつかない。

「……母親って？」

「彼女は水使い……もとは歴れつきとした人間です。感情依存型の侵食系、そのテリトリーは生物を蝕むしばむ毒のような……そのくせ、馬鹿みたいに優しい人でしたね。大人のくせに泣き虫だし。おっちょこちょいだし。料理だけは妙に上手で……それも全部、頭の狂った旦だん那なに無む理り矢や理り作りかえられちゃいましたけど。今では立派なバケモノ製造機ですよ──……あは」

　運命を嘲あざけるように口元を歪ゆがめている。

　ふと、シャロンは今も空間に浮かぶファーストのホログラムに目を移した。緑色の肌に、木の根のような下半身。本物があの姿の通りなら、既に人間とは言えない。

　思えば、コマキはずっとファーストのことを『彼女』と呼称していた。女性的な外見からそう呼んでいるのかと思っていたが、どうやら個人的な感情から来るものだったらしい。

　シャロンが想像していた話の方向から大きく外れ、しばらくは言葉が見つかりそうになかった。他の者も、一様に気重な表情で黙りこくっている。

　ただ一人、彼だけはマイペースな面構えで口を開いた。

「──ひょっとして、君の本名って小こ泉いずみマキノか？」

　ゆっくりと、コマキは顔を上げる。

　光を失った瞳ひとみでその青年、山やま城じようミナトを見つめ、涙ながらに首をかたむける。

「あたり……ですけど。よく、ご存ぞん知じですね？」

「記憶力強くてね。昔から、ネットやニュースで見かけた内容は忘れないんだ。二年前、大阪海底で《ファースト》の画像データを見つけた時、ある大学教授の奥さんと顔立ちが似てると感じた。だから、その男については調べてたんだ。一人娘がいたことも」

「つまり……最初からコマキの正体に気付いてたってことですか」

「いいや？　十五年前に一家で失しつ踪そうした以降は足取りも追えなかった。でも、今の話で確信したよ。アンダー事件の首謀者は──僕と同じ日本人だったんだな」

「元大学教授で今は連邦特殊機関の主任研究者である小泉カズマ……奴やつですよ。アンダーを世に生み出した糞くそ野郎は。わかったところで……もはや、無意味ですけどね。コマキのせいで、デッドエンド決定です……」

「デッドエンド、ね」

「この作戦が成立したのだって、マザーグースの支援があったから。今さら一人にされたって、コマキじゃ何もできません。ここから脱出することすら…………無理だよ、もう」

「最後の質問だ。ファーストが研究の中枢という話は事実か？」

　こくん、と素直に頷うなずくコマキ。

「事実、です。……ファーストさえ破壊すれば、奴らの研究は凍結します。必ず」

「それを聞いて安心した」

　相変わらず、何を考えているのかわからない。

　彼は専用の防水ストックから日本刀とライフルを解放した。

　刀は自前のダイバースーツに装着し、銃は八割がた組み立て済みだったパーツを合わせることで完成。弾倉を装そう填てんするとチャージングハンドルを抜いた。

　十五秒後。

　誰もが待ち望みながら、しかし、発することを躊躇ためらっていた一言を容易たやすく口走る。

「よし。無理でも生き残るぞ」




　簡単なことだった。

　口に出せば良かったのだ。

　まずは生きる意思を捨てないこと。

　それがスタートラインなのだと、たった今、シャロンも思い出す。

「そう、ね……そうだわ。まだ何一つ成し遂げてないのに、こんなところで死ねない」

　彼女の望みは妹の仇かたき討うちであり、決して、戦いに殉じることではない。

　せめて一矢報いる。ここが死に場所だなんて、到底納得のいくものではなかった。

「起源種《ファースト》が敵のアキレス腱けんだという情報を私たちはもう知っている。たとえ一人でも生き残って、この真実を絶やしてはいけないわ。奴やつらの高笑いなんて、絶対に聞くものですか」

「まったくもって、俺も同感だが」

　苦い表情を浮かべたＪＤが口を挟む。

「現実問題、打開策が一向に浮かばない状況だ。何か妙案があれば賜りたいな」

「コマンダー級三体なら私の《槍やり》が通用するわ。戦いようによってはいけると思う。けど、一番の問題は外で待機してるはずの兵士の方ね……」

　恐らく、専門の対人訓練を受けてきた特殊部隊だろう。生存者が万が一にも外へ逃げださないように、かなりの人数を割いて待ち構えているはずだ。おそらくはシャロンたちがアンダーを討伐したあとに、突入してくるつもりなのか。対するこちらは六名だけで、装備も最低限の状態。真っ向から戦ったところで勝てるとは思えない。

「でも、化け物より人間の方が御しやすいわ。対人制圧スキルの高いアイシュ教官だっている。隙すきを突けば逃げ出せるかもしれない」

「連中が施設の中に入ってくるならな。それならまだ戦いようもあるが、毒ガスを散布されたり、この研究所に利用価値が無ければ一方的に爆破、なんて可能性もある」

「その時は……その時よ」

「あのさ、駄目もとなんだけど……」

　アイシュワリンが片手を挙げた。態度は少しおずおずとしている。表情にも、今の状況に対する不安感を隠せていなかった。

「もと来た水路から逃げ出すってのは？」

　ＪＤが口元をひん曲げる。

「まあ、望み薄いだろうな……。連中もそこまで抜けてないだろ。そもそも、さっきの映像の話じゃ、セキュリティ関係は外部で押さえられてると考えた方がいい。水門も閉じてる可能性が高い」

「外って、まさか陸地から？　ここまで？」

「いや、無線電波も使えないのにそれは無理がある。潜水艦かコンテナに端末を積んで、有線から遠隔操作、というのが妥当じゃないか。さて、知らないが」

「それ、山やま城じようくんの能力でハッキングできないかしら？」

　当の本人を視線で探そうとした矢先。

「いま試した。ゲート関係の操作は無理っぽい」

　当の本人が答える。

　いつの間にか彼は、監視モニターが密集するコントロールパネルの前まで移動しており、相談中のメンバーの方へ振り返るとのんびり語る。

「一応、スキャナーとの端子も合うしサーバーにもアクセスできる。だけど、外部ゲートの制御とか、肝心のシステムが完全消滅してた。存在しないものは操作しようがない。施設内の研究データとかは今でも閲覧できるけどな」

　それが見れたところで脱出の役には立たない。

「山城くんには、何か名案ない？」

　首を振る。

「あいにく、今のとこ、確実な脱出手段は思い浮かばない」

「確実じゃなくても、可能性があれば」

「何個かある。例えば、外の兵士が入ってきたタイミングを見て、ナイトレイの《槍やり》でメルトダウンを起こし、施設外壁に大穴を開ける。そうすれば気圧バランスの関係で建物全体が盛大に崩壊。その間、僕らは強度の高いパニックルームに避難してやり過ごす──とか。まあ、僕らも海底で生き埋めになるけどな。数千トンの瓦が礫れきの下だ」

「それは、厳しいわね……」

「僕もそう思う。とにかく──残り一〇分弱。脱出手段の検討は後回しにして、まずはアンダーと戦う覚悟を決めた方がいい」

「そうね」

　奴やつらに殺されてしまったら脱出どころの話ではなくなる。

　そして、倒せるか否いなかは未知数。

　ただでさえ、厄介なコマンダー級が三体。しかも、どのタイプか不明なのだ。

　仮にダイオウイカであるなら動きの予測もつくし、討伐のヴィジョンを持てるが、初見種だった場合は作戦の立てようがない。一ひと括くくりに『アンダー』と呼んだところで無む秩ちつ序じよ。唯一、殺さつ戮りくを好むという共通点だけを持つ理不尽な化け物である。

　敵の戦力がわからない以上、今できることは味方間の結束を固めることだけ。

　それについて、戦意喪失という点で不安だった者が二名。

　ただ、そのうち一人、ウルスラに関しては特に心配無用だったようだ。




「──アんの、英国の恥さらしどもめがアッ！」

　めがー、めがー、と施設内に木こ霊だまする。

　先ほどまで、茫ぼう然ぜん自じ失しつの顔で立ち尽くしていたかと思うと、次第に顔が赤くなり、目には涙を浮かべ、ついには大声で喚わめき散らしながら対物ライフルにナイフを当てた。そして、防水用の接着剤をギコギコと削そぎ落とし空の薬やつ莢きようを捨てマガジンを詰め替える。スリングを伸ばして背負うと床に落ちたサブマシンガンを乱暴に拾った。

　幼い八重歯を剥むき出だし、再び怒鳴る。

「アアもうッ、アタシは情けなくて怒ど髪はつ天突く、であります！　目先の欲に目が眩くらみ世界を脅かす俗物などに、紳士の証あかし、ユニオンジャックを掲げる資格はないッ。この怒り、とりあえずはアンダーを蜂はちの巣にして晴らしてくれましょうッ！」

　この子はこの子でマイペースだと再認識する。シャロンよりも人生のスケールが大きいと言うか、自分の夢見る英国が全すべてらしい。思想としては危ないと思うが、その前向きさはこの場に限って頼もしいと感じた。

　少女から最も近い距離にいたミナトも、珍種を見るような表情で感想を漏もらしている。

「君はイギリスを擬人化したような子だな」

「そんなに褒めたらなついちゃいますぞ」

　臨戦態勢を整えた英国少女は忙せわしない。

　今度は、打ちひしがれる仲間のもとへと歩み寄った。

「コマキ殿、まったく、らしくありませんなッ！」

　真上から大声を浴びせかけられ、彼女の横顔は唇を噛かんでいる。

「やられたら倍返し、興が乗れば三倍返し、生理中なら四倍返しのコマキ殿でしょうが。正直、意地悪で身勝手で何考えてるか不明で不気味で不快でアタシはあなたが苦手ですけど、……それでも！　そんな姿を見るのは不思議とつらいであります」

　手を差し伸べ、ウルスラは優しげに微笑を浮かべる。

「たとえ祖父の遺言でも、あなたと戦うのはアタシ自身の意思。どうか立ってくだされ」

「……、……自分で、立てますよ。あと、コマキもあなた苦手です……耳が、痛いから」

「それならば何より」

　宣言通り、彼女は腰を上げると額を手で押さえる。

　そして、溜ため息いきを挟み、脱力した表情を左右に振った。

「あくまでも戦うと言うのなら……コマキも、手を貸します」

　依い然ぜんとして、その目は死んでいる。

　シャロンは不安な心境を隠さずに伝えた。

「大丈夫なの？　とても前向きな雰囲気には見えないけど」

「勝手を言えば、もう疲れました。今日のために身を捧ささげ、人の命も奪うばってきた。潮時としては丁度いいし、ここらで報いを受けて……休みたい」

　シャロンたちからすれば二日前に初めて聞いたファースト討伐作戦。

　しかし、きっと彼女はそれよりも以前、それこそ数年、十数年と時間をかけて準備をしてきたのかもしれない。それが一瞬にして泡となって消えた。マザーグースで築き上げた組織としての力、そして追い求めた母親の在あり処かも全て。

　ゼロからの再出発に、気力を絞れないのは当然なのかもしれない。

「でも、コマキは皆さんを死地に巻き込んでしまいました。償いようもありませんが、せめて、あとは皆さんの意思に従います。手は抜きません。これでもプロですから」

「たとえ罪深くても、死なれたら困るわ。共通の敵を持つ同志でしょ、私たち」

「ええ」

　彼女は弱弱しく笑い、小さく頷うなずいた。

「コマキは、もっと遠回りしとくべきでしたね──みんながいたなら」





　　　◇◆◇◆






　恋多き人生。

　──とまでは言わないが、それなりに人を好きになった経験がある。

　告白されたこともあるし、自分から告白もした。インド自治区の幼稚園に通っていた頃ころ、卒園して初等科学校に進んだ頃、水使いの訓練生としてアカデミーに入学した頃、アイシュワリンは特定の異性に対して憧あこがれを抱き、そのうちの一度はお付き合いに発展した。

　教官になるべくウランバートルで研修していた時に知り合った年上の警察官だ。何度かお誘いを受けたのち、晴れて恋人同士と相成った。紆う余よ曲きよく折せつあり、なんだかんだ初めての交際で、当初はかなり舞い上がっていたと思う。

　しかし、遠距離恋愛だったことに加え、彼とは根本的な部分で「ズレ」があったらしい。喜怒哀楽のタイミングとでも言うか。会話一つとっても笑うところ、期待する反応がお互いで噛かみ合わず、次第に熱も冷めていき、しまいには彼の「会うのが面倒くさくなった」というデリカシー皆無の一言であえなく終局。アイシュワリンも似たような心境であったけれど、先手を取られたのは悔しいし腹が立つ。でも、安い授業料だったと思い飲み込んだ。

　とにかく、恋愛経験はある。

　そして、彼女なりに「恋」の基準を持っていた。

　それは「妄想が止まるか、止まらないか」だ。

　もしも相手を好きだった場合、アイシュワリンの妄想は止まらない。十中八九、妄想中にデートして結婚して子どもが生まれる。最低でも五人は生まれる。おはようからおやすみまで休まずイチャイチャし続ける。夜にふと我に返り自害したくなるほど、幸福で桃色で乙女ぶりっこな妄想という名の暴走。人よりアドレナリン分泌量が多いのかもしれない。

　だから、きっと、たぶん、間違いなく──彼女は山やま城じようミナトに惹ひかれていた。

　しかし、アイシュワリンは彼に自分の想おもいを伝えるつもりはない。

　何な故ぜなら、妄想の中の世界は必ず〝平和〟に満ちていたから。

　それはつまり、怪物が存在しない世の中。

　今じゃない。これより先の未来だった。




「あぁ…………くそっ」

　先ほどから手の震えが止まらず、アイシュワリンは小さく悪態を漏もらした。

　十五分間のタイムリミット。あの映像終了から既に一〇分以上が経過している。時間が迫るにつれて、心臓が裂けそうなほどに鼓こ動どうが高鳴っていく。

　情けない。命を賭かける覚悟を決めたはずなのに、いざ窮地に立たされるとこの有様だ。

　敵の罠わなの中。間もなく強力なアンダーが施設内に解放される。そして、奴やつらを倒したところで待ち受けているのは殺さつ戮りくを生業なりわいとする特殊部隊だ。生き残れる自信は、正直無い。

　よく「プライドなんか捨てちまえ」なんて類たぐいの台詞せりふを聞くが、実際プライドは重要だと思う。今の彼女を崖がけっぷちに繋つなぎ止めているのは、単純な自尊心だった。

　あたしってばイイ女、みたいな……ぶっちゃけ吐きそうだけど。しかし、ミナトに惨めな姿を見られることだけはどうしても我慢ならない。

　だから、最後の最後まで虚勢を張り続けてやるつもりだった。

「先輩、平気ですか？」

　どうやらミナトから見ると平気とは思えなかったらしい。

　彼女は頷うなずく。引きつった笑顔で裏返る声を発した。

「へ、平気ってことにしといて。だいじょぶよ、こんなの初めてじゃないんだし」

　大阪事件に始まり、去年のランド・デイでも死ぬような思いを経験したのだ。恐怖の消し方はわからなくても、恐怖の誤ご魔ま化かし方なら覚えがある。簡単だ。強がればいい。

　彼女は強がっている。

　しかし、今から漏らすのは明確な本心。

「ミナト、あのね、あたしのことは心配しなくていい。自分の身は自分で守るから」

　もしもの時、足あし枷かせになるくらいなら見捨てられた方がましだった。

　彼は一瞬、考え込むように顎あごに手を当てると目線を下ろす。すぐに平然と呟つぶやく。

「──その水着、なんか先輩の趣味と違くないっすか？」

　確かに。デザインよりも安定感を重視したスポーツタイプのビキニである。

「戦うと聞いて紐ひもブラ買ってくるバカいないでしょう。その話いま関係あるか？」

「先輩のことは僕が守りますよ」

　茶ちや化かした直後に、さっきの発言を全否定された。

　好意を抱く相手からのその台詞。どきりとしたのは言うまでもない。

　しかし、日本刀に手をかけて、明後日あさつての方角に向き直るとミナトは続けた。キメ顔で。

「それこそ命に代えても。貴重なお色気要員なのだし」

　ああ、なんだろう。至極フクザツだ。本来ぶっ飛ばしたい台詞なのに、いよいよ元のミナトっぽい言い回しだったので嬉うれしさが先立つ心境が否いなめない。こういう時、昔の自分だったらなんて返していたか、と咄とつ嗟さに思い悩んでしまうアイシュワリン。

　身体からだが覚えていた。自然と口走る。

「んな役目、担った覚えないっつうの、土に還かえれ」

「つれないですね。以前は新婚さんゴッコやった仲なのに」

「だからいちいち酔った時の話を……──ブ、ハっ！」

　思わず、言い切る前に吹き出してしまう。

「あーっはっはっはっは！　やめてよバカ、ほんともうっ、あはは、あははははは！」

　いわゆるお約束。

　もう忘れかけていた、当時は彼と頻繁に交わしたやり取りだった。

　それが可お笑かしくて、懐かしくて、ついには腹を抱えて笑い出す。目から涙が零こぼれた。

　……あー。

　死にたくねー、と心底思った。





　　　◇◆◇◆






　──《ある機関》に属し、生体兵器の研究に取り組む者の一人が言った。

　アンダーを造るのはとても楽しい──と。

　奴やつらは荒こう唐とう無む稽けいの怪物。生物学的秩ちつ序じよから大きく外れ、現時点では可能性の限界が見えていない人工的異い形ぎよう種。二十二世紀人類を支えてきた魔法の鉱石《ソラリス》をもとに、悪意を具現化したかのような存在だ。

　人間を侵略し、蹂じゆう躙りんする。

　子どもがスケッチブックに描く怪獣のラクガキと同じである。

　──すごくパワーがあって、すごくスピードがあって、すごく強い。さらには『テリトリー』という必殺技まで兼ね備えている。ボクガ考エタ最凶ノ怪物。もちろんラクガキほど自由自在にとはいかないが、知識と技術、相応の研究環境さえ整っていれば、ある程度は自分の理想に近づくようカスタマイズできるモンスター。改良を重ねるほどに兵器として洗練されてゆき、より確実に、より効率的に人類と相対す。

　アンダーの研究は夢があると語る輩やからは存在する。

　そして、この日、六名の侵入者を迎えた海底施設にて、覚かく醒せいの瞬間を待つ異形も、そういった一部の研究者にとっては夢の結晶と言える存在だ。

　対民間人ではなく、対武装勢力の制圧を目的として製造された個体。

　それぞれが異なる個性を秘めた三体のコマンダー級アンダー。

　兵器としての商品価値は無い。未いまだ実験途上。命令による行動制御が難航しており、眠らせるか暴れさせるかの二択しかないような連中だ。その〝レシピ〟は既に完成しているため、このたびの施設移転に伴い、コントロール不能なオリジナルの廃はい棄き処分が決定していた。ゆえに侵入者と戦わせて、最後に実戦値を計ろうという目もく論ろ見みである。彼らの基本的性質と活動記録は、ゆくゆくの生物兵器の未来に明るい光をもたらすに違いない。

　特に、研究者が期待を寄せるのは漆黒の個体。

　全体的な輪郭は人間の男性と酷似しており、全長は二メートル超、元となった原種はアルビノのように生白く、痩やせこけていたが、ここに眠るそいつは影法師のように漆黒の肌と、甚大な膂りよ力りよくを帯びて膨らんだ背中が原型とはかけ離れている。

　かつては『大阪研究所』で誕生した秩ちつ序じよ独どく裁さい型の傑作。その改良型。

　コバンザメのように他のアンダーの行動に合わせて動く性質を持っていた原種が、単独でも戦闘ができるように調整されたものだ。

　強力な水使いを狩るために造られた新生のハンター。

　──その《マダラ弐型》を封じる生体カプセルが、やがて時間を迎えると起動した。




　もっとも、今日、三体のコマンダー級が解放された目的は、あくまで戦闘データの蓄ちく積せきであり、コマキ以下、六名の侵入者を一方的に虐殺することではない。よって、組織の思惑としては彼らが少しでも長い時間、善戦してくれた方が有り難がたいのだ。

　約束の十五分間が過ぎると、施設全体に警報とアナウンスが鳴り響く。

『──現在、施設内に危険な生体反応を感知。研究職員はパニックルームに避難を始め、警備担当者は至急、状況確認と対応を行ってください。繰り返します──』

　今も機能を続ける熱探知機と監視モニターに反応したのだ。

　同時に施設内における、およそ全すべての隔壁が開かれる。侵入者が自由に移動できるよう、事前に設定されていたものである。

　侵入者には全身全霊でコマンダー級と戦闘してもらう必要がある。上の者からは、そのように彼女は言いつけられていた。

　しかし、彼女は呆あきれたように息をつく。

「あー、いかん、いかんな。こいつら。もう少し、お互いの距離を離した方がいい」

　深海一一〇〇メートルに漂う、軍事仕様の大型潜水艦。

　外部端末に送られてくる監視モニターを通し、侵入者たちの状況を観察していたのは、施設を包囲する殲せん滅めつ部隊の隊長だった。比較的年若い東洋人の女性だ。行儀悪く座り、チップスを食べながら、一二〇分割されたカメラ映像で施設全体の光景に目を配っていた。

　うち一つの映像を見つめながら、不意にアドバイスじみた言葉を漏もらす。

「そんな一箇所に集まってても、最初の《チャリオット》で全滅しかねないぞ」

　どうせこの声も、中にいる彼らに届きはしないのだが。

　映画のように観戦していると、モニターの中ではとうとう死人が出た。

「やれやれ。根性の無い」

　まあ、無理は無いとも思う。

　敵のアンダーがどんなタイプかわからない以上、戦いながら判断して作戦を組み立てるしかないだろう。一度解き放たれたモンスターは待ったが利かないし、冷静な思考を続けることも難しいが。判断ミスでなく、不運と表現するべきか。

　しかし、相手にだって、勝機があった。

　侵入者の中にはＣＨＡＦのシャロン少尉と、マザーグースの元幹部コマキ。少なくとも二人、極めて強力なテリトリーを有する水使いがいたのだ──マダラこそ厄介だが、付け入る隙すきは充分にあった──と、その隊長はチップスを噛かみ砕くだきながら考えていた。

　勝敗は未いまだもって予測がつかない。

　それを決めるのは、侵入者たちの今後の選択次第だろう。

「単純なジャンケンみたいなものだ。さっさと気付け。容易たやすく全滅するぞ」






　Ｅｐｉｓｏｄｅ．５　ハッピーエンドに憧あこがれて









『──現在、施設内に危険な生体反応を感知。研究職員はパニックルームに避難を始め、警備担当者は至急、状況確認と対応を行ってください。繰り返します──』

　中央セクター、プレジデントラボ。

　そこにアナウンスが流れた時、目下、侵入者たちに身動きはなかった。

　いや、正しくは動けなかったのだろう。襲ってくるアンダーの性質や位置を、彼らは掴つかめていない。下手に移動したところで不利な場所で不利な相手と遭遇する危険性がある。

　一方、現在地である研究室は広くて見通しが良い。ファーストのホログラムを浮かべる台座を中心として、邪魔な機材も多いが、屋内競技場程度の面積はある。隠れずに戦うというのなら、今以上の条件を持つ空間は他に無いかもしれない。

　後手を強いられる状況、確かに最善の判断だと言える。

「……コマキ、相手の方角はわかる？」

　侵入者の一人、シャロンが緊迫した表情で尋ねていた。

　コマキのテリトリーは索敵の分野でも非常に優秀だ。そのテリトリーは広範囲にわたり、音を「聴く」のでなく音を「掴む」もの。しかし、膨大な範囲と引き換えに壊れやすいテリトリーであり、密室が多い建物内部や入り組んだ空間では性能が大きく下がる。

　ただ、それでもなお、常人と比べようもなく音に対して敏感であった。

「……南側ですね。さっき、かなり大きな物音がしました。ただノイズが……ダメですね。詳細は不明です。北側は静かなので、たぶん三体とも南に集中してるかと」

　施設は中央セクターを挟む形で北と南に分かれている。彼らが侵入時に使った給排水路は北側であり、南側は潜水艦搬入用のメインゲートがある方角だ。

「あと、コマキでわかる範囲の全すべてのドアが開放されましたね。ひょっとすると、隔壁を破るパワーすら無い非力なコマンダー級が混ざってるのかもしれません。それはそれで、筋肉バカよりも不気味ですが……」

「……いったん、距離を置く形で北側に戻るべきかしら」

「それは、おすすめできません。北側は一本道の廊下と、狭い個室ばかり。もしも相手に押されたら逃げ場がなくなっちゃいます」

「ひとまず、少尉殿はお下がりください。敵はアタシらが抑えるであります」

　大型ライフルを抱えた少女、ウルスラが南側ゲートに立ち塞ふさがるように移動した。

　それを見守るシャロンの表情からは色濃い不安が滲にじみ出でていた。

「私が。……私なら、コマンダー級だって一撃で仕し留とめられるわ」

「だからこそ、であります」

　頼もしい笑顔が振り返る。

「少尉殿は我々にとって最強の剣。敵の注意はこのウルスラが引きます。貴官は隙すきを見極め、確実に仕留めてください。もっとも、アタシと〝相棒〟が先にケリをつけてしまうかもしれませんがな、フフフ」

　そう語り、銃身一メートル五〇センチに及ぶモンスターライフルを上に掲げる。六名のうちの最年少なのに、鬼が来るか蛇が来るかもわからない今の状況で最前線を志願したのだ。大した度胸の持ち主だ。

　勇敢な少女を左右から挟むように、新たに二人の男性が前に進み出た。

　片やは自動小銃を装備したミナト、片やはハンドガンのみで武装するＪＤだ。

「重いライフル抱えて走り回るつもりかよ。誘導は身軽な奴やつに任せとけ」

「同感だ。レディファーストとは言うが、時と場合による」

　自分よりもずっと背の高い男子二人を見上げ、小柄な少女は「おお」と声を漏もらす。

「これは、ちょっとした両手に花の気分ですな」

「俺は子持ちの気分だよ」

「ゲイも子ども持てるでありますか？」

「そういう話ではねえな」

　一時は雑談を交えるほどの余裕。

　しかし、ある時になって場の空気は一変を遂げる。




「来ます。準備」

　事実明白な一言。

　音によって状況を探っていたコマキの表情が、明らかに引ひき攣つったのだ。

「……てか、まず。ちょ、マジか……壁、破って──退避」

　直後の振動。地震に見舞われたように施設の床が一度大きく揺れた。その後も地鳴りのように響き続けている。ゴゴゴゴゴ──と、巨大な物体が乱暴に押し進むように。

　異常発生から到来まで一瞬の出来事だった。

「たいひ、退避退避退避退避退避退避……避よけろォオ！　とにかく！」

　コマキの絶叫が轟とどろく。

　同時に、存外の方向で壁が粉砕した。

　きっと誰もが、化け物は通路を通りやってくるものだと信じていたことだろう。

　壁があれば避けて進むという既成観念。生物全般の常識だ。いくらアンダーがデタラメな存在だと知っていたとしても、まさか建物にトンネルを掘りながら進んでくるなんて想像できるわけがない──だって、すぐそこに歩きやすい通路があるのだ。わざわざ壁を壊す必要なんてどこにも無い。

　だからこそ奇襲としては成立してした。彼ら全員の虚を突いた。

　もっとも、かの化け物が知恵を働かしたわけではない。

　奴やつはひたすら突撃を強行し、道行く先で獲物を粉砕するだけだ。

　全長一〇メートル余り、硬い鱗うろこに覆われた巨猿のような姿。

　その通称は「戦車」を意味する《チャリオット》──先日の日本自治区地下鉄構内で、一度はシャロンたちの手で討伐されたコマンダー級と同種体である。

　限定活動型に属し、走行中、自身が衝突した物体に対し、受けた衝撃に比例した強い『破壊』を返す力。つまり、極めて強硬な突撃能力を有するアンダーだった。

　道行く全すべてを薙なぎ倒たおす。

　あの時、彼らは高速で走るトロッコに乗っていた。だから落ち着いて対処もできた。

　しかし今は違う。動かぬ地面の上。

　よって、刹せつ那なのうちに襲来する。

「──くッ！」

　囮おとりが注意を引くどころの話ではない。

　高速で走る巨人。

　強化対物ライフルの狙ねらいを定める暇もなければ、シャロンが槍やりを発動させる暇もない。

　六人ともが、突撃するチャリオットの進路上にいたのだ。

　コマキの言うとおり、とにかく、避けなければ死ぬ──否いな。

　そこに広がる青色。

　瞬間的に拡散した青磁色のテリトリーが、異い形ぎようの身体からだを覆うように展開された。

　ただ一人、奴と真っ向から対たい峙じする者がいた。

「ＪＤ！」

　誰もが反射的に回避行動を取った中、彼だけが踏み留とどまり、巨大な怪物相手に己の水使いとしての力をぶつける。

　彼の属性は領界特化型。その特徴は他属性と比べて極めてシンプルであり、自分のテリトリーを直接操作するという一点に集中。その硬さ、体積、密度、色合いの変化に至るまで、熟練するほど自在にテリトリーを物質化させる能力者。

　ゆえに強硬なクッションを生み出し、敵の突進を封じることも可能だ。

　突如として出現し猛もう威いを奮うアンダー、チャリオット。その重量はサイズから目測しても優に一〇トンはある。そして、時速一〇〇キロを超える速度で突進するのだ。つまりは高速道路上の大型トラックと同程度のエネルギー。

　──その程度ならば、彼は余裕で止めることができるのだ。

　テリトリーの密度を下げることで体積を拡大。ゼラチン状になった流体で迫り来る巨体を覆い尽くす。壊せば失うせるコンクリートの壁とは異なり、順次獲物にまとわりついてスピードを喰くらう生きた障壁。

　結果は功を奏す。チャリオットの速度は見る見るうちに奪うばわれてゆき、三〇メートル先のＪＤに届くよりも先に牛歩の状態に陥ろうとしていた。

　精せい悍かんな顔立ちを持つ黒人男性が鬼気迫る表情で叫んだ。

「今だ、少尉ィ！　槍やりを使え！」

　まさに機転。ファインプレイだった。

　想定外の襲撃によりメンバーに動揺が走る中、あの一瞬で、彼だけはチャリオットの襲来を『千載一遇の好機』として見逃していなかったのだ。

　殺し合いにおいて早期決着は最大の願い。他に二体のコマンダー級アンダーが控えている状況で、今、チャリオットを倒すことができれば戦局が変わることは確実。よって、彼の判断に一分の誤りも存在しない。

　もっとも、あと二体の正体が判明していた場合は、その限りではない。

　ある瞬間、ＪＤのテリトリーが消失した。

　完全に。跡形もなく。

「なッ」

　その驚きよう愕がくの表情。彼自身がチャリオットの拘束を解いたものではないと物語っている。

　不本意な能力の解除。

　自由を取り戻した怪物は怒り狂ったように咆ほう哮こうを発する。

　目前にはＪＤ。

　チャリオットは豪腕を振り上げ──

「うぐッ!?」

　その時、ＪＤは都合よく転倒した。

　それによって、振り下ろされたチャリオットの拳こぶしは直前で狙ねらいが逸それ、すぐ隣のフロアを粉砕している。もしも転んでいなければ、彼は上半身を失っていたことだろう。

　背後からＪＤに近付き、低い姿勢から脚払いをかけたのは黒髪の青年。

　──山やま城じようミナト。

　無表情で冷徹な瞳ひとみで敵を見上げる。およそ欧米が抱く東洋人のイメージを具現化したような顔付きで、自らの武装に手をかけた。

「テリトリーは駄目だ。たぶん、近くにマダラがいる」

　呟つぶやいた直後、青年はチャリオットの顔面にアサルトライフルを発砲。

　銃弾は正確無比に奴やつの眼球を貫いた。その効果は覿てき面めん。巨人は呻うめき声ごえを発しながら、顔を覆うように仰のけ反ぞっている。それで無力化できれば僥ぎよう倖こうだが、アンダーの中には再生能力を持つタイプも多く、油断はできない。

　それ以前に視力を奪うばわれた化け物は、太い腕を見境なく振り回し暴れ始めた。

　この間にＪＤは態勢を立て直し、ミナトと共に奴から距離を置くことに成功。

「山城……たすかったぞっ」

「ああ、うん。あのデカブツは僕が押さえるよ。ＪＤは他のアンダーを頼む」

「押さえるってな……そんな銃と刀でお前」

「倒すのは無理。──でも、土俵からは出さないよ。問題ない。相撲すもうは国技だし」

　軽口交じりの説得に、ＪＤは信頼を選択して頷うなずいた。

「……任せたぞ！」

　それ以外の選択は許されない状況だった。

　何な故ぜならば一瞬前から、ＪＤはテリトリー能力を一切使うことができなくなっていた。

　つまり水使いではない、ただの人間になってしまったということだ。

　突発的な異常。多少なり、アンダーとの戦闘に心得を持つ者ならば、その症状について想像がつくことだろう。

　──原因はマダラ。

　実際に遭遇した者こそ少ないが、悪名高さでは群を抜いている。

　奴が備える特殊な能力は《テリトリーウイルス》と呼ばれており、平たく言えば外界に漂うテリトリーを効果もろとも消し去ってしまうもの。異能を武器にして戦う水使いにとっては天敵となるアンダーなのである。

　ＪＤが能力を使えなくなった以上、マダラが付近に潜んでいることは明白。

　おそらくミナトも奴の存在に勘付いて、チャリオットとの一騎打ちを名乗り出たのだ。

　マダラの『能力殺し』はあくまで外界に干渉するタイプのテリトリーに対して発揮されるものであり、水使いの体内で発動するタイプの能力に関しては影響を受けない。ミナトが持つ《情報掌握》がそれだった。

　そうなると現状、メンバーの中で今も能力を維持できるのはあの青年だけ。チャリオットのような強力なアンダーを相手にできる唯一の人材だろう。

　よって今、ＪＤがやるべきことは、マダラを駆除して自分の能力を取り戻すこと。

　一刻も早くだ。

　しかし、間もなく、それが途と轍てつもなく難しいことだと彼は思い知る。





　　　◆◆◆◆






　この時、ウルスラは咄とつ嗟さの判断に迷う表情を浮かべていた。

　現在地から一五メートル前方には巨大な鱗うろこ猿ざると、それと対たい峙じするように山やま城じようミナトが単独で残っている光景。難を逃れたＪＤが仲間との合流を目指し駆けてくる姿。

　ミナトの援護射撃に徹するべきか？　少女は、そう悩んでいたに違いない。

　仲間の加勢をしたい衝動は当然のこと。

　しかし、それは状況が許さない。

　あと二体のコマンダー級が潜んでいるという事実。加えて、ウルスラの強化対物ライフルをもってしても、大型種のチャリオットに致命傷を与えることは難しい。ならば、無駄なアクションは控え、銃撃が通用するかもしれない残り二体のために備えるべきでは──ああしかしッ、ミナト殿がっ、という心の葛かつ藤とうを少女の顔は如実に表していた。

　加勢か、待機か。

　──正解は、悩んだ少女が図らずも選択した「待機」である。

　ただし、良案であっても『最善の結果』を導き出すとは限らない。




　ウルスラの傍そばではコマキが忌いま々いましげに呟つぶやいている。

「……近くにマダラがいますね」

　彼女も空間を取り巻く『異常』を既に察していた。

　常時展開型の能力だったからこそ、いち早く気付けたのだろう。他のメンバーにも注意を促していた。

「奴やつがいる以上、アイシュも少尉も能力に頼れません。気をつけてください。あそこのデカブツをミナトくんが押さえている間に、コマキたちは早くマダラを見つ──たっ」

　みなまで言うことができないコマキ。

　彼女は正面から強く突き飛ばされていた。

　犯人はウルスラだ。

　それは、まるで野生の勘とでも言うべき反応。

　唯一、その『襲来』に対して反応を示す。全身に鳥肌を立てるような表情を浮かべ、目を見開いたかと思うと、直後には話している途中だった仲間を手で押おし退のけた。

　直後、ウルスラの細い腕が、コマキの目の前で断ち切れる。

「──ッ、ッ!?」

　飛んだのは左腕。少女の肘ひじから先。

　途端に大量の血ち飛沫しぶきが舞い、後ろへよろけたコマキの頬ほおに付着する。それでもウルスラの表情に変化は起こらない。繰り返すが、腕を失っている。本来は激痛に絶叫を上げ、その場に跪ひざまずくのが人としてあるべき反応である。

　しかし、表情を閉ざした少女は、ライフルを手放しスリングで吊つるすと、残った右腕で腰のサブマシンガンを抜いた。そして発砲する。

　黒い影が動く。弾を避よけた。動きが忍者じみている。大きく跳躍して、乱射するウルスラから距離を置いた。それを追うように片手でマシンガンの弾をバラ撒まき続ける少女。

　敵を見つけた事実がウルスラから痛覚を忘れさせたのか、とにかく健常な時と何も変わらぬ動きで襲来した敵に発砲を続ける。

　結果、弾薬は数秒で尽きた。

　静寂が戻り、視線の先には人間サイズのアンダーがいた。

　その姿は──主に漆黒。黒を基本色とする全身に、赤い稲妻のごとき斑まだら模様が浮き出ている。目も鼻も無く、大きく裂けた口だけが目立つノッペラボウのような顔──マダラだ。ただし、連邦軍部に登録されている姿形とは少し異なっている。本来は、水死体のように生白い、痩やせこけた身体からだを持つアンダーなのに、あそこにいる奴やつは黒くて筋肉質。

　しかし、誰も注意深く観察する気が無いらしい。

　すぐにハンドガンの銃声が響く。

　ウルスラの弾切れから引き継ぐように、コマキが自前の拳けん銃じゆうで発砲していた。

　そこに、合流を果たしたＪＤが同じく拳銃で加勢する。

　しかし、マダラには特有の素早さがある。銃弾は滅めつ多たに当たらない。

　おまけに、たまに着弾したところで、この黒いマダラにおいては、ダメージを受けた気配がほとんど見受けられない。

　それもそのはず。

　黒いマダラ改め、《マダラ弐型》なのである。

　奴はオリジナルの弱点でもあった『耐久力の極端な低さ』を克服し、加えて膂りよ力りよくと再生能力を強化、単独でも戦果を挙げられるように改良された個体だ。テリトリー能力が封じられた中、奴に致命傷を与えられる手段は限られてくる。少なくとも、サブマシンガンやハンドガンなど、攻撃力の低いピストル弾で殺しきることは難しい。

　現時点で、可能性がある武器は二つ。

　一つはミナトが持つ日本刀。頭部の切断は、対マダラにおいても有効な討伐手段だ。

　そして、あと一つは言うまでもなく──ウルスラの強化対物ライフルである。

　その威力は絶大。使用されるのは対アンダー用に開発された特殊な軟体破壊弾であり、拳銃の弾とは比較にならない。連邦軍基準で『中型』と呼ばれる、七メートル以下のアンダー相手ならば部位破壊が可能。小型アンダーならば一撃必殺である。

　しかし、それも今となっては期待の難しい代物と化していた。

　肝心の狙そ撃げき手しゆが重傷だ。

　空の弾倉を落としながら、コマキが声を上げる。

「ウルスラは逃げなさいっ！」

　くだんの少女は言うと、なんとサブマシンガンの銃身を歯で噛かんで、片手での弾薬交換を試みている状態だった。そろそろ痛みも思い出してきたのか、額に脂汗が滲にじみ出だし、呼吸も荒くなっている。響く痛みに双そう眸ぼうを歪ゆがめながら、無む理り矢や理りマガジンを突っ込むと口を開けた。

「……こ、断るでありますッ……マダラなら、ここでアタシが狩らねばッ」

「馬鹿言わないでッ少尉とアイシュも、その子連れて逃げてください！　ほんと、お願いします……でないと死んじゃうから！」

　彼女の声は掠かすれており、今にも泣き出しそうなほどに悲痛な響きだった。実際、泣いているのかもわからない。

　手負いのウルスラを連れて逃亡を求められたシャロンは、戸惑いの色濃い表情を浮かべたが、それも一瞬で、すぐに決心を付けた目付きに変わると声を返す。

「ウルスラ、行くわよ！」

「ぐぎ、ぎぎぎぎぎぎぎ！」

　無事な右手首を掴つかんだとは言え、急に身体からだを引かれて傷口に障ったらしい。鈍い悲鳴を漏もらしている。

　しかし、シャロンは取り合わない。強引にでも少女と離脱するつもりのようだ。

　それは仕方のない判断と言える。

　マダラを相手にする場合、銃や刀などの物質的な武器は必須装備であり、シャロンやアイシュワリンのように戦闘能力の全すべてがテリトリーに依存するタイプの水使いでは無力化されてしまう。攻撃手段を奪うばわれたのなら、大人しく撤退するのは間違った選択ではない。

　もう一つ、重要な事実がある。

　マダラと呼ばれる個体の《テリトリーウイルス》は、およそ一〇〇メートルも距離を取ると効果がなくなるということだ。

　その抜け道を、少なくともアイシュワリンの方が知っていたらしい。

「あと一体いるでしょ。マダラから距離を置けば、あたしらのテリトリーも復活する。ソイツだけなら倒せるかも」

　彼女は片腕の少女に肩を貸しつつ、同時に拝借したサブマシンガンをシャロンへ手渡しながら言った。

「ただ逃げるんじゃない。戦うために逃げんの。ウルスラ、あんたもまずは止血しなきゃ」

「…………」

　少女から返事は無い。

　血の気の失うせた顔色で俯うつむき、歯を食い縛り、ただ小さく頷うなずいたのだ。




　──彼女たちの選択肢はいろいろとあったはずだ。

　例えば、コマキはウルスラからライフルを奪う判断もできたはずである。

　シャロンたちにしても、手負いの少女を足手まといだと見限って自分たちだけ退却する選択を取ることも可能だった。

　当のウルスラも、意地でその場に残り、マダラと刺し違える覚悟で戦い続ける選択肢があった。

　彼女たちが共通して抱く「仲間を守りたい」という根本的な価値基準。

　その基準に基づき選択を積み重ねた結果、シャロンとアイシュワリンの二人は負傷したウルスラを連れて『南のエリア』へと移動を始める。いまだ姿を見せない三体目のコマンダー級を倒すべく。

　それらの選択肢、決して間違った判断ではない。最悪と呼ぶにはだいぶ健闘している。

　ただ、最善と呼ぶには、圧倒的に足りない展開に陥っていた。





　　　◆◆◆◆






　静かに佇たたずんでいたマダラが予兆無く動く。

　その矛先はコマキ。

「ッ」

　彼女は拳けん銃じゆうを翳かざして撃ちながら、自らもスライドするように地を蹴けった。

　組織に捨てられた身分とは言え、もとは国家級諜ちよう報ほう機関の一流工作員。連邦の正規軍人と比べても銃器の運用能力は平均以上だが、それでも黒いマダラを仕し留とめるどころか、接近を食い止めることすらできない。敵は人型のシルエットを持ちながら、獣の動きを凌りよう駕がする者。正面からコマキが放った弾丸はおろか、別角度にいるＪＤの手で撃たれた弾道すら見極めたようにすり抜け、恐ろしく滑らかに彼女の懐を奪うばいとる。

　だらしなく開いた口、気味の悪い長い舌。

　その手にはナイフのごとき爪つめ。

　人間の心臓なら簡単に抉えぐり取るほどの鋭さを持っていたが。

「舐なめんじゃ……」

　ちなみに、コマキという女は体術関連だと特に平均値から突出しているようだ。

　直前で上体を逸そらし、異い形ぎようが伸ばしてきた腕をわきの下に挟むと、身体からだ全体を回す要領で腕を引き込んだ。

　そして、腰を基点に相手の身体を上方へと打ち払う。

「なァああああああああいッ！」

　すなわち柔道の一本背負い。

　マダラの身体の構造が人間に通ずるがゆえに可能な攻撃。ダメージこそ与えないが、緊急回避としては正しく機能している。相手の勢いのまま投げ飛ばし、距離を離して窮地を脱したのだ。放物線に乗せられたマダラは並外れた柔軟さで上体を捻ひねり、四つ足の獣さながら地面に着地する。そして、威嚇するように牙きばを剥むき出だした。

　その不自由な体勢を狙ねらいＪＤが発砲する。

　マダラの頭部と右肩に命中する。異い形ぎようの影が少し揺らいだが、しかし、倒れることはなかった。与えられた傷も瞬時に塞ふさがっていく。やはり、一度で頭部を粉砕しない限りは倒せないようだ。たかだか拳けん銃じゆうでは攻め手に欠けた。

　明言すれば、勝てる要素が無い。

　そうだとしても、コマキとＪＤは逃げ出すという選択を放ほう棄きしているように見えた。

　もしも、いま、彼女たちまで逃げ出せば再び状況に変化が生じる。その結果、マダラは標的を変えるかもしれない。南通路へ逃げ出したシャロンたちの方角か、チャリオット相手に単独で囮おとりを買って出た山やま城じようミナトか。どちらが狙ねらわれたとしても仲間を危険に陥れることになる。コマキたちはその可能性を恐れているのだ。

　よって、能力を封じられ、敗色濃厚だとしても、彼女たちは逃げ出すわけにはいかない。

　たとえ敗北が死を意味するのだとしても。

　このまま戦い続け、厄介なマダラを一箇所に縛り付ける。

　そして、一分一秒でも長く生き残れたら、或あるいは。




『────ギ』

　不意にマダラが吼ほえた。

　地球上のいかなる生物とも結びつかない壮絶な雄お叫たけび。コマキの身体からだが一瞬萎縮する。

　研究者たちの間でも、いまだアンダーの『感情の有無』は明らかにされていない。しかし、ひょっとすると、この時マダラは苛いら立だっていたのかもしれない。見つけた獲物を軽く撫なで回してやるつもりが小こ癪しやくな反撃を受けた。怒りを感じたのかもしれない。

　いまだアンダーの『痛覚の有無』も明らかにされていない。しかし、投げ飛ばされて、拳銃で何度も肉体を撃ち抜かれた。ひょっとすると、痛かったのかもしれない。

　ひょっとすると、奴やつは今まで、遊んでいたのかもしれない。

　マダラが背中を丸め、その形が少し膨張すると──

「なッ」

　高い音。地面が陥没する。鉄材を敷いたフロアがへこんだ。

　直後、大きな顎あごを開いた黒の怪物がＪＤのすぐに傍かたわらに。

「──ッ──ッ!?」

　倍化した移動速度。超人的な膂りよ力りよくが生んだ純粋なスピード。

　およそ動体視力で捉とらえられる限界に達している。同時に、肉薄された彼の思考も限界速度に挑戦する必要があった。避よけるか、撃つか、頭を庇かばうか──

　選択されたのは体術。

　先ほどコマキが柔術を決めた光景が脳裏を横切ったのだろうか。工作員である以上、特殊な軍事訓練を積んできたに違いない。確かに、超接近戦に入った以上、最も頼れるのは銃ではなく己自身の肉体だった。マダラのように小型のアンダーならば尚なお更さらだ。

　高速で真隣を奪うばった異形に対し、瞬時にＪＤは左手を伸ばす。喉のどを掴つかもうとしたのだ。

　その前に、彼の肉が裂けていたが。

　手の甲から肘ひじの手前まで、まるでバターのように。

「……ぐオぉおおオおッ!?」

　激痛か喪失感か、痛ましい絶叫を発しながら、それでも彼は残る右手、握った拳けん銃じゆうのグリップを返し鈍器に変えて、果敢にも殴りつけようとした。

　圧倒的に遅い。

　彼の鼻から上の頭部が宙を舞っていた。

「────、」

　無事だった口がかすかに動き、何か呻うめいている。敏びん捷しようで鋭利なマダラの一撃。血肉を撒まきながら、頭部の半分を失った黒人男性が後ろへよろめくように崩れ落ちてゆき……

　火花。

　追って弾丸が走る。

「貴様ァアアアアアアッ！」

　我が武む者しや羅らに、血走った目付きで引き金に指をかけるコマキ。

　最大装そう填てん弾数八発の自動拳銃がほぼ全弾、命中する。マダラは避よける気配がなかった。既にピストル弾では致命傷にならないと理解しているようだった。

　動かず、ようやく殺害できた獲物の血液を長い舌で丹念に舐なめ取っている。

　やがて、表情の無い顔をコマキの方へと向ける。

「殺してやるッ、殺してやるからなァッ！」

　弾薬の交換を行いながら彼女は自ら地面を蹴ける。

　殺せない怪物相手に自ら打って出た。攻撃こそ最大の防御とも言う。あえて距離を詰めることで戦況を覆そうとしたのか、はたまた単純に、仲間を殺されたことで血迷ったのか。

　同時に、マダラが再び身体からだを丸める動作。

　それは、あの瞬間移動に近い速度を生む予備動作であり、コマキは怒りに顔を染めながらも冷静に、その特徴を見抜いているようだった。

　一度は足を止め、敵がどこに現れても逃げられるように、下半身へ力をこめている。

　攻防の先に、奴やつと刺し違える手段があったのか──それは定かではない。

　マダラの姿が消える。

　そして次の瞬間、コマキの右隣、地を這はう姿勢で出現した。

「このッ」

　彼女は予期していたはずであり、引き金から指を離さず、敵と逆方向へと跳ぶべく太ももを強こわ張ばらせる。

　しかし──その足が滑った。

「はぁアッ!?」

　初歩的、かつ致命的なミス。

　マダラの動作を見抜きながらも、完全には冷静とはいかなかったようだ。

　その時、足元に転がっていたのは少女の一部。

　ウルスラの左腕だった。

　そこに広がる血ち溜だまりに、足を取られたのである。

　仲間の死に憤った女が、仲間の体液に行動を奪うばわれる。皮肉な話だ。

　体勢を崩したコマキの喉のど元もとに、鋭い牙きばを持つマダラの口が迫って。

「──や、だッ」

　噛かみ付き、地面に押し倒す。

　頚けい動脈ごと肉を抉えぐり取られ、声を失い、宙にさ迷う彼女の手が大きく痙けい攣れんした。まるで男に犯される女のような姿だった。足を這はわせ、圧のし掛かる化け物の身体からだを外そうともがくが、その力も次第に弱弱しくなっていく。

　マダラは一向に離れない。その行動は喉を食い千切るだけではなかった。

　──ヂュルルルルッ！　という奇妙な音が響く。

　奴やつは彼女の生き血を啜すすっていた。まるで、吸血鬼のような行動。マダラに限らず、同様の捕食嗜し好こうは他のアンダーにも見られることが研究記録にも残っている。特定の条件化、つまり、殺害した相手が水使いであった場合に、時として奴らは血を啜る。彼らの血に宿っている『ソラリスの力』を本能的に欲しているのだ、と研究者たちは結論付けていた。もっとも、血を吸ったところでパワーアップするわけでもないのだが……人が蟹かに味み噌そまで食べるか否いなかと同じで、奴らにとっては美味なのだろう。

　吸われるほどに、びく、びく、と女の手足が震えている。

　完全に動かなくなるまで三十秒ほど、マダラは彼女の体液を啜り続けた。




　途中で飽きたのか、とっくに死んだ女の身体を離れてマダラは立ち上がる。

　同じ空間に、まだ人間が残っていた。そちらへと顔を向ける。

　日系人の青年と目が合った。

　いや、眼球を持たないマダラである。互いを意識したという表現が正しい。

　チャリオットの猛攻が集中しながらも、山やま城じようミナトは今も生存を続けていた。

　そして彼もまた、死闘の中で器用に、マダラがいる方角へと視線を送っていたのだ。

「………」

　彼の顔に、感情らしきものは浮かんでいない。

　よって、その思考は不明。仲間の死を悼んでいるのか、それとも、役立たずな連中だと蔑さげすんだのか、はたまたマダラにまで襲われたら一巻の終わりだと怯おびえているのか──第三者の人間には理解できない怜れい悧りな眼まな差ざし。

　対するマダラが口を裂く。

　こちらはわかりやすく──新たな獲物を見つけ、愉たのしみに浸るように。





　　　◆◆◆◆






　プレジデントラボを出て南側通路を進むと、Ｌ字路になっており彼女たちは突き当たりを左へと進む。

　それは数少ない脱出経路、潜水艇進入ゲートへと続く道である。もっとも、現状ではゲート関係の操作は完全に外部端末に支配されており、奥まで進んだところで外に逃げることはできないが。彼女たちが取れる選択は異い形ぎようとの交戦のみと限定されている。

　ほどなくしてアイシュワリンが黒翼を広げた。

「……よし、テリトリーが戻ってるわ」

　移動距離は二〇〇メートル弱。マダラが持つテリトリーウイルスの効果範囲からの脱出にはとりあえず成功。これにより化け物への対抗手段を確保する。

　すぐさま彼女は前後の安全を確認。重傷のウルスラを地面に下ろし、髪留めのゴムを外すと引きちぎって、止血のため少女の二の腕をきつく縛った。

　ウルスラは喘あえぐように声を漏もらす。

「少尉殿……アタシの銃を……」

　出血が酷ひどく、顔色を失いながらも伸ばされた右手は仲間の方へ。

　少女が求めているのは、シャロンが代行して持っていたサブマシンガンだ。深い傷を負って、まだ戦おうと言うのだろうか。

　窘たしなめる表情を浮かべたのはアイシュワリンだ。

「……バカ、そんな傷で銃なんか撃ったら痛む一方よ。ナイトレイだって軍人なんだし、ここは任せとくところでしょ。ねえ？」

　そう言って、彼女は同意を求めるようにシャロンへ視線を送る。

　訊きかれた本人も頷うなずく。カクカクと。

「え、ええ──そうですね。私が頑張ります」

「……違う、であります。それ、まだチャージング、してない」

「チャー、なんですって？」とシャロン。

「横のレバーを、手前に」

「あ……あー、これ？　いわゆる安全装置よね」

　いわゆる、違う。

　言われて気付いて、ようやくチャージングハンドルを手前に引き抜いている。どうやら彼女、軍人でありながら銃器の扱いは不得手らしい。

　アイシュワリンが少しぞっとした顔を浮かべている。

「い、いけそう？」

「狙ねらって撃つだけでしたら、たぶん……」

　仮にも少尉なのに、と彼女を責めることはできない。

　彼女のようなアカデミー卒業者の水使いが軍部に進む時は、例外なく仕官コースである。つまり軍に上がれば全員が将校扱いなのだ。しかも、シャロンが属する連邦海軍《ＣＨＡＦ》は水使いによる海中特殊作戦チームであり、陸戦訓練に割く時間が絶対的に少ない。唯一、全隊員が共通して運用訓練を受けているのはアメリカ製のハンドガンとライフルのみ。

　よって、彼女自身が言う通り、狙ねらって撃つまでが精一杯。

　弾薬交換、不具合修正は不可能。

　全弾十七発のマガジン一つ、撃ち切れば終わりだ。それでも手ぶらよりはマシだろう。

「それ、差し上げるであります。……アタシには、まだ〝コイツ〟があるので」

「ちょっと、ウルスラ？」

　壁に身体からだを預ける少女は、荒い息を繰り返しながらスリングで背負っていた大型ライフルを床に降ろし、片腕で狙そ撃げきスタンドを起こした後、肩に担いで立ち上がった。

　そして、よろよろとした足取りで、もと来た道を引き返す。

「アイシュ殿……止血して頂き、感謝であります」

「ウルスラってば！」

「──止めないでください！」

　声を張る。

「止めたら……絶対に許しません。無謀と思うなら、それは愚ぐ弄ろうと受け止めます」

　強い言葉を受けて、追いすがるアイシュワリンは手を止める。

　少女は振り返り、汗ばんだ顔で確かに笑う。

　担いだライフルをひょいと上に掲げた。

「長距離なら、こいつが活いかせます。マダラはアタシが仕し留とめましょう、絶対に。だから、お二人は、どうぞ先に進んでください。あと一体のターゲット、お任せしましたぞ」

　独断専行ではなく、信頼関係に基づく役割分担。

　きっと本音を言えば、少女にはこれ以上の無理をしてほしくないはず。しかし、アイシュワリンは苦い顔を浮かべ、納得したように頷うなずいた。

「……あたしが祖じ父いちゃんなら、あんたのこと心底誇りに思うわ」

「もったいない言葉、であります」

　それ以降、少女はセントラルラボが見える廊下まで戻ると、対物ライフルを置き、うつ伏せの格好で照準を合わせ始めた。

　──数分後、銃口は火を噴いた。

　その間、ウルスラは一度としてスコープから目を外すことはなかった。最後の最後まで集中力を切らさず、少女はマダラを視線で追い続けたのだ。

　たとえ、近くで、別の異い形ぎようの気配を感じていたとしても。

　残る仲間を信じて。





　　　◆◆◆◆






　未いまだ『最悪の結果』は迎えていないが『最善の結果』はとうに逃していた。

　種明かしをすれば、侵入者である六名の水使いは、今回現れた三体のコマンダー級を容易たやすく葬れる素質をそれぞれが持っていたのだ。

　異能力を持つ《水使い》と《アンダー》の死闘。

　つまるところはジャンケンと同じだ。

　まず、突撃猿のチャリオット。見上げるような巨体と、それに伴う耐久力に攻撃力。さらには敏びん捷しよう性せいも兼ね備えた非常に強力なアンダーであるが、シャロン＝ナイトレイの《ファーレンハイトの槍やり》ならば問答無用で死に至る。また、奴やつの行動自体は単調であり、獲物に足元でうろちょろされると持ち味の突進を発揮できないなどの欠点もあった。よって、スピードで上回るアイシュワリンの撹かく乱らんも効果的だ。一方、銃や刃物では殺しようがないため、山やま城じようミナトやウルスラにとっては脅きよう威いの存在である。

　その逆が、マダラ弐型。あらゆるステータスが原種よりも大幅に強化されているが、チャリオットと比べれば遥はるかに物理防御力が低く、テリトリーウイルス中でも戦闘能力に変化が生じない山城ミナトや、物質兵器を多用するウルスラにとってはそれほど恐ろしい相手ではない。だが、戦闘能力がテリトリーに依存する水使いにとっては──まさに死神だ。

　そして、最後の一体。

　研究者からは『アイドル』と呼称されている個体。

　アンダーのアイドル。その名の意味するところは『偶像』であり、特に歌って踊れるわけではない。要人暗殺の用途で兵器化が期待される領界特化型のコマンダー級アンダー。

　奴の場合、領界特化型と相性の良いコマキさえいれば瞬殺可能の相手だった。

　しかし、その女は既に死んでいる。

　要するに、それぞれが相性の悪い敵相手に戦わざるを得ない状況に陥っていたのだ。




　ちなみに、アイドルは移動速度がすこぶる遅い。

　よって、シャロンとアイシュワリンに発見されるまで少しの時間が必要だった。

「いたわ」

　プレートに資料室と書かれた十字路で、異変を察知したシャロンたちが咄とつ嗟さに身を隠す。

　廊下の先から、骸がい骨こつのようなものが歩いてきたのだ。とぼとぼと。

　細く、頼りない身体からだ。身長も成人男子と変わりない。

　色はメタリックなシルバー。生物と言うよりは、無機質なロボットを彷ほう彿ふつとさせる。その反面、静かな海底施設に、びちゃり、びちゃりと生々しい足音を響かせている。

　徐々に接近中。

　そのホネ人間みたいな奴こそ、アイドルで間違いない。

　ただ、息を潜めるアイシュワリンは正体を知らず、ただ訝いぶかしそうに眉まゆを顰ひそめた。

「あれがコマンダー級？　なんだか弱そうね。逆に不気味なんだけど」

　短機関銃を危なっかしく抱き締めながらシャロンも頷うなずく。

「どんな能力かわからないので、無策で仕掛けるのも危険ですね……」

　狭い通路での遭遇だった。

　たとえば廊下で強酸性の体液を撒まき散ちらす能力を使われたら避よけようがないだろう。相手の性質が不明な以上、もしもの時の遮しや蔽へい物ぶつが多い空間を望むのは当然の心理。

　その距離一〇〇メートル弱。歩行速度は人間の子ども並み。

　鈍い奴やつで、まだシャロンたちの存在に気付いた様子はない。しかし、あまり悩んでいても、近いうちに勘付かれるだろう。

　早々に作戦を立てたのはアイシュワリンだ。

「まずはあたしが仕掛けて、蹴けって死ぬならそのまま潰つぶす。でも、反撃されたら手前の共有スペースに逃げるわ。もしヤバい奴でも、あたしなら逃げられると思うから……。ナイトレイはここで隙すきを見て《槍やり》を狙ねらって」

　四の五の言ってられる状況ではなく、シャロンは首肯を返す。

「……わかりました。あの……この銃、使いますか？」

　と、首を傾け銃身を差し出す。しかし、相手は苦笑して首を振った。

「やめとく。狙って撃つのも自信無いから」

　背中の翼と、身体からだ一つで勝負するらしい。

　確かに、スピードだけならば彼女はあらゆるアンダーを凌りよう駕がする。圧倒的速度で繰り出す打撃による殺傷能力も高く、実は、第三者的に見ると、戦闘時における総合的な利便性、つまりバランスという面ではコマキやミナトと肩を並べるほどに優れている。

「──よし」

　気合をこめるように息をつき、アイシュワリンは翼型のテリトリーを最大拡張する。

　それは事実上の宣戦布告。

　アンダーの性質として、テリトリーの気配に対する感知能力は総じて高い。たとえ彼女たちが身を隠していても、近い距離で最大拡張すれば居場所を伝えるようなものである。

　よって、アイドルは動きを変えた。首を左右に振り、骸がい骨こつ的な顔面に収まるクリスタルのような瞳ひとみを赤く光らせながら、顎あごを上下させて鳴らし始める。カタカタカタと。きっとこの世全すべての女子が思うことだろう。マジでキモいと。

　とにかく、ここでアイドルは敵を察知し、臨戦体勢を取る様子を見せた。

　──しかし、気付いたとて、彼女相手に先手を奪うばえる者など存在しないが。

「シッ！」

　七〇メートルの距離が一瞬でゼロになる。

　超高速の蹴り技。

　異い形ぎようの顔面にブーツの裏が食い込んでいた。確かにめり込んだ。そのまま貫通したり首を跳ね飛ばしたり出来たらベストだったが、間違いなく原型を崩す。

　華きや奢しやなアイドルは後ろへと勢いよく転倒。さらに転がり、また転がり、一〇メートルほどローリングを続けた後に仰あお向むけになって沈黙。

　一緒にアイシュワリンも沈黙した。

「…………」

　その複雑な表情。ひょっとすると彼女「あれ、マジで弱い？」と考えたのかもしれない。

　その通りだ。

　アイドルは弱い。

　すさまじく弱い。獣のような俊敏さも無ければ、鋼のような頑強さもなく、単純な力においても人間のプロレスラーを相手にして苦戦に苦戦を重ねた上でやっぱり負けるレベル。自己再生能力すら低いため、ここでアイシュワリンがあと二発ほど蹴けりを叩たたき込むと恐らく死ぬ。身み悶もだえながら死ぬ。いや、一発で逝くかもしれない。

　しかし、その機会はついぞ無くなってしまう。

　突如として玉虫色の光が禍まが々まがしく渦を巻いたのだ。

「やばっ」

　どろどろとした質感の光は色合いを変えながら、倒れ伏したアイドルの全身を覆い尽くしていく。

　奴やつは本体が脆ぜい弱じやくな代わりに、非常に便利な能力を持っていた。

　──コントロール率およそ一〇〇パーセントの領界特化型テリトリー。

　それは全身を守る強固な盾としても機能し、変幻自在の剣にも移り変わる。まさに攻防一体の鎧よろい。

　明言すると、アイドル相手に肉弾格闘を挑むのは自殺行為に他ならない。

　その正体を知らないとは言え、アイシュワリンは運良く二の足を踏んでいた。きっと、性質を見極めるため、相手の出方を窺うかがうべきだと判断したのだろう。

　ゆっくりと立ち上がったアイドルは、もとの面影を残してはいなかった。

　もはや人型とも形容しがたい流動的な化け物。

　泥人形のようでありながら虹にじ色に蠢うごめいている。鮮やかな彩いろどりが美しさに繋つながることはなく、ひたすら不気味さを増長させていた。まるで『悪趣味』というコンセプトでデザインされたユルキャラのような奴がそこに立っているのだ。

　それと対たい峙じするアイシュワリンの顔も大いに引きつっている。

「……いや、マジで。ないわぁ、こいつ」

　非ひ難なんに応こたえる形で、泥状の虹が伸びる。

「どわわっ!?」

　蛇、……いや触手とでも言うべきか。本体から、いくつにも枝分かれして飛矢のごとく走りアイシュワリンを襲った。

　高速移動能力者である彼女は、優れた動体視力と反射神経を持っているらしく、相手の攻撃を感知した直後には翼を広げて、後退するように飛ひ翔しよう。

　当初の作戦通り、共有スペースへと逃げ込んだ。それを、幼稚園児並の全力疾走で追いかけるアイドル。

　そこは施設研究者たちが休憩や食事のために利用する空間。設置物はウォーターサーバー、ドリンクバー、本棚、大型テレビ、映画やドラマなどの市販ディスクとプレイヤー、そして七組のティーテーブルに椅い子す、長いソファが一つ。その広さは一〇メートル四方といったところで、遮しや蔽へい物ぶつこそ多いが盾にするには頼りない物ばかりである。

　ただ、見つかった以上、アイシュワリンはそこで奴やつの攻撃を防ぐしかない。通路を逆走すればシャロンやウルスラのもとにアイドルを案内する形になるからだ。

　共有スペースに移動した七色の異い形ぎようは、無数の触手を生み出して彼女を追い詰める。

「ああ、もうッ、鬱うつ陶とうしい奴ね！」

　愚痴を吐きながらも、常軌を逸した回避能力を見せていた。

　さながら燕つばめ。極めて限定された空間を自在に飛び回り、さまざまな角度から迫る虹にじ色の一部を掻かい潜くぐる。一種のシューティングゲームのような光景だった。

　逃げの一手。

　何せ、相手は不定形。三六〇度から攻撃を飛ばすような奴であり、蹴けり技しか有効な武器が無い彼女に攻撃の余地は存在しなかった。試しにとばかりに椅子を掴つかんで飛び道具にしていたが、虹色のボディに吸収されると間もなく「グシャア！」と嫌な粉砕音を発した。彼女の表情から血の気が少し引いた。近づきようがない。

　今となっては不可能な手段だが、実を言うとコマキの能力であれば、五秒とかからず駆逐できるアンダーである。

　あの女性のテリトリーが持つ特性は、言語化すると『テリトリーと振動の相互置換』であり、〝テリトリー〟を〝音〟に、または〝音〟を〝テリトリー〟に、それぞれ入れ替えるもの。戦闘時には「共振波」と呼ばれる振動を使い、生物の骨など、硬い部分を強引に揺り動かして粉砕する。それの応用で、アイドルの領界特化型のアーマーに対し、コマキは自身のテリトリーを介入させて、強振動により分離崩壊を引き起こすことも可能であった。

　アイドルにとって最大の天敵だった彼女が死亡した今現在、次に有効な手段はシャロンが有する秩ちつ序じよ独どく裁さい型の熱崩壊能力。果たして《ファーレンハイトの槍やり》がアイドルのアーマーごと貫けるか、未いまだかつて実証が無いので疑問は残るが、当たれば一撃必殺であるため討伐の可能性は大いにある。

　逃げ惑うアイシュワリンも恐らくそれを期待しているはずだ。

　彼女が敵の注意を引き、伏兵のシャロンが拡張能力で倒す。

　充分な勝機を秘めた作戦。

　しかし、アイシュワリンには知る由もない作戦上の『不安要素』が一つ、存在する。

　それはアイドルにとって最大の特徴であり、名前の由来であり、存在意義とも呼べる力。

　現時点では未だ兵器的価値はなく、単に奴の「気まぐれ」でのみ発動する特技。

　──変身能力だ。

　たった今、それを目の当たりにしたアイシュワリンは咄とつ嗟さに叫び声をあげている。

「ナイトレイ、来ちゃダメッ！」





　　　◆◆◆◆






　驚くべきことに、山やま城じようミナトはチャリオットを完全に翻ほん弄ろうしていた。

　強力な突撃能力を持つ大型アンダーの真価は、対多数の敵を正面から蹴け散ちらせる状況でこそ発揮できるものであり、獲物が足元に居座ると一転してただの巨人になる。

　その攻撃は単調一途。殴れそうなら殴り、踏めそうなら踏む。アンダーの中でも極めて知性の低い部類であり、巧みに逃げる獲物を如い何かに捕えようかという試行錯誤的な行動変化は一向に起こらない。延々と、同じような攻撃を繰り返すのだ。

　それに対して、ミナトの回避能力と度胸は人間離れしていた。

　時にはチャリオットの足首に寄り添い、時には股またの下を掻かい潜くぐる。巨人の殴打も当たりそうで絶対に当たらない。常に逃げ道をいくつか用意しているようだった。

　まるで全すべてを計算したかのような動き──彼が持つ『情報掌握能力』の賜たま物ものだろう。

　囮おとりとしては超一流。

　ただ、討伐手段が無い。

　最初に見せた目め潰つぶしも、間もなくチャリオットが再生能力で復活を遂げると以降は効果が無いと判断したらしく、結局は避よけることに専念し始めた。

　このまま行くと、彼は体力が尽きるまでチャリオットを翻弄し続けるに違いない。

　そこに変化が生じたのは戦闘開始から三分後。

　同じ空間で戦っていたＪＤ、次いでコマキがマダラ弐型によって殺害された時だ。




　一瞬、青年は明らかに足を止めて、その光景を眺めていた。

　好機とばかりに、振り下ろされるチャリオットの豪腕。

　ミナトはそれを辛かろうじて回避したが、ここで初めてバランスを崩している。仲間の死を目撃したことで心に動揺が生まれたのかもしれない。

　おまけに、状況が二対一になった。

　黒い身体からだに赤い斑紋を持つ異い形ぎようが、恐るべき速度で襲来する。

「…………ッ」

　ほぼ詰みに近い状況。

　いくら彼の生存能力が高いとは言え、リーチの長いチャリオットと、接近戦に優れたマダラから同時に攻め込まれたら窮地に違いない。

　それでも、生還の可能性があるとすれば──マダラを瞬時に殺すこと。

　この時、彼は初めて日本刀に手をかける。

　左手一本での抜刀。奴やつの首を落とすべく、鋭い斬ざん撃げきを繰り出した。

　しかし、マダラは素早く身を屈かがめることで刃をやり過ごす。そこへミナトは刀を振りぬいた流れのまま、逆の手で振り回したアサルトライフルでの銃撃に続ける。無む茶ちやな姿勢であり、発砲の衝撃がもろに返っていた。しかし、その反動を逃がすようにミナトは大きく後ろへと跳んでいる──直後、チャリオットの拳こぶしが床を叩たたいていた。

　マダラを狙ねらいながらも、同時進行でチャリオットの攻撃を回避したらしい。

　見る者が見れば、目を疑うような動き。

　元来、知覚特化型水使いは戦闘能力が低いというのが世界の通説だが、こと彼に関しては例外と言わざるを得ない。

「──なるほど。ちょっと興味深い」

　この時、監視モニターで一部始終を眺めていた殲せん滅めつ部隊の隊長は、そう呟つぶやいた。

　情報掌握の結果、常に肉体が『最善手』を選ぶ能力。

　もしもその通りだとすれば、あの山やま城じようミナトという青年は剣術の達人でありながらも銃器の名手ということになる。肉体的に可能な技術が一〇〇パーセント引き出されている状態ということだ。或あるいは、マダラだけなら討伐可能かもしれない。

　観察しながら、彼女は素朴な表情で感想を漏もらす。

「部下に欲しかったな。残念だ」




　当然、何事にも限界はある。

　二分間、異常なまでの善戦を見せたのち、結局、山城ミナトはその限界を迎えたようだ。

　たった一度、マダラの攻撃を避よけ損ねた彼は、手を滑らせたらしく日本刀を地に落とす。

　今の動きは、明らかに鈍かった。短時間でも、極限状況下における疲労の進行は凄すさまじい。計算した動きに対し、肉体が追いつかなかったのかもしれない。

　そして、マダラは青年の肩に喰くらいつく。

　しかし、ここに来て、監視していた隊長は違和感に気付いた。

　相手の噛かみ付きに対して、彼は避ける素振りさえ見せなかったのだ。

　……諦あきらめたのか？　そう考えるのが妥当。日本刀を失い、アサルトライフルも既に弾薬が尽き、再装そう填てんする余裕も皆無。もはや勝機無しと思い戦闘放ほう棄きするのは自然と言えば自然。

　ところが、現実は想像と異なる。

　肩にマダラの牙きばが食い込みながらも、彼は首を限界まで大きく傾けた。その時だ。

　──破裂した。

　マダラの頭部が、盛大に砕け散ったのだ。

　その光景に隊長は目を見張る。

「なんだと？」

　何が起きたのか。

　咄とつ嗟さに他のモニターへ目を配ると、すぐに事態を理解する。

　南側エリアに入ってすぐの、通路の一角。

　そこには地面に伏して、対物ライフルを構えた片腕の少女兵が映っていたのだ。

　両者の距離は少なくとも二〇〇メーターを超えている。

　つまり、山やま城じようミナトはあの戦いの中で、狙そ撃げき体勢にあるウルスラの姿を肉眼で確認し、マダラを撃ちやすい角度に誘導した後、最後は奴やつの足を止めるためにわざと攻撃を受けた──そういうところだろう。

　笑ってしまう。

「こいつら。退屈させないな」

　即死したマダラを乱暴に引ひき剥はがすと、彼は何事も無かったかのように、続くチャリオットの拳こぶしを避よけていた。それでも片方の肩が大きく抉えぐれ、右腕を垂らし、深手には違いないのだが。しかし戦う意思はまだ残っているということか。まだ少し、楽しめそうなので隊長は安あん堵どを抱く。

　とにかく、最も厄介なマダラが早々に脱落した。

　このまま全滅かとも思ったが、勝負の行方はいよいよわからなくなってくる。





　　　◆◆◆◆






　アイシュワリンとアイドルが交戦を始めてから、一分も経たたないうちにシャロンは《槍やり》を使うべく能力を最大拡張した。

　鮮やかな紅ぐ蓮れん。直撃した全すべてを焼き尽くす業火の色だ。

　それに身を包みながら、彼女自身も動き出す。目指すは、仲間と異い形ぎようが消えた共有スペースの奥──彼女にとっては死角となる空間。

　先のアイシュワリンとの攻防を見ていて、シャロンにも敵の属性までは理解できたことだろう。変幻自在のテリトリーで全身を覆いながら、触手を生み出し攻撃に転化する。硬化と変形。典型的な領界特化型。少なくともマダラのテリトリーウイルスのように、シャロンの攻撃を無効化できる能力ではない。

　おそらく彼女はそのように判断した。

　ゆえに、足の先から頭上まで、駆け上るように迸ほとばしる紅蓮のテリトリーには一切の迷いがなく、対単体において無限の破壊を実現する必殺の槍を生成していく。

　作戦上、共有スペースに入った直後に能力を発動させなければならない。そのため、移動が終わるまでに槍を完成させることが必須作業だった。

「ッ」

　彼女の能力にかかる負荷は傍はた目めで見ても明らか。壁に手をついて、通常なら早足で一〇秒程度の距離を、一歩一歩丹念に、倍の時間をかけて進んでいく。

　やがて、シャロンを染める紅くれないの輝きは最高潮に達する。

　そして、今まさに、共有スペースへ踏み込もうという矢先。

　あとは敵を選んで槍を撃ち出すだけ──その段階にまで至ったのに。

「ナイトレイ、来ちゃダメッ！」

　その声を、シャロンは耳にしても引き返すことはできなかった。

　一瞬、行動が完全に停止している。

「　え？　」

　辿たどり着ついた空間には「二人のアイシュワリン」が存在したのだ。

　瓜うり二ふたつの外見。

　それこそがアイドルの持つ変身能力。コントロール率およそ一〇〇パーセントの領界特化型能力であり、形状はおろか色彩すらも一瞬で模倣し、（本体の骨格に当てはまる限り）自己が視認したあらゆる外見を細部に渡り再現する能力。完全な暗殺向きである。

　しかしながら、いまだもってアイドルの実戦投入を見送られている。

　その最大の原因は……二人のアイシュワリンを見比べればわかりやすいだろう。

　一人は翼を生やして宙を舞い、シャロンへ訴える表情を送っている。

　そして、もう一人も同じく翼を生やして地面に立ち──しかし、あろうことか肩や脇わき腹ばらから異常な触手のようなものを生みだし躍らせているのだ。

　真偽は一目瞭りよう然ぜん。

　本物のアイシュワリンは宙に浮かび、不気味な触手を持たない方である。クイズ番組にもならないほどお粗末なヒントが露呈している状態。誰が見てもすぐにわかる。

　実は、このアイドルというアンダー、非常に優れた変身模倣能力を持ちながらも、本人になりきろうという気概を一切持ち合わせていなかったのだ。宝の持ち腐れという他はない。

　しかし図らずも、そこに効果は生まれる。

　奴やつの変身は優に一秒以上、確実にシャロンから判断力を奪うばい取った。

「な、な……」

　何せ、彼女はアイドルに対し『虹にじ色のドロドロした異い形ぎよう』というイメージを作った上でここまで足を運んできたはずなのだ。そこがまず、咄とつ嗟さの動揺に繋つながったのだろう。

　そして、何よりもシャロンの《槍やり》が持つ性質。

　一定質量以下のあらゆる生物、物質を例外なく融解させる能力。──当然、人間相手にも容赦なく発動される。それによる死に様は凄せい惨さん。内臓から始まりじっくりと確実に、苦しみながら焼かれ死んでいく。たとえ間違っても、人間に対して扱ってはいけない能力だ。

　ゆえに彼女は、どちらが敵かと頭で理解しながらも、「万が一」という概念が強く働き、攻撃するかを逡しゆん巡じゆんしたとしても無理はない。

　その間、一秒と少し。

　致命傷を与えるには充分な時間。

　偽者のアイシュワリンが、シャロンの方へと振り向いた。

　歪いびつな虹色がざわめく。

「ナイトレイッ！」

　最速の翼が走った。

　それはアイドルが先攻してなお、後の先を奪うばう速度。本人が望むのならば殺意の触手よりも早くシャロンのもとまで到達するだろう。

　しかしながら、そう上う手まくはいかない。

　彼女がトップスピードで接触すれば、結局シャロンが死ぬことになる。仲間を抱きかかえて窮地より逃げる方法は物理的に不可能。

　だからこそ、シャロンを助けたければ、アイシュワリンは彼女と接触する直前でブレーキをかける以外の選択肢は許されなかったのだ。

　──その結果。

「く……ハッ、アァッ!?」

　シャロンを庇かばう形で、三本の触手がアイシュワリンの背中を抉えぐり取っていた。右胸部、腹部、左大だい腿たい部ぶを貫通する。うち一本はシャロンの腹部にまで到達していた。

　そのまま二人は押し出される形で、共有部正面の通路の壁に叩たたきつけられる。

　瞳どう孔こうまで開かんばかりに瞼まぶたを上げたシャロンの顔に、アイシュワリンの身体からだから溢あふれ出した血液が滴り落ちる。さらに繰り出されたアイドルの追撃がアイシュワリンの背中を、そして抱き合う格好で奥にいたシャロンの右肩を再び貫いた。

　わずかな迷いが生んだ致命傷。庇ったところで意味などなかった。

　結局は二人ともが異い形ぎようによって貫かれる。

　いや、──意味がなかったと決めつけるのは早計か。

　──ドン！　と、アイシュワリンは力強く壁に手を突いた。

　瀕ひん死しの体を酷使し、意思のはっきりとした瞳ひとみで口を開いたのだ。

「撃って」

　異常。

　即死でもおかしくはない。すぐに食道を逆流した血液が喉のどを塞ふさぐはず。

　なのに、その言葉を声に出せたのは、もはや奇跡にも近い現象だった。

「──撃ちなさい。恨んだりしないわ」

　その直後、シャロンが腕を翳かざした。

　まるで言霊に揺り動かされるように、正確に。

　仲間の奥に潜む、人を真ま似ねた異形に向けて。

　鮮血が舞い散る空間を、それよりも紅あかい光が収束し──

　やがて解き放たれた《ファーレンハイトの槍やり》が疾は走しる。アイドルを覆う虹にじ色のテリトリーをも蹴け散ちらして、異形の中心を射い抜ぬいていた。

　砕けて、舞う。ステンドグラスの破片のように極彩色の結晶が飛散した。

　人ならざる断末魔の悲鳴。

　景色が灼しやく熱ねつに包まれていく。

　その光景を眺めながら、シャロンの頬ほおには一筋の涙が伝っていた。




　最後まで、言葉を交わすことはない。

「アアアアアアアアアアアアアッ！」

　燃え盛る異い形ぎようの前、狂ったように嗚咽おえつを漏もらしながらシャロンは、崩れ落ちた仲間の体を強く抱き締めた。彼女の心情を察するのは容易たやすい。後悔と懺ざん悔げの慟どう哭こく。あと一歩、あと一秒早ければ誰も傷付かずに敵を倒せていたはず。ほんの一瞬の戸惑いが生んだ、取り返しのつかない結末。或あるいは自分を見捨ててほしかったと考えているかもしれない。そうすれば、少なくともアイシュワリンだけは無傷で済んだのだから。いずれにしても、こうなっては後の祭──この瞬間、侵入者たちの運命は決していた。

　もしも全すべてが終わっていたのなら、彼女はいつまでも泣き続けていたことだろう。

　しかし、不意に泣き声を止める。

「…………」

　シャロンは動かなくなった仲間の身体からだを丁重に床へ横たえた。意識を失ったのか、死んでいるのかは監視モニターで見ても判別できない。

　血ち糊のりを吐いて咳せき込こみながら、立ち上がった彼女はもと来た道を引き返し始める。

　残る一体、チャリオットが待つ中央研究室の方角。

　まったく、呆あきれた執念だと思う。

　歩きながら、大量の血液が身体を伝いフロアへと流れ出している。シャロン自身もまた、アイドルによって腹を裂かれて重傷。きっともう長くはない。決戦の地に戻るまで、三〇〇メートル近くの距離を歩けるかどうかも怪しい。いや、絶対に無理だ。

　そうだとしても、彼女は歩いていく。次第に死んでいく身体を引きずって。

　戦う意思だけは最後の最後まで衰えることがなかった。

　やがては、何も無い廊下で足がもつれ、前のめりに倒れこむと動かなくなる。

　そのまま二度と、立ち上がることはないだろう。

　後には、チャリオットを殺す手段を持たない山やま城じようミナトとウルスラだけを残して。

　ここでシャロン＝ナイトレイも脱落した。
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　しばらくして、全ての決着が届けられた。

『──侵入者六名は全滅。繰り返す、侵入者の全滅を確認した』

　最後まで活動中だった山城ミナトだが、最後には体力も尽きてチャリオットに捕まり、握り潰つぶされた光景を視認し、殲せん滅めつ部隊の兵士が事務的に通達する。

　ウルスラという少女も気を失ったのか、失血死したのか、もはや通路に倒れて動く気配がない。

　部隊長は食べ終えたチップスの袋をクシャリと握り潰した。













「ふむ。およその経過時間は？」

「三〇分ってところですね」

「まあ、あの状況からよく粘った方か」

　深海一一〇〇メートル。

　施設外、海中。

　そこには軍事潜水艦が一隻に、一〇名の乗組員。水中で待機する水使いのダイバーも合わせると総勢二〇名の小隊が陣取っていた。

　その正体は関係者の間で『空白のＤ』とも呼ばれているＣＨＡＦデルタチーム。

　──本来は存在しないチームである。発足準備が進められていたにも係かかわらず、ついには日の目を見ることがなかった部隊。軍部内では「要人警護の私設部隊として買収された」という噂うわさも出たが、ある意味、それは真実に迫る言及である。彼らはアンダー事件の問題処理をするため〝誘拐された〟いわくつきの部隊だった。

　うち、指揮権を発揮したのは長い黒髪を束ねた東洋人の女性。

「よし。お前ら、出る準備をしろ」

　潜水艦の中で腰を上げると、隊長として全隊員に向けて指示を送った。

「侵入者全滅により状況終了。ミッションを《包囲》から《処理》に移行する。予定通り、外部端末班四名を残し、施設内部に突入するぞ」

　たったいま〝処刑対象者〟の死はこの目で見届けたので、ここからが本当の任務だ。




　外部端末から操作してゲートセキュリティを解除。

　オート設定に変更後、潜水艦はダイバー兵を伴って海底研究所に進入する。

　艦体から降りると、隊員はスムーズに武装準備を開始した。

　女隊長は厳格な声と表情で任務内容を指示する。

「これから二班に分かれて施設内の現状復帰作業に移る。一班は私と来い。残った《チャリオット》の討伐を行う。二班はバックアップ態勢、同時に侵入者の死亡チェックと遺体回収を進めていけ。まだ死にきれてない者がいるかもしれない。くれぐれも〝死んだフリ〟には気をつけろよ」

　敬礼が返される。

「ハ！」

「施設内からだと監視モニターは視認できない。チャリオットの行動範囲が広い以上、慎重に進むぞ。外部班はモニターをチェックして動きがあれば逐次報告しろ」

『了解です』

「あふー。……チャリオットとバトルより、侵入者相手にする方ラクだったスね」

「同感だが、愚痴は慎め」

　主な戦場となったセントラルラボは、デルタチームが突入した正面ゲートからだと、普通に歩いても一〇分はかかる道のり。施設内に潜伏するチャリオットに警戒しながら進むのなら、その倍は必要となる。しかも、あまりチャリオットに施設内部を破壊されると上層部が怒るため、かなり慎重さを要する任務だ。だったら最初からここを処刑場にすんなや、と密ひそかに不満を抱く女隊長だった。

　そして慎重に進んだ結果、彼女たちが違和感に気付くまで相当な時間を要した。




「──一班、止まれ」

　号令をかけた彼女は、その場に膝ひざをつく。

「……おい、確か、この通路で一人死んでいなかったか……」

「はい？　死体が無いんなら、もっとずっと先じゃないんスか？」

「バカ、この廊下だ。あそこに〝共有スペース〟があるだろ」

　上層部から送られてきた見取り図を女隊長は事前に確認していたが、研究所に同じ空間は二つとして存在しない。間違いなくこの通路上で、アイシュワリンという女性がアイドルに貫かれて死んでいたはずなのだ。

　しかし、通路は綺き麗れいなままで、遺体や血けつ痕こんはおろか、戦闘した形跡すら残っていない。アイドルが焼死した共有スペースを覗のぞき込こんでも、焦げ目一つ見つからなかった。

　おまけに、気性の荒いチャリオットがいるはずなのに、建物の中はやけに静かなまま。

　……どういうことだ？

　考えてすぐ、その可能性に思い至る。

　途端、寒気が走った。

「っ、外部班！　至急、周辺を警戒しろッ。二班は、正面ゲートまで戻り待機！」

　言下、女隊長は血相を変えて走り出す。

　通路の先を曲がり、真っ先にセントラルラボを目指した。

　それに伴い、彼女の見る『違和感』が増幅していく。いくら進んだところで彼女が把握する事実が見つからないのだ。シャロン少尉の死体や血ち溜だまりも、片腕のまま力尽きたウルスラも。何もかも。一つとして符号しない。

　やがて、悪い予感が確信へと変わる。

　研究室に到着。ついに、真実が目に飛び込んでくる。

　あとから追いついた部下たちも、同じように唖あ然ぜんとしていた。

「隊長ぉ、これって……いったい」

「────くそ、やられた！　完全にやられたッ」

　目の前に広がっていたのは、隊員たちの認識とはまったく異なる光景。

　焼失したはずのアイドルが、砕け散って死んでいる。

　その近くでは逆に、床の広範囲が黒く煤すすけており、おそらく巨体のチャリオットがそこで燃え尽きた痕こん跡せきなのだろう……《ファーレンハイトの槍やり》によって。

　そして、マダラも死んでいた。アイラの記憶では対物ライフルによって頭部を破壊されて死んだことになっていたが、現実は違う。実際に撃たれていたのは奴やつの大だい腿たい部ぶであり、その上で頭部を鋭利な刃物で斬きり落とされて絶命していたのだ。晒さらし首くびのごとく、近くにマダラの頭が転がっていた。

　奴の死し骸がいはゲート付近の壁に磔はりつけ状にされていた。その胸には日本刀。

　そして、濃のう緑りよく色しよくの体液で描かれたメッセージ。




　──この失敗を後悔しろ。我々は、必ずや滅ぼす──




　もはや真相は歴然。

「外部班！　外の状況を伝えろ！」

　しかし、いつまで経たっても応答は無い。

　原因は想像がつく──おそらく外部端末が破壊されたのだ。

　チャリオット討伐を重視し、外を少人数にしたのが仇あだとなった。

　女隊長は苦虫を噛かんだ表情で額を押さえる。

「……まさか、あのモニター映像が〝フェイク〟だったなんてッ、ありえるか!?」

　ありえない。

　あの限られた時間の中、監視モニターに細工を施すなど誰に想像ができよう。

　全部で一二〇箇所を捉とらえた設備カメラである。仮にハッキング自体は可能だとしても、コマンダー級の存在を知らなかった侵入者たちが、前もってニセの映像データを用意できるわけがない。

　つまり──あの場で即興されたもの。

　映像をだ。機材も時間も無い状況で。魔法に等しい行為である。

　電子データを書き換える水使いなんて、いまだかつて想像したことがない。

　何にしても、彼女の部隊が用意された『フィクション』にまんまと踊らされたのは事実。

　いや、問題はその先か。

　女隊長にとって最たる失態は、施設突入時にゲート周辺の異常確認を怠ったこと。

　特に潜水艦進入用の注水プール、おそらく『彼ら』はあの中の何ど処こかに身を潜めていたのだ。ソナーを無効化するコマキがいた以上、目視確認は徹底するべきだった。

　モニターから見る内部状況をあまりにも過信していたのだ。

　後悔したところで、もう遅い。

「……我々の負けだ」

　完全に裏をかかれた敗北感を噛かみ締めながら、女隊長は動揺する部下たちに宣言する。

「外部端末が破壊された以上、もはや中からは開けられん。侵入者は死んでいない。繰り返す、侵入者は生還──たぶん、一人残らずな」
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　光に溢あふれていた。

　白昼の光を吸い込んだ水面が揺らめいている。次々と生まれゆく気泡が宝石のように煌きらめきながら、彼女たちを伴って浮上していった。時おり、小魚の群むれが驚き道を譲る。

　世界がどんな変化を遂げたとしても、いつまでも褪あせることがない。美しい風景がある。

　同日、同刻。太平洋。

　水深──ゼロ。

「青い空と青い海！　正直アタシたまりませんッ、であります！」

　真っ先に海面から顔を出したウルスラが元気いっぱいの笑顔で背伸びをした。両手で。

　普段なら、騒ぎ出した少女を嗜たしなめるＪＤも、今回ばかりは似たようなテンションで海面にコブシを叩たたきつけていた。何度も何度も。興奮隠さず水しぶきを立てた。

「Ｈｏｏｏｏｏｏ、ハッハァまったく同感だ！　俺もこんなに有り難がたい太陽は初めてさ」

　そこには誰一人として欠けていない光景。

　最初の二人に続いて、コマキ、アイシュワリン、シャロンが続々と浮上する。

　最後に顔を出したミナトが、ひときわ冷静な声で、珍しく愚痴を漏もらしていた。

「うまくいく時って何から何まで、いくもんだな。いやになるよ」




　テリトリースキャナーを利用した監視モニター映像の改かい竄ざん。

　あの時、中と外を繋つないでいた唯一の〝窓〟に対してイカサマを働く──それが、絶体絶命的状況の中、山やま城じようミナトが導き出した打開策であった。

　処刑宣告を受けたビデオレターの終了直後、サーバーへのアクセスを試みた瞬間に、彼はこの手段を思いついたらしい。

　セキュリティが外部端末に移行された後も、研究所のサーバーには内部で撮影される監視モニターの映像ファイルはもちろん、かつて研究所で管理されていたアンダーの研究記録までも残されたままだったのだ。

　当然、あの三体のコマンダー級の情報も含まれていた。

　奴やつらがどのようなテリトリー能力を持ち、どのような行動を取るか、克明に記録されたデータ。おそらく、それを閲覧されたところで問題ではないと〝敵〟は踏んでいたのだろう。性質が発覚してなお、戦果を上げるのが生物兵器としての真価であり、また、仮にデータの露見が原因でコマンダー級が敗北したとしても、連中にとっては大して痛手ではない。

　本命の処刑人はアンダーではなく、対人部隊の方なのだから。

　よって組織の連中は、アンダーのデータを凍結しなかったのだと思う。

　しかし、その考えこそが最大の落ち度。

　山城ミナトは閲覧したアンダーの生態記録をもとに、コマンダー級がどのように動き、自分たちがどのように戦い、追い詰められ、やがて最後には全滅するのかという『フィクション』を事前に捏ねつ造ぞうしていたのである。そして、サーバーにある監視モニターの映像ファイルと不自然無く入れ替えたのだ。

　しかし、現実は似ても似つかない結末。

　最初に《マダラ弐型》を、ミナトとウルスラの手で辛くも。

　次の《チャリオット》を、アイシュワリンとシャロンが無難に。

　同時に《アイドル》という異い形ぎようをコマキとＪＤが、それぞれ連携する形で仕し留とめた。

　結果は五分とかかっていない。相手の性質さえ予あらかじめ知っていれば、あとは相性の問題であり、楽勝とは言わないがほぼ無傷で終わることができた。しいて言うと、デカブツを蹴けった拍子でアイシュワリンが足首をちょこっと痛めた程度か。

　あとは嘘うその映像が終了するまでの間、ゲートエリアの注水プールに身を潜め、敵の突入と入れ替えで外へと脱出。

　わずか四名しか残っていなかった殲せん滅めつ部隊のダイバー兵は、対人制圧を得意とするコマキとアイシュが不意打ちする形で排除。

　最後に、外部端末をシャロンが破壊した。

　以上、作戦開始で潜水を始めてから、わずか九〇分後の生還劇である。




「結局、ミナトは外の連中にどんな映像を見せたわけ？」

　晴天に浮かぶ太陽の下、一人だけビキニ姿のアイシュワリンが首をかしげる。

　尋ねられた青年は、茫ぼう洋ようとした瞳ひとみを彼女に返す。

「はい？　どんなって、そりゃ、みんな無様にリタイヤしていく中で、僕一人が最後までスタイリッシュに生き残る映像を少々」

「……あんたらしいわ」

「本当はドラマにドラマを重ねて先輩が僕にベタ惚ぼれするバージョンもあったんですが、構成したら思ってた以上にアレだったんで今回はお蔵入りしました。あとで見せます？」

「い、いらんわッ」

　素っ気無く吐いてそっぽを向いたアイシュワリン。自分が白人でなくて良かったと内心では思っていた。顔色でいろいろバレやすいから。ミナトがミナト節を取り戻しつつあるのは嬉うれしいけれど、今後いろいろ反応に困りそうだと同時に不安も抱いていた。

　そんな時だ。

　シャロンが泳いで近づいてきた。

「割り込んでごめんなさい。山やま城じようくん、いまちょっといいかしら？　いえ、ダメと言われても困るのだけど」

　思えば、この時点で彼女の目付きは少し怖いものだった。

　ちょっと血走っているというか。涙を必死に堪こらえたような表情と似ている。

　とりあえず、声をかけられたミナトは素朴に頷うなずいていた。

　頷いてしまった。

「いいけど、なん──オオウ!?」

　ガッと掴つかんでバッと接近したシャロンに、さしものミナトも目を白黒させている。

　一瞬はヘッドバッドに見えた。

　いきなり、彼の両耳に、彼女が両手を添えて引き寄せたかと思うと、その顔がギリギリセーフところで停止している。両者の距離、わずか五センチ。頭突きでなければ超近距離での睨にらめっこだ。見ていたアイシュワリンはハラハラした。近い近い近い。

　そして何を言うかと思えば。

「……いま、危ないところだったわ」

「いや……なに？」とミナト。「こわい。わりとマジでこわい」

「正直に話すと、いま私はあなたにキスをしそうになったの」

「わお」

「よく言うでしょう？　吊つり橋ばし効果と呼ばれる例の現象よ。映画のラストで生き残った男女が口付けを交わすのは一つの様式美。かく言う私も生き残れたことに舞い上がり、意外と大狂乱で、それでつい、手近にいた山城くんのことを捕まえてしまったの。でも、少し理性的に考えてみたわ。これって、私の役割ではないわよね？　ムネも小さいし。歴代のボンドガールはみな不思議とグラマーだもの」

「いや、まあ……なんだろう。一向に言葉が見つからないな」

　ぱっと離れるシャロン。

「とにかく、ここはいったんアイシュ教官にお返しするわ」













「は？　あたし？」

「どうぞ彼とキスして」

「──んだそりゃッ！」

　無む茶ちや振ぶりすぎてアイシュワリンは軽くヒく。そろそろ気付いてきたが、このシャロンという女の子、聡そう明めいなように見えてちょいちょい天然が混ざっていやしないか。そんなお天気リポーターのように返されてもキスまで持っていけるわけがない。

　幸い、同じく今の流れはおかしいと判断してくれたミナトが早々に話題を変える。

「何より、まずは陸に戻ろう。先輩とのキスはそれからでも遅くない」

「……クッ」

　くやしい。

　今の、ツッコミを躊躇ためらってしまった。
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　少し、躊躇う。

　生還を喜び合う海の中、コマキが独り青空を眺めていたのだ。

「…………」

　放ほうっておけばいつまでも、そうしていそうなほど。黙々と、ひたむきに。なんだか、いま声をかけるのは悪いような……とシャロンが感じるくらい、彼女は天を仰いでいた。

　でも、なるべく早く陸地の安全な場所まで避難しなければならない。そのためには、索敵性能が高いコマキの協力が必要不可欠だった。

「──生きてますね。コマキ、死んだと思ってたのに」

　背中を向けていたにも係かかわらず、近づいた途端にコマキが口を開く。

　その大人しい声に、シャロンは眉まゆを顰ひそめる。

「うれしくないの？」

「うれしいですよ」

　振り返る。

　微笑ほほえんでいた。憑つきものが落ちたというか。それは初めて会った時と比べると、まるで別人かと疑うような、綺き麗れいで、穏やかな表情。

「それこそ、思考が止まるくらい。戸惑うくらい、うれしい。おかしいですね、マザーグースに裏切られて、ファースト探しも一からやり直しになって、絶望の淵ふちのはずなのに。それがちっぽけに思えるくらい、生きていて嬉うれしい。少々、自分の現金さに滅め入いってます」

「人間、そういうものだわ。命あっての物種と言うでしょう」

「あは」

「何がおかしいのかしら」

「いえ。三日前の〝死にたがり〟だった少尉が、ずいぶん丸くなられたものだと」

「そうね。私も現金。だって〝願い〟が見つかったもの。叶かなえるまで死ねないわ」

「少尉は、このあとも、戦いを続ける気なのですね」

「当然でしょう。全すべてのアンダーを葬り去らない限り、私の願望は成就しないのだし」

「でも、マザーグースの組織力はもう頼れませんよ。どころか、敵に寝返っちゃいました」

「だから何よ。もとから私は、会ったこともない連中に大した期待なんかしていなかった。たとえ最後の一人になったって、戦い続けてみせるわ。それこそ、山やま城じようくんみたいに」

「それなら、改めて──」

　コマキは折り目を正すように濡ぬれた前髪を寄せたあと、シャロンの首に両手を回し、彼女の唇に自分の唇を軽く押し付けた。

　すぐに離れて首を傾けると、また微笑む。

「コマキは、コマキの〝耳〟を少尉に預けします。もっと噛かみ砕くだいて言うと、──あなたと一緒に戦いたい。罪の意識とは関係なく、一人の友人として。心から望み、誓います」

「ええ、そう」

　シャロンは頷うなずいた。カクカクと。

「それは心強いし、私からもお願いしたい。何よりだわ。今後ともよろしくね。それはいいの、それはいいのだけれど──今のさりげないキスはなんなの。キスよね？　人体構造学的に言って唇だったわよね？　だって柔らかかったもの」

「すみません、噂うわさの吊つり橋ばし効果です。この湧わき上がる親愛感情をいかに最大表現しようかと悩んだ末の意図的な暴挙なので許してください。まあ、イヌに噛かまれたと思って」

「ファーストキスだったのよ」

「さすがのコマキでも罪悪感のようなものが」

「まあ、いいわ……。今さら恋愛に夢を抱く気なんて無いし」

　どうせこの先、アンダーを追いかけるだけの人生だ。

　愛だの恋だのに現うつつを抜かしている暇なんて無いだろう。それよりも、たかがキス一つでコマキという優秀な水使いの協力を得られたと思えば、安いものかもしれない。だから、塩辛いのは海水のせいだ。

　ところがどっこい、安くはつかなかった。

「コマキでよければ、その、お手伝いしましょーか？」

　意味不明な物言いに、シャロンは首をかしげる。

「はて、……お手伝いって？　どうして頬ほおを染めてしきりに前髪をいじるのかしら？」

「えと、ですね……ぶっちゃけるとコマキ、かなりガチの〝バイ〟でして」

　絶句とはこのことかー。

「少尉がモロにタイプと言いますか、軽く一ひと目め惚ぼれだったと言いますか？　ともかく友だち以上の関係でも大歓迎なわけで。任務でハニートラップとかもやらされましたしテクには自信ありますから──つまり要するに、コマキとセックスしませんか？　あわよくば純愛に」

「たったいま、この会話は私のキャパを超えたわ。本題に移りましょう」

「そーゆーウブいとこも可愛かわいい」

「これから陸に戻るから、コマキは追っ手の警戒と安全経路のナビゲートをして。その耳を貸してくれるのでしょう？　さっそくお願いするわ」

「それはお安い御用ですよー、少尉」

「それと」

　繋つなぎの句を置いたシャロンは、おもむろに自分のダイバースーツの胸元に手をかける。

　そこには金色の、丸いエンブレム。

　連邦海軍《ＣＨＡＦ》の所属を意味する隊章だ。乱暴に引きちぎった。

「その呼び名も終わりにしましょう。私はもう、軍に戻る気はないわ」

　それは過去との完全な決別。

　連邦軍でもなく英国諜ちよう報ほう部ぶでもなく、彼女は、アンダーを恨む一人の人間として、世界に巣食う闇やみと戦い抜くことを決めたのだ。

　気を利かせたのか、コマキは海軍式の敬礼を送る。

「了解です、シャロン。なら、今日の打ち上げには退役祝いも追加しときますね♪」

　飛んでくるウインクに、シャロンは溜ため息いきを返す。

「打ち上げって……結果だけ見れば惨敗だったでしょうに」

「それはそれ。今の気分だけ見れば大勝利に近くないですかー？」

「まあね。──うん、確かに」

　シャロンは肩をすくめると、屈託の無い笑顔をコマキに返した。




　西暦二一四七年、七月九日、一一時四五分のこと。

　第一次《ファースト》討伐計画は、マザーグースの方針転換を原因として失敗した。

　起源種ファーストは既に某所へ移動された後であり、現在は所在不明の状況。より強力な危険種を生み出す研究は今もどこかで着々と進んでいる。事態は何一つ好転しないまま、人々を脅かす影は今も水面下で膨らみ続けていく。

　唯一、──本作戦における死傷者はゼロ。

　六名全員、誰一人欠けることなく、陸への帰還を果たしたのだった。

　二度と綻ほころびない、確固たる信頼を胸に秘めて──






　Ｌａｓｔ　Ｅｐｉｓｏｄｅ　ワールズエンド・スーパーノヴァ









　この世界のどこを探しても、少女の墓標は存在しない。

　時事を伝えるニュースも日々変遷する。一時は悲劇めかして報道したとしても、さらに話題性の強い事件が起こればスポットは容易たやすく切り替わり、古い出来事は埋もれ、人々に届けられなくなる。今では、どの番組も正体の知れぬ怪物の問題を取り上げるばかりで、ついには海から帰ってこなかった少女を悼む声は無くなった。

　人間の記憶も同様だ。ひどく曖あい昧まいで、わりと脆もろい。より新しい情報、より関心のある情報へと絶えず上書きを繰り返し、故人と繋つながりの弱かった者から順に心の中で風化され、或あるいは二度と思い出されることがない。それがたとえ、天賦の才を持った人物だったとしても、強烈な性格の持ち主だったとしても、赤の他人の記憶に残り続けることは難しい。

　時計が針を進めるごとに、彼女が存在した痕こん跡せきは世界から薄れていく。

　深い海の底で眠りにつく少女の墓標は、世界のどこを探しても存在しなかった。

　そうだとしても。

　──その少女の名を消し去ることは、今や神にも難しい。




「あそこのアイスクリーム、クロエが好きだったのよ」

　とある夏の終わり。

　暮れなずむ黄昏たそがれ時どきのウランバートル、公園周辺。

　大きなキャスケットを頭に乗せ、カラーグラスで双そう眸ぼうを隠したシャロンは、道行く先に一つの移動販売車を見つけると隣を歩いていた青年に報告した。青年もまた鍔つばの広い野球帽を目深に被かぶり、その素顔は傍はたからでは確認が難しい。

　路ろ傍ぼうに停とまり、派手なネオンで装飾された車に青年は視線を送ると「へえ」と呟つぶやき、少しの間を挟んで素朴な疑問を返してくる。

「何味？」

「ストロベリー＆チーズケーキ」

「意外。乙女っぽいんだな」

「乙女だったもの。失礼ね。山やま城じようくんはあの子のこと、いったい何だと考えてたの？」

　青年は肩をすくめると、少しおどけた感じで口を曲げる。

「初めて会った時は天使かと。あの偉そうな態度が」

「あは」

　小さく笑ってシャロンは、アイスクリーム屋の前を横切り、公園広場を抜けると都市銀行の脇わきから裏道へ、青年と並んで歩いて行く。もう少し先まで進むと、ウランバートルの中でも特に治安の悪い歓楽街に繋つながっており、そこである組織の人間と会う約束になっている。その組織は、およそカタギとは言えないマフィア紛まがいの連中だが、交渉次第で武器の販売や情報提供を請け負ってくれるらしい。この先も戦い続けるならば、彼らと交流を持っていて損は無いと、青年は言っていた。

　変装して、裏社会の人間に会うために街を往ゆく。ある日から、シャロンの人生は大きな変へん貌ぼうを遂げてしまった。

　それでも不思議と、後悔や不安の念を抱いてはいない。

　むしろ、久しぶりに楽しさを感じる瞬間がある。

　それはたぶん、シャロンの『思い出ばなし』に付き合ってくれる人が、隣にいるから。

「この近くで、あの子、迷子になったのよね」

「泣いてたか？」

「泣かなかった。心配で泣いたのは私の方。あの子はさっさと近くの警察官に事情を説明して、その後ベビーシッターの意識の低さについて小一時間も文句を垂れてたわ」

「さすがクロエ。僕にベビーシッターやらせてほしかったよ。毎日楽しそうだ」

「その光景も、見てみたかったわね」

　ここ最近、シャロンは昔からの癖で、きっかけを見つけるたびに妹の話をするようになった。かつての友人たちを辟へき易えきとさせたあの癖だ。あの時は彼女が一方的に語るだけだったが、今は違う。妹をよく知る青年の反応が、いちいちシャロンには楽しかった。

　しかし口にする都度、楽しさ以上の悲しみも同時に生まれてくる。『あったかもしれない未来』に想おもいが巡り、泣きたくなる時もある。この切なさが、いつしか薄れて失なくなるのか、シャロン自身にも想像がつかない。

　ただ彼女は、それが永遠に残っても良いような気がした。

　生涯を通して払ふつし拭よく出来ないものを、自分は奪うばわれてしまったのだ。

　それが、彼女の戦う理由。

　一つの星が死ぬ時、超新星が現れ、また別の星を誕生させるように。

　この悲しみが、全すべてを焼き尽くす、紅ぐ蓮れんの炎のごとき熱情を生む。





　　　◇◆◇◆






「私、目のやり場に困っているわ……」

　いざ歓楽地に入ると、しかし紅蓮の炎は困り果てた表情を浮かべる。

　中心街からの大人しかった景観も、極彩色のネオンと化粧と匂においで飾られた派手なものへと移り変わった。道端では下着に近い格好をしたショーガール風の女が、スーツ姿の男性客と抱ほう擁ようを交わし、唾だ液えきを交換するように舌を絡ませている光景を目撃し、シャロンは顔をしかめる。正直、この手の場所に来たのは生まれて初めてであり、戸惑いが隠せなかった。

　対して、先導する青年は飄ひよう々ひようとした顔付きで、周囲に目配せしながら歩いている。

「ここは連邦首都の掃はき溜だめのような場所だしな。あんまり目は合わせない方がいいよ、呆あきれるほど短気な人間もいるから」

　条例で定められた狭いエリアに店舗が密集しており、目が眩くらむほどに人口密度は高い。こんなご時世だと言うのに、欲望を提供する場所に人が集うのは世の常らしい。

「これだけ人が多いと、もし敵側の人間がいても簡単に紛まぎれ込こみそうね……」

「そこは任せといて。視線を頻繁に送ってくる奴やつがいれば僕のテリトリーでわかる。それに、離れた場所でコマキが全域の会話を傍受してるし。ディフェンスなら一級品だ」

「そうね……仮に危険でも、ずっと〝屋敷〟に隠れ続けるわけにもいかないしゴキュ」

　思いのほか、生なま唾つばを飲んだ音が物もの凄すごくて彼女は頬ほおを染めた。

　隣の彼にもばっちし聞こえちゃったらしい。青年は帽子の鍔つばを下げるように声を殺して笑い、笑いの収まらぬうちにシャロンに手を差し伸べた。

　まるでエスコトートするように。

「安心しな。何があっても、シャロン＝ナイトレイは僕が守るから。──約束するよ」

「え、っと……」

　つい、シャロンは手を受け取ることも忘れ、立ち尽くしてしまった。

　別に照れたわけではない。ただ一つ、考えが巡る。

　死ねない。

　山やま城じようミナトが口にした、今の約束は守らせてあげたい──強く願った。

　それがきっと、彼の気持ちを救うことにも繋つながると信じて。

「──うん。じゃあ、お願い。私も山やま城じようくんのこと、ずっと守るから」

　微笑ほほえんで、手を結び、言葉を結び。

　二人は、歓楽街の雑踏の中へと消えていった。





あとがき







　らきるちです。皆さん、こんにちわ、こんばんわ、おはようございます。

　あと、ご無ぶ沙さ汰たしております。もしくは、はじめまして。

　何より、ありがとうございます。

　この『絶ぜつ深しん海かいのソラリス』の続編が、こうして陽ひの目を浴びることが出来たのも、今これを読んでいるあなたあってのことです。本は誰かの視界に収まらないと、ただの紙束でしかないと思います。読んでもらえないなら、僕に達成感は訪れません。だから、たった今、あなたの目に留とまれたことは、僕にとって凄すさまじく幸せなことなのです。

　って、悠ゆう長ちように幸せぶってる場合ではないですよね。実は謝罪もあるのです。

　一年間も音おと沙さ汰たなくて申し訳ございませんでした！　次は近いうちにお会いましょうね。断言しときます。こういうの、断言しとけば強い気がします。カミングスーンです。

　一旦楽がく屋や裏うら的てきな話になりますが、毎回、あさぎりさんからイラスト送られてくると、とてつもなく興奮します。尋じん常じようではありません。アドレナリン出てる気します。あの感覚クセになるので、次回作を書いた時の自分へのご褒ほう美びなのだと勝手に信じています。

　ご褒美はもう一つあります。また、こうして読者さんにお会いできることです。

　繰り返し、お伝えします。本当にありがとうございました。

























　著者

　らきるち（らきるち）

　　最近、体力の衰えが深刻です。そこで全身をサイボーグ化する技術についてわりと現実的な観点から考えてみました。その後、しばらくして一つの発見をしました。体力が落ちたら、まずは時間を見つけて適度な運動をするべきなのです。




　イラスト

　あさぎり（あさぎり）

　　前回の結末から新キャラも増えて描きごたえがありました。描いた側としては今回の結末はありがたいですね！　色々と（笑）今回好きなキャラはウルスラちゃん！　また描けるかな？
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